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（基礎資料２）平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラムのＳＢＯｓを実施する科目

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

Ａ 基本事項

（１）薬剤師の使命

【①医療人として】

１）常に患者・生活者の視点に立ち、医療の担い手としてふさわしい態度で行動する。（態度） 早期体験学習(薬学科)

２）患者・生活者の健康の回復と維持に積極的に貢献することへの責任感を持つ。（態度）

３）チーム医療や地域保健・医療・福祉を担う一員としての責任を自覚し行動する。（態度）

４）患者・患者家族・生活者が求める医療人について、自らの考えを述べる。（知識・態度） 医療・薬剤師倫理

５）生と死を通して、生きる意味や役割について、自らの考えを述べる。（知識・態度）

６）一人の人間として、自分が生きている意味や役割を問い直し、自らの考えを述べる。（知識・態度）

７）様々な死生観・価値観・信条等を受容することの重要性について、自らの言葉で説明する。
（知識・ 態度）

生命倫理
早期体験学習(薬学科)

医療・薬剤師倫理

【②薬剤師が果たすべき役割】

１）患者・生活者のために薬剤師が果たすべき役割を自覚する。（態度）
実務実習事前学習

(実習)

２）薬剤師の活動分野（医療機関、薬局、製薬企業、衛生行政等）と社会における役割について
説明できる。

薬学への招待
早期体験学習(薬学科)

３）医薬品の適正使用における薬剤師の役割とファーマシューティカルケアについて説明できる。 早期体験学習(薬学科)
地域における薬局と薬剤師

医療・薬剤師倫理

４）医薬品の効果が確率論的であることを説明できる。
医薬品の開発と規制

医薬品情報学2
医薬統計学

５）医薬品の創製（研究開発、生産等）における薬剤師の役割について説明できる。 医療・薬剤師倫理

６）健康管理、疾病予防、セルフメディケーション及び公衆衛生における薬剤師の役割について説明できる。 薬事関係法規2

７）薬物乱用防止、自殺防止における薬剤師の役割について説明できる。

８）現代社会が抱える課題（少子・超高齢社会等）に対して、薬剤師が果たすべき役割を提案する。（知識・
態度）

老年薬学

【③患者安全と薬害の防止】

１）医薬品のリスクを認識し、患者を守る責任と義務を自覚する。（態度） 医療・薬剤師倫理

２）ＷＨＯによる患者安全の考え方について概説できる。

３）医療に関するリスクマネジメントにおける薬剤師の責任と義務を説明できる。

４）医薬品が関わる代表的な医療過誤やインシデントの事例を列挙し、その原因と防止策を説明できる。

５）重篤な副作用の例について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を討議する。（知
識・態度）

６）代表的な薬害の例（サリドマイド、スモン、非加熱血液製剤、ソリブジン等）について、その原因と社会
的背景及びその後の対応を説明できる。

薬学への招待

医療・薬剤師倫理
地域における薬局と薬剤師

実務実習事前学習3
医療・薬剤師倫理

平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）
該 当 科 目

実務実習事前学習
(実習)

生命倫理

医療・薬剤師倫理
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

７）代表的な薬害について、患者や家族の苦痛を理解し、これらを回避するための手段を討議する。（知識・
態度）

医療・薬剤師倫理

【④薬学の歴史と未来】

１）薬学の歴史的な流れと医療において薬学が果たしてきた役割について説明できる。

２）薬物療法の歴史と、人類に与えてきた影響について説明できる。

３）薬剤師の誕生から現在までの役割の変遷の歴史（医薬分業を含む）について説明できる。

４）将来の薬剤師と薬学が果たす役割について討議する。（知識・態度） 医療・薬剤師倫理

（２）薬剤師に求められる倫理観

【①生命倫理】

１）生命の尊厳について、自らの言葉で説明できる。（知識・態度）

２）生命倫理の諸原則（自律尊重、無危害、善行、正義等）について説明できる。

３）生と死に関わる倫理的問題について討議し、自らの考えを述べる。（知識・態度） 実務実習事前学習(実習)

４）科学技術の進歩、社会情勢の変化に伴う生命観の変遷について概説できる。

【②医療倫理】

１）医療倫理に関する規範（ジュネーブ宣言等）について概説できる。

２）薬剤師が遵守すべき倫理規範（薬剤師綱領、薬剤師倫理規定等）について説明できる。

３）医療の進歩に伴う倫理的問題について説明できる。 生命倫理

【③患者の権利】

１）患者の価値観、人間性に配慮することの重要性を認識する。（態度） 生命倫理 実務実習事前学習(実習)

２）患者の基本的権利の内容（リスボン宣言等）について説明できる。

３）患者の自己決定権とインフォームドコンセントの意義について説明できる。

４）知り得た情報の守秘義務と患者等への情報提供の重要性を理解し、適切な取扱いができる。
（知識・ 技能・態度）

【④研究倫理】

１）臨床研究における倫理規範（ヘルシンキ宣言等）について説明できる。 実験法概論

２）「ヒトを対象とする研究において遵守すべき倫理指針」について概説できる。 実験法概論

３）正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。（態度） 薬学への招待 卒業研究1(薬学科)

（３）信頼関係の構築

【①コミュニケーション】

１）意思、情報の伝達に必要な要素について説明できる。

２）言語的及び非言語的コミュニケーションについて説明できる。

３）相手の立場、文化、習慣等によって、コミュニケーションの在り方が異なることを例を挙げて説明でき
る。

薬学への招待

生命倫理

医療・薬剤師倫理
薬事関係法規2

医療・薬剤師倫理

医薬品の開発と規制

情報・コミュニケーション論
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

４）対人関係に影響を及ぼす心理的要因について概説できる。

５）相手の心理状態とその変化に配慮し、対応する。（態度）

６）自分の心理状態を意識して、他者と接することができる。（態度）

７）適切な聴き方、質問を通じて相手の考えや感情を理解するように努める。（技能・態度）

８）適切な手段により自分の考えや感情を相手に伝えることができる。（技能・態度）

９）他者の意見を尊重し、協力してよりよい解決法を見出すことができる。（知識・技能・態度）

【②患者・生活者と薬剤師】

１）患者や家族、周囲の人々の心身に及ぼす病気やケアの影響について説明できる。 生命倫理

２）患者・家族・生活者の心身の状態や多様な価値観に配慮して行動する。（態度） 実務実習事前学習(実習)

（４）多職種連携協働とチーム医療

１）保健、医療、福祉、介護における多職種連携協働及びチーム医療の意義について説明できる。

２）多職種連携協働に関わる薬剤師、各職種及び行政の役割について説明できる。

３）チーム医療に関わる薬剤師、各職種、患者・家族の役割について説明できる。
老年薬学

実務実習事前学習(実習)

４）自己の能力の限界を認識し、状況に応じて他者に協力・支援を求める。（態度）

５）チームワークと情報共有の重要性を理解し、チームの一員としての役割を積極的に果たすように努める。
（知識・態度）

老年薬学
実務実習事前学習(実習)

（５）自己研鑽と次世代を担う人材の育成

【①学習の在り方】

１）医療・福祉・医薬品に関わる問題、社会的動向、科学の進歩に常に目を向け、自ら課題を見出し、解決に
向けて努力する。（態度）

薬学への招待
情報・コミュニケーション論

生命倫理
医療・薬剤師倫理

２）講義、国内外の教科書・論文、検索情報等の内容について、重要事項や問題点を抽出できる。（技能） 薬学基礎実習

３）必要な情報を的確に収集し、信憑性について判断できる。（知識・技能）

薬学基礎実習
実験法概論

情報・コミュニケーション論
生命倫理

４）得られた情報を論理的に統合・整理し、自らの考えとともに分かりやすく表現できる。（技能）

５）インターネット上の情報が持つ意味・特徴を知り、情報倫理、情報セキュリティに配慮して活用できる。
（知識・態度）

【②薬学教育の概要】

１）「薬剤師として求められる基本的な資質」について、具体例を挙げて説明できる。

２）薬学が総合科学であることを認識し、薬剤師の役割と学習内容を関連づける。（知識・態度）

【③生涯学習】

１）生涯にわたって自ら学習する重要性を認識し、その意義について説明できる。 薬学への招待

２）生涯にわたって継続的に学習するために必要な情報を収集できる。（技能）

情報・コミュニケーション

卒業研究1(薬学科)

情報・コミュニケーション論
生命倫理

薬学への招待

卒業研究1(薬学科)

実務実習事前学習(実習)
情報・コミュニケーション論

生命倫理

老年薬学
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

【④次世代を担う人材の育成】

１）薬剤師の使命に後輩等の育成が含まれることを認識し、ロールモデルとなるように努める。（態度）

２）後輩等への適切な指導を実践する。（技能・態度）

Ｂ 薬学と社会

（１）人と社会に関わる薬剤師

１）人の行動がどのような要因によって決定されるのかについて説明できる。 実務実習事前学習（実習）

２）人・社会が医薬品に対して抱く考え方や思いの多様性について討議する。（態度）

３）人・社会の視点から薬剤師を取り巻く様々な仕組みと規制について討議する。（態度）

４）薬剤師が倫理規範や法令を守ることの重要性について討議する。（態度）

５）倫理規範や法令に則した行動を取る。（態度） 卒業研究1(薬学科)

（２）薬剤師と医薬品等に係る法規範

【①薬剤師の社会的位置づけと責任に係る法規範】

１）薬剤師に関わる法令とその構成について説明できる。

２）薬剤師免許に関する薬剤師法の規定について説明できる。

３）薬剤師の任務や業務に関する薬剤師法の規定とその意義について説明できる。

４）薬剤師以外の医療職種の任務に関する法令の規定について概説できる。

５）医療の理念と医療の担い手の責務に関する医療法の規定とその意義について説明できる。

６）医療提供体制に関する医療法の規定とその意義について説明できる。

７）個人情報の取扱いについて概説できる。

８）薬剤師の刑事責任、民事責任（製造物責任を含む）について概説できる。

【②医薬品等の品質、有効性及び安全性の確保に係る法規範】

１）「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」の目的及び医薬品等（医薬品
（薬局医薬品、要指導医薬品、一般用医薬品）、医薬部外品、化粧品、医療機器、再生医療等 製品）の定義に
ついて説明できる。

薬事関係法規1
日本薬局方

２）医薬品の開発から承認までのプロセスと法規範について概説できる。

３）治験の意義と仕組みについて概説できる。

４）医薬品等の製造販売及び製造に係る法規範について説明できる。

５）製造販売後調査制度及び製造販売後安全対策について説明できる。 薬事関係法規1

６）薬局、医薬品販売業及び医療機器販売業に係る法規範について説明できる。

７）医薬品等の取扱いに関する「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」の規
定について説明できる。

薬事関係法規1

８）日本薬局方の意義と構成について説明できる。 日本薬局方

９）生物由来製品の取扱いと血液供給体制に係る法規範について説明できる。 薬事関係法規1 薬事関係法規2

10）健康被害救済制度について説明できる。 薬事関係法規1

卒業研究1(薬学科)

医療・薬剤師倫理

薬事関係法規1

薬事関係法規2

薬事関係法規2

薬事関係法規2
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

11）レギュラトリーサイエンスの必要性と意義について説明できる。
薬事関係法規1

医薬品の開発と規制
医療・薬剤師倫理

【③特別な管理を要する薬物等に係る法規範】

１）麻薬、向精神薬、覚醒剤原料等の取扱いに係る規定について説明できる。

２）覚醒剤、大麻、あへん、指定薬物等の乱用防止規制について概説できる。

３）毒物劇物の取扱いに係る規定について概説できる。

（３）社会保障制度と医療経済

【①医療、福祉、介護の制度】

１）日本の社会保障制度の枠組みと特徴について説明できる。

２）医療保険制度について説明できる。

３）療養担当規則について説明できる。

４）公費負担医療制度について概説できる。

５）介護保険制度について概説できる。

６）薬価基準制度について概説できる。

７）調剤報酬、診療報酬及び介護報酬の仕組みについて概説できる。

【②医薬品と医療の経済性】

１）医薬品の市場の特徴と流通の仕組みについて概説できる。

２）国民医療費の動向について概説できる。

３）後発医薬品とその役割について説明できる。

４）薬物療法の経済評価手法について概説できる。
社会保障制度と医療

医薬品情報学2

（４）地域における薬局と薬剤師

【①地域における薬局の役割】

１）地域における薬局の機能と業務について説明できる。

２）医薬分業の意義と動向を説明できる。

３）かかりつけ薬局・薬剤師による薬学的管理の意義について説明できる。

４）セルフメディケーションにおける薬局の役割について説明できる。

５）災害時の薬局の役割について説明できる。

６）医療費の適正化に薬局が果たす役割について説明できる。

【②地域における保健、医療、福祉の連携体制と薬剤師】

１）地域包括ケアの理念について説明できる。 地域における薬局と薬剤師 老年薬学

２）在宅医療及び居宅介護における薬局と薬剤師の役割について説明できる。
老年薬学

実務実習事前学習5

３）学校薬剤師の役割について説明できる。 地域における薬局と薬剤師 薬事関係法規2

薬事関係法規2

地域における薬局と薬剤師

社会保障制度と医療

社会保障制度と医療

7



１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

４）地域の保健、医療、福祉において利用可能な社会資源について概説できる。 老年薬学

５）地域から求められる医療提供施設、福祉施設及び行政との連携について討議する。（知識・態度）
老年薬学

実務実習事前学習5

Ｃ 薬学基礎

C1 物質の物理的性質

（１）物質の構造

【①化学結合】

１）化学結合の様式について説明できる。

２）分子軌道の基本概念および軌道の混成について説明できる。 有機化学4

３）共役や共鳴の概念を説明できる。

【②分子間相互作用】

１）ファンデルワールス力について説明できる。

２）静電相互作用について例を挙げて説明できる。

３）双極子間相互作用について例を挙げて説明できる。

４）分散力について例を挙げて説明できる。

５）水素結合について例を挙げて説明できる。

６）電荷移動相互作用について例を挙げて説明できる。

７）疎水性相互作用について例を挙げて説明できる。

【③原子・分子の挙動】

１）電磁波の性質および物質との相互作用を説明できる。

２）分子の振動、回転、電子遷移について説明できる。

３）電子や核のスピンとその磁気共鳴について説明できる。

４）光の屈折、偏光、および旋光性について説明できる。 分析化学 日本薬局方

５）光の散乱および干渉について説明できる。 分析化学

６）結晶構造と回折現象について概説できる。 分析化学 有機化学３

【④放射線と放射能】

１）原子の構造と放射壊変について説明できる。

２）電離放射線の種類を列挙し、それらの性質および物質との相互作用について説明できる。

３）代表的な放射性核種の物理的性質について説明できる。

４）核反応および放射平衡について説明できる。

５）放射線測定の原理と利用について概説できる。

地域における薬局と薬剤師

分析化学

物理分析学

分析化学
有機化学３

物理化学3
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

（２）物質のエネルギーと平衡

【①気体の微視的状態と巨視的状態】

１）ファンデルワールスの状態方程式について説明できる。

２）気体の分子運動とエネルギーの関係について説明できる。

３）エネルギーの量子化とボルツマン分布について説明できる。

【②エネルギー】

１）熱力学における系、外界、境界について説明できる。

２）熱力学第一法則を説明できる。

３）状態関数と経路関数の違いを説明できる。

４）定圧過程、定容過程、等温過程、断熱過程を説明できる。

５）定容熱容量および定圧熱容量について説明できる。

６）エンタルピーについて説明できる。

７）化学変化に伴うエンタルピー変化について説明できる。

【③自発的な変化】

１）エントロピーについて説明できる。

２）熱力学第二法則について説明できる。

３）熱力学第三法則について説明できる。

４）ギブズエネルギーについて説明できる。

５）熱力学関数を使い、自発的な変化の方向と程度を予測できる。

【④化学平衡の原理】

１）ギブズエネルギーと化学ポテンシャルの関係を説明できる。 物理化学1

２）ギブズエネルギーと平衡定数の関係を説明できる。

３）平衡定数に及ぼす圧力および温度の影響について説明できる。

４）共役反応の原理について説明できる。

【⑤相平衡】

１）相変化に伴う熱の移動について説明できる。

２）相平衡と相律について説明できる。

３）状態図について説明できる。

【⑥溶液の性質】

１）希薄溶液の束一的性質について説明できる。

２）活量と活量係数について説明できる。

３）電解質溶液の電気伝導率およびモル伝導率の濃度による変化を説明できる。

  ４）イオン強度について説明できる。

物理化学1 物理化学2

物理化学1 物理化学2

物理化学1

物理化学3

物理化学2

物理化学2

物理化学2
物理化学3
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

【⑦電気化学】

１）起電力とギブズエネルギーの関係について説明できる。

２）電極電位（酸化還元電位）について説明できる。

（３）物質の変化

【①反応速度】

１）反応次数と速度定数について説明できる。

２）微分型速度式を積分型速度式に変換できる。（知識・技能）

３）代表的な反応次数の決定法を列挙し、説明できる。

４）代表的な(擬)一次反応の反応速度を測定し、速度定数を求めることができる。（技能）

５）代表的な複合反応（可逆反応、平行反応、連続反応など）の特徴について説明できる。

６）反応速度と温度との関係を説明できる。

７）代表的な触媒反応（酸・塩基触媒反応、酵素反応など）について説明できる。

C2 化学物質の分析

（１）分析の基礎

【①分析の基本】

１）分析に用いる器具を正しく使用できる。（知識・技能）

  ２）測定値を適切に取り扱うことができる。（知識・技能）

３）分析法のバリデーションについて説明できる。
分析化学

実験法概論

（２）溶液中の化学平衡

【①酸・塩基平衡】

１）酸・塩基平衡の概念について説明できる。
薬学基礎実習

分析化学

２）pH および解離定数について説明できる。（知識・技能）

３）溶液の pH を測定できる。（技能）

４）緩衝作用や緩衝液について説明できる。

【②各種の化学平衡】

１）錯体・キレート生成平衡について説明できる。
薬学基礎実習

分析化学
実験法概論

２）沈殿平衡について説明できる。

３）酸化還元平衡について説明できる。

４）分配平衡について説明できる。

物理化学3

物理化学3

物理化学3

薬学基礎実習
実験法概論

薬学基礎実習
実験法概論

薬学基礎実習
分析化学

実験法概論

薬学基礎実習
分析化学

実験法概論

分析化学
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

（３）化学物質の定性分析・定量分析

【①定性分析】

  １）代表的な無機イオンの定性反応を説明できる。

２）日本薬局方収載の代表的な医薬品の確認試験を列挙し、その内容を説明できる。

【②定量分析（容量分析・重量分析）】

１）中和滴定（非水滴定を含む）の原理、操作法および応用例を説明できる。

２）キレート滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。

３）沈殿滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。
分析化学
物理化学1

４）酸化還元滴定の原理、操作法および応用例を説明できる。
実験法概論
分析化学
物理化学1

５）日本薬局方収載の代表的な医薬品の容量分析を実施できる。（知識・技能）
薬学基礎実習
実験法概論

６）日本薬局方収載の代表的な純度試験を列挙し、その内容を説明できる。 物理化学1

  ７）日本薬局方収載の重量分析法の原理および操作法を説明できる。 物理化学1

（４）機器を用いる分析法

【①分光分析法】

１）紫外可視吸光度測定法の原理および応用例を説明できる。
薬学基礎実習
実験法概論
物理化学1

２）蛍光光度法の原理および応用例を説明できる。

３）赤外吸収（IR）スペクトル測定法の原理および応用例を説明できる。
医薬品化学実習

有機化学３

４）原子吸光光度法、誘導結合プラズマ（ICP）発光分光分析法および ICP 質量分析法の原理および応用例を
説明できる。

５）旋光度測定法（旋光分散）の原理および応用例を説明できる。
医薬品化学実習

有機化学３

６）分光分析法を用いて、日本薬局方収載の代表的な医薬品の分析を実施できる。（技能）
薬学基礎実習
実験法概論

【②核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法】

１）核磁気共鳴（NMR）スペクトル測定法の原理および応用例を説明できる。 物理化学1
医薬品化学実習

有機化学３

【③質量分析法】

  １）質量分析法の原理および応用例を説明できる。
医薬品化学実習

有機化学３

【④Ｘ線分析法】

  １）Ｘ線結晶解析の原理および応用例を概説できる。
有機化学３
物理分析学

２）粉末Ｘ線回折測定法の原理と利用法について概説できる。

物理化学1 日本薬局方

薬学基礎実習
実験法概論
分析化学
物理化学1

日本薬局方

物理化学1

日本薬局方

物理化学1
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

【⑤熱分析】

１）熱重量測定法の原理を説明できる。

２）示差熱分析法および示差走査熱量測定法について説明できる。

（５）分離分析法

【①クロマトグラフィー】

１）クロマトグラフィーの分離機構を説明できる。

２）薄層クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。 医薬品化学実習

３）液体クロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。

４）ガスクロマトグラフィーの特徴と代表的な検出法を説明できる。

５）クロマトグラフィーを用いて試料を定性・定量できる。（知識・技能）
薬学基礎実習
実験法概論

【②電気泳動法】

１）電気泳動法の原理および応用例を説明できる。 物理分析学

（６）臨床現場で用いる分析技術

【①分析の準備】

１）分析目的に即した試料の前処理法を説明できる。

２）臨床分析における精度管理および標準物質の意義を説明できる。

【②分析技術】

１）臨床分析で用いられる代表的な分析法を列挙できる。

２）免疫化学的測定法の原理を説明できる。

３）酵素を用いた代表的な分析法の原理を説明できる。

４）代表的なドライケミストリーについて概説できる。

５）代表的な画像診断技術（X線検査、MRI、超音波、内視鏡検査、核医学検査など）について概説できる。

C3  化学物質の性質と反応

（１）化学物質の基本的性質

【①基本事項】

１）代表的な化合物を IUPAC 規則に基づいて命名することができる。 有機化学実習

２）薬学領域で用いられる代表的な化合物を慣用名で記述できる。
有機化学実習
有機化学４

  ３）基本的な化合物を、ルイス構造式で書くことができる。

  ４）有機化合物の性質と共鳴の関係について説明できる。

５）ルイス酸・塩基、ブレンステッド酸・塩基を定義することができる。

  ６）基本的な有機反応（置換、付加、脱離）の特徴を理解し、分類できる。

  ７）炭素原子を含む反応中間体（カルボカチオン、カルボアニオン、ラジカル）の構造と性質を
説明できる。

有機化学1
有機化学2

分析化学
薬学基礎実習
実験法概論

分析化学

物理化学1

物理分析学

物理分析学

有機化学1
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

８）反応の過程を、エネルギー図を用いて説明できる。
有機化学1
有機化学2

  ９）基本的な有機反応機構を、電子の動きを示す矢印を用いて表すことができる。(技能) 有機化学1
有機化学４

医薬品化学実習

【②有機化合物の立体構造】

１）構造異性体と立体異性体の違いについて説明できる。

  ２）キラリティーと光学活性の関係を概説できる。

  ３）エナンチオマーとジアステレオマーについて説明できる。

  ４）ラセミ体とメソ体について説明できる。

５）絶対配置の表示法を説明し、キラル化合物の構造を書くことができる。(知識、技能)

  ６）炭素―炭素二重結合の立体異性（cis, trans ならびに E,Z 異性）について説明できる。

  ７）フィッシャー投影式とニューマン投影式を用いて有機化合物の構造を書くことができる。(技能)

８）エタン、ブタンの立体配座とその安定性について説明できる。

（２）有機化合物の基本骨格の構造と反応

【①アルカン】

１）アルカンの基本的な性質について説明できる。

  ２）アルカンの構造異性体を図示することができる。(技能)

  ３）シクロアルカンの環のひずみを決定する要因について説明できる。

  ４）シクロヘキサンのいす形配座における水素の結合方向（アキシアル、エクアトリアル）を図示
できる。(技能)

５）置換シクロヘキサンの安定な立体配座を決定する要因について説明できる。

【②アルケン・アルキン】

１）アルケンへの代表的な付加反応を列挙し、その特徴を説明できる。

  ２）アルケンの代表的な酸化、還元反応を列挙し、その特徴を説明できる。

  ３）アルキンの代表的な反応を列挙し、その特徴を説明できる。

【③芳香族化合物】

  １）代表的な芳香族炭化水素化合物の性質と反応性を説明できる。

  ２）芳香族性の概念を説明できる。

  ３）芳香族炭化水素化合物の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

  ４）代表的な芳香族複素環化合物の性質を芳香族性と関連づけて説明できる。 有機化学1

５）代表的な芳香族複素環の求電子置換反応の反応性、配向性、置換基の効果について説明できる。

（３）官能基の性質と反応

【①概説】

１）代表的な官能基を列挙し、性質を説明できる。 有機化学1

  ２）官能基の性質を利用した分離精製を実施できる。（技能）
有機化学実習

医薬品化学実習

有機化学1

有機化学1

有機化学2

有機化学1

有機化学4

日本薬局方
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

【②有機ハロゲン化合物】

１）有機ハロゲン化合物の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。 有機化学1

  ２）求核置換反応の特徴について説明できる。 有機化学実習

３）脱離反応の特徴について説明できる。

【③アルコール･フェノール･エーテル】

１）アルコール、フェノール類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。
有機化学４

有機化学実習

  ２）エーテル類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。

【④アルデヒド・ケトン・カルボン酸・カルボン酸誘導体】

１）アルデヒド類およびケトン類の基本的な性質と反応を列挙し、説明できる。
有機化学実習
有機化学４

  ２）カルボン酸の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。 有機化学実習

３）カルボン酸誘導体（酸ハロゲン化物、酸無水物、エステル、アミド）の基本的性質と反応を
列挙し、説明できる。

有機化学2
有機化学4

有機化学実習

【⑤アミン】

１）アミン類の基本的性質と反応を列挙し、説明できる。
有機化学1
有機化学2

有機化学4
有機化学実習

【⑥電子効果】

１）官能基が及ぼす電子効果について概説できる。 有機化学2 有機化学４

【⑦酸性度・塩基性度】

１）アルコール、フェノール、カルボン酸、炭素酸などの酸性度を比較して説明できる。

  ２）含窒素化合物の塩基性度を比較して説明できる。

（４）化学物質の構造決定

【①核磁気共鳴（NMR）】

１）1H および 13C NMR スペクトルより得られる情報を概説できる。

２）有機化合物中の代表的プロトンについて、おおよその化学シフト値を示すことができる。

３）1H NMR の積分値の意味を説明できる。

４）1H NMR シグナルが近接プロトンにより分裂（カップリング）する基本的な分裂様式を説明できる。

５）代表的な化合物の部分構造を 1H NMR から決定できる。(技能)

【②赤外吸収（IR）】

１）IR スペクトルより得られる情報を概説できる。

２）IR スペクトル上の基本的な官能基の特性吸収を列挙し、帰属することができる。（知識・技能）

【③質量分析】

１）マススペクトルより得られる情報を概説できる。

２）測定化合物に適したイオン化法を選択できる。（技能）

３）ピークの種類（基準ピーク、分子イオンピーク、同位体ピーク、フラグメントピーク）を説明できる。

４）代表的な化合物のマススペクトルを解析できる。（技能）

有機化学1
有機化学2

有機化学1

有機化学2

医薬品化学実習
有機化学3

医薬品化学実習
有機化学3

有機化学1

医薬品化学実習
有機化学3
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

【④総合演習】

１）代表的な機器分析法を用いて、代表的な化合物の構造決定ができる。（技能） 医薬品化学実習

（５）無機化合物・錯体の構造と性質

【①無機化合物・錯体】

１）代表的な典型元素と遷移元素を列挙できる。

２）代表的な無機酸化物、オキソ化合物の名称、構造、性質を列挙できる。

３）活性酸素と窒素酸化物の名称、構造、性質を列挙できる。

４）代表的な錯体の名称、構造、基本的な性質を説明できる。

５）医薬品として用いられる代表的な無機化合物、および錯体を列挙できる。

C4  生体分子・医薬品の化学による理解

（１）医薬品の標的となる生体分子の構造と化学的な性質

【①医薬品の標的となる生体高分子の化学構造】

１）代表的な生体高分子を構成する小分子（アミノ酸、糖、脂質、ヌクレオチドなど）の構造に
基づく化学的性質を説明できる。

生物有機化学
-生体分子の化学構造-

生物有機化学
-生体分子の化学反応-

２）医薬品の標的となる生体高分子（タンパク質、核酸など）の立体構造とそれを規定する化学
結合、相互作用について説明できる。

生物有機化学
-生体分子の化学反応-

【②生体内で機能する小分子】

１）細胞膜受容体および細胞内（核内）受容体の代表的な内因性リガンドの構造と性質について
概説できる。

２）代表的な補酵素が酵素反応で果たす役割について、有機反応機構の観点から説明できる。

３）活性酸素、一酸化窒素の構造に基づく生体内反応を化学的に説明できる。

４）生体内に存在する代表的な金属イオンおよび錯体の機能を化学的に説明できる。
生物有機化学

-生体分子の化学構造-

（２）生体反応の化学による理解

【①生体内で機能するリン、硫黄化合物】

１）リン化合物（リン酸誘導体など）および硫黄化合物（チオール、ジスルフィド、チオエステル
など）の構造と化学的性質を説明できる。

２）リン化合物（リン酸誘導体など）および硫黄化合物（チオール、ジスルフィド、チオエステル
など）の生体内での機能を化学的性質に基づき説明できる。

【②酵素阻害剤と作用様式】

１）不可逆的酵素阻害薬の作用を酵素の反応機構に基づいて説明できる。

２）基質アナログが競合阻害薬となることを酵素の反応機構に基づいて説明できる。

３）遷移状態アナログが競合阻害薬となることを酵素の反応機構に基づいて説明できる。

生物有機化学
-生体分子の化学構造-

生物有機化学
-生体分子の化学反応-

生物有機化学
-生体分子の化学構造-

医薬品化学1
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

【③受容体のアゴニストおよびアンタゴニスト】

１）代表的な受容体のアゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）
との相違点について、内因性リガンドの構造と比較して説明できる。

２）低分子内因性リガンド誘導体が医薬品として用いられている理由を説明できる。

【④生体内で起こる有機反応】

１）代表的な生体分子（脂肪酸、コレステロールなど）の代謝反応を有機化学の観点から説明できる。

２）異物代謝の反応（発がん性物質の代謝的活性化など）を有機化学の観点から説明できる。

（３）医薬品の化学構造と性質、作用

【①医薬品と生体分子の相互作用】

１）医薬品と生体分子との相互作用を化学的な観点（結合親和性と自由エネルギー変化、電子効果、
立体効果など）から説明できる。

医薬品化学1

【②医薬品の化学構造に基づく性質】

１）医薬品の構造からその物理化学的性質（酸性、塩基性、疎水性、親水性など）を説明できる。

２）プロドラッグなどの薬物動態を考慮した医薬品の化学構造について説明できる。

【③医薬品のコンポーネント】

１）代表的な医薬品のファーマコフォアについて概説できる。

２）バイオアイソスター（生物学的等価体）について、代表的な例を挙げて概説できる。

３）医薬品に含まれる代表的な複素環を構造に基づいて分類し、医薬品コンポーネントとしての性質
を説明できる。

【④酵素に作用する医薬品の構造と性質】

１）ヌクレオシドおよび核酸塩基アナログを有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質に
ついて説明できる。

２）フェニル酢酸、フェニルプロピオン酸構造などをもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく
性質について説明できる。

３）スルホンアミド構造をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

４）キノロン骨格をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

５）β-ラクタム構造をもつ代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

６）ペプチドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

【⑤受容体に作用する医薬品の構造と性質】

１）カテコールアミン骨格を有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

２）アセチルコリンアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

３）ステロイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

４）ベンゾジアゼピン骨格およびバルビタール骨格を有する代表的医薬品を列挙し、化学構造に
基づく性質について説明できる。

５）オピオイドアナログの代表的医薬品を列挙し、化学構造に基づく性質について説明できる。

医薬品化学2

生物有機化学
-生体分子の化学反応-

医薬品化学2

医薬品化学1

医薬品化学1

生物有機化学
-生体分子の化学反応-

16



１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

【⑥DNA に作用する医薬品の構造と性質】

１）DNAと結合する医薬品（アルキル化剤、シスプラチン類）を列挙し、それらの化学構造と反応機構を
説明できる。

２）DNAにインターカレートする医薬品を列挙し、それらの構造上の特徴を説明できる。

３）DNA鎖を切断する医薬品を列挙し、それらの構造上の特徴を説明できる。

【⑦イオンチャネルに作用する医薬品の構造と性質】

１）イオンチャネルに作用する医薬品の代表的な基本構造（ジヒドロピリジンなど）の特徴を説明できる。 医薬品化学2

C5  自然が生み出す薬物

（１）薬になる動植鉱物

【①薬用植物】

１）代表的な薬用植物の学名、薬用部位、薬効などを挙げることができる。 天然物化学，生薬学１

２）代表的な薬用植物を外部形態から説明し、区別できる。（知識、技能） 生薬学２

３）植物の主な内部形態について説明できる。 生薬学実習，生薬学１

４）法律によって取り扱いが規制されている植物（ケシ、アサ）の特徴を説明できる。 天然物化学

【②生薬の基原】

１）日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類由来）を列挙し、その基原、薬用部位を
説明できる。

天然物化学，生薬学１

【③生薬の用途】

１）日本薬局方収載の代表的な生薬（植物、動物、藻類、菌類、鉱物由来）の薬効、成分、用途などを
説明できる。

天然物化学，生薬学１

２）副作用や使用上の注意が必要な代表的な生薬を列挙し、説明できる。 天然物化学，生薬学１

【④生薬の同定と品質評価】

  １）生薬の同定と品質評価法について概説できる。 生薬学２

２）日本薬局方の生薬総則および生薬試験法について説明できる。 日本薬局方

３）代表的な生薬を鑑別できる。（技能）

４）代表的な生薬の確認試験を説明できる。

５）代表的な生薬の純度試験を説明できる。

（２）薬の宝庫としての天然物

【①生薬由来の生物活性物質の構造と作用】

  １）生薬由来の代表的な生物活性物質を化学構造に基づいて分類し、それらの生合成経路を概説できる。 天然物化学

２）脂質や糖質に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

３）芳香族化合物に分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

４）テルペノイド、ステロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を
説明できる。

５）アルカロイドに分類される生薬由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

医薬品化学２

生薬学実習

生薬学１

天然物化学
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

【②微生物由来の生物活性物質の構造と作用】

１）微生物由来の生物活性物質を化学構造に基づいて分類できる。

  ２）微生物由来の代表的な生物活性物質を列挙し、その作用を説明できる。

【③天然生物活性物質の取扱い】

１）天然生物活性物質の代表的な抽出法、分離精製法を概説し、実施できる。（知識、技能） 生薬学実習

【④天然生物活性物質の利用】

１）医薬品として使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。 天然物化学，生薬学１

２）天然生物活性物質を基に化学修飾等により開発された代表的な医薬品を列挙し、その用途、リード
化合物を説明できる。

３）農薬や香粧品などとして使われている代表的な天然生物活性物質を列挙し、その用途を説明できる。

C6  生命現象の基礎

（１）細胞の構造と機能

【①細胞膜】

１）細胞膜を構成する代表的な生体成分を列挙し、その機能を分子レベルで説明できる。

２）エンドサイトーシスとエキソサイトーシスについて説明できる。

【②細胞小器官】

１）細胞小器官（核、ミトコンドリア、小胞体、リソソーム、ゴルジ体、ペルオキシソームなど）や
リボソームの構造と機能を説明できる。

細胞の機能と構成分子

【③細胞骨格】

１）細胞骨格の構造と機能を説明できる。 細胞の機能と構成分子

（２）生命現象を担う分子

【①脂質】

１）代表的な脂質の種類、構造、性質、役割を説明できる。 細胞の機能と構成分子

生物有機化学
-生体分子の化学構造-

生物有機化学
-生体分子の化学反応-

【②糖質】

１）代表的な単糖、二糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。

生物有機化学
-生体分子の化学構造-

生物有機化学
-生体分子の化学反応-

２）代表的な多糖の種類、構造、性質、役割を説明できる。
物理分析学

生物有機化学
-生体分子の化学反応-

【③アミノ酸】

１）アミノ酸を列挙し、その構造に基づいて性質を説明できる。 細胞の機能と構成分子

生物有機化学
-生体分子の化学構造-

生物有機化学
-生体分子の化学反応-

細胞の機能と構成分子

細胞の機能と構成分子

生薬学２

生薬学２
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

【④タンパク質】

１）タンパク質の構造（一次、二次、三次、四次構造）と性質を説明できる。 細胞の機能と構成分子
生物有機化学

-生体分子の化学反応-

【⑤ヌクレオチドと核酸】

１）ヌクレオチドと核酸（DNA、RNA）の種類、構造、性質を説明できる。
実験法概論

細胞の機能と構成分子
生物有機化学

-生体分子の化学反応-

【⑥ビタミン】

１）代表的なビタミンの種類、構造、性質、役割を説明できる。 栄養と健康

【⑦微量元素】

１）代表的な必須微量元素の種類、役割を説明できる。 栄養と健康

【⑧生体分子の定性、定量】

１）脂質、糖質、アミノ酸、タンパク質、もしくは核酸の定性または定量試験を実施できる。（技能） 生化学実習

（３）生命活動を担うタンパク質

【①タンパク質の構造と機能】

１）多彩な機能をもつタンパク質（酵素、受容体、シグナル分子、膜輸送体、運搬・輸送タンパク質、
貯蔵タンパク質、構造タンパク質、接着タンパク質、防御タンパク質、調節タンパク質）を列挙し
概説できる。

細胞の機能と構成分子

【②タンパク質の成熟と分解】

１）タンパク質の翻訳後の成熟過程（細胞小器官間の輸送や翻訳後修飾）について説明できる。

２）タンパク質の細胞内での分解について説明できる。

【③酵素】

  １）酵素反応の特性と反応速度論を説明できる。 物理分析学

２）酵素反応における補酵素、微量金属の役割を説明できる。

３）代表的な酵素活性調節機構を説明できる。

  ４）酵素反応速度を測定し、解析できる。(技能) 生化学実習

【④酵素以外のタンパク質】

１）膜輸送体の種類、構造、機能を説明できる。

２）血漿リポタンパク質の種類、構造、機能を説明できる。

（４）生命情報を担う遺伝子

【①概論】

１）遺伝情報の保存と発現の流れを説明できる。 実験法概論

２）DNA、遺伝子、染色体、ゲノムとは何かを説明できる。
薬学基礎実習
実験法概論

細胞の機能と構成分子

細胞の機能と構成分子

細胞の機能と構成分子

生化学1
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

【②遺伝情報を担う分子】

  １）染色体の構造（ヌクレオソーム、クロマチン、セントロメア、テロメアなど）を説明できる。

２）遺伝子の構造（プロモーター、エンハンサー、エキソン、イントロンなど）を説明できる。

３）RNA の種類(hnRNA、mRNA、rRNA、tRNA など)と機能について説明できる。

【③遺伝子の複製】

１）DNA の複製の過程について説明できる。 生化学1

【④転写・翻訳の過程と調節】

１）DNA から RNA への転写の過程について説明できる。

２）エピジェネティックな転写制御について説明できる。

３）転写因子による転写制御について説明できる。

４）RNA のプロセシング（キャップ構造、スプライシング、snRNP、ポリA鎖など）について説明できる。

５）RNA からタンパク質への翻訳の過程について説明できる。

【⑤遺伝子の変異・修復】

１）DNA の変異と修復について説明できる。 生化学1

【⑥組換え DNA】

１）遺伝子工学技術（遺伝子クローニング、cDNA クローニング、PCR、組換えタンパク質発現法など）
を概説できる。

バイオ医薬品とゲノム情報

２）遺伝子改変生物（遺伝子導入•欠損動物、クローン動物、遺伝子組換え植物）について概説できる。

（５）生体エネルギーと生命活動を支える代謝系

【① 概論】

１）エネルギー代謝の概要を説明できる。 代謝生化学

【②ATP の産生と糖質代謝】

１）解糖系及び乳酸の生成について説明できる。

２）クエン酸回路(TCA サイクル)について説明できる。

３）電子伝達系（酸化的リン酸化）と ATP 合成酵素について説明できる。

４）グリコーゲンの代謝について説明できる。

５）糖新生について説明できる。

【③脂質代謝】

１）脂肪酸の生合成とβ酸化について説明できる。

２）コレステロールの生合成と代謝について説明できる。

【④飢餓状態と飽食状態】

１）飢餓状態のエネルギー代謝（ケトン体の利用など）について説明できる。

２）余剰のエネルギーを蓄えるしくみを説明できる。

生化学1

生化学1

生化学1

代謝生化学

代謝生化学

代謝生化学
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

【⑤その他の代謝系】

１）アミノ酸分子中の炭素および窒素の代謝（尿素回路など）について説明できる。

２）ヌクレオチドの生合成と分解について説明できる。

３）ペントースリン酸回路について説明できる。

（６）細胞間コミュニケーションと細胞内情報伝達

【① 概論】

１）細胞間コミュニケーションにおける情報伝達様式を説明できる。 生化学2

【②細胞内情報伝達】

１）細胞膜チャネル内蔵型受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。

２）細胞膜受容体から G タンパク系を介する細胞内情報伝達について説明できる。

３）細胞膜受容体タンパク質などのリン酸化を介する細胞内情報伝達について説明できる。

４）細胞内情報伝達におけるセカンドメッセンジャーについて説明できる。

５）細胞内（核内）受容体を介する細胞内情報伝達について説明できる。

【③細胞間コミュニケーション】

１）細胞間の接着構造、主な細胞接着分子の種類と特徴を説明できる。

２）主な細胞外マトリックス分子の種類と特徴を説明できる。

（７）細胞の分裂と死

【①細胞分裂】

１）細胞周期とその制御機構について説明できる。

２）体細胞と生殖細胞の細胞分裂について説明できる。

【②細胞死】

１）細胞死（アポトーシスとネクローシス）について説明できる。 生化学2

【③がん細胞】

１）正常細胞とがん細胞の違いについて説明できる。

２）がん遺伝子とがん抑制遺伝子について概説できる。

C7  人体の成り立ちと生体機能の調節

（１）人体の成り立ち

【①遺伝】

１）遺伝子と遺伝のしくみについて概説できる。

２）遺伝子多型について概説できる。

３）代表的な遺伝疾患を概説できる。

【②発生】

１）個体発生について概説できる。

２）細胞の分化における幹細胞、前駆細胞の役割について概説できる。

代謝生化学

生化学2

生化学2

生化学1

生化学2

生化学2

生化学2
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

【③器官系概論】

１）人体を構成する器官、器官系の名称、形態、体内での位置および機能を説明できる。

２）組織、器官を構成する代表的な細胞の種類（上皮、内皮、間葉系など）を列挙し、形態的および
機能的特徴を説明できる。

３）実験動物・人体模型・シミュレーターなどを用いて各種臓器の名称と位置を確認できる。（技能）

４）代表的な器官の組織や細胞を顕微鏡で観察できる。（技能）

【④神経系】

１）中枢神経系について概説できる。

２）末梢（体性・自律）神経系について概説できる。

【⑤骨格系・筋肉系】

１）骨、筋肉について概説できる。

２）代表的な骨格筋および関節の名称を挙げ、位置を示すことができる。

【⑥皮膚】

１）皮膚について概説できる。 機能生理学1

【⑦循環器系】

１）心臓について概説できる。

２）血管系について概説できる。

３）リンパ管系について概説できる。

【⑧呼吸器系】

１）肺、気管支について概説できる。 機能生理学2

【⑨消化器系】

１）胃、小腸、大腸などの消化管について概説できる。

２）肝臓、膵臓、胆囊について概説できる。

【⑩泌尿器系】

１）泌尿器系について概説できる。 機能生理学1

【⑪生殖器系】

１）生殖器系について概説できる。 薬理学３

【⑫内分泌系】

１）内分泌系について概説できる。 機能生理学2

【⑬感覚器系】

１）感覚器系について概説できる。 機能生理学1

【⑭血液・造血器系】

１）血液・造血器系について概説できる。 機能生理学2

機能生理学1

機能生理学2

機能生理学1
実験法概論

薬学基礎実習
実験法概論

機能生理学1

機能生理学1
薬学基礎実習
実験法概論
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

(２) 生体機能の調節

【①神経による調節機構】

１）神経細胞の興奮と伝導、シナプス伝達の調節機構について説明できる。

２）代表的な神経伝達物質を挙げ、生理活性および作用機構について概説できる。

  ３）神経系、感覚器を介するホメオスタシスの調節機構の代表例を列挙し、概説できる。 機能生理学2

４）神経による筋収縮の調節機構について説明できる。

【②ホルモン・内分泌系による調節機構】

１）代表的なホルモンを挙げ、その産生器官、生理活性および作用機構について概説できる。
生化学2

機能生理学2

【③オータコイドによる調節機構】

１）代表的なオータコイドを挙げ、生理活性および作用機構について概説できる。
生化学2

機能生理学2

【④サイトカイン・増殖因子による調節機構】

１）代表的なサイトカイン、増殖因子を挙げ、生理活性および作用機構について概説できる。 生化学2

【⑤血圧の調節機構】

１）血圧の調節機構について概説できる。 機能生理学1

【⑥血糖の調節機構】

１）血糖の調節機構について概説できる。
代謝生化学
機能生理学2

【⑦体液の調節】

１）体液の調節機構について概説できる。

２）尿の生成機構、尿量の調節機構について概説できる。

【⑧体温の調節】

１）体温の調節機構について概説できる。 機能生理学2

【⑨血液凝固・線溶系】

１）血液凝固・線溶系の機構について概説できる。 機能生理学2

【⑩性周期の調節】

１）性周期の調節機構について概説できる。 機能生理学2

C8  生体防御と微生物

（１）身体をまもる

【① 生体防御反応】

１）異物の侵入に対する物理的、生理的、化学的バリアー、および補体の役割について説明できる。

２）免疫反応の特徴（自己と非自己の識別、特異性、多様性、クローン性、記憶、寛容）を説明できる。

３）自然免疫と獲得免疫、および両者の関係を説明できる。

４）体液性免疫と細胞性免疫について説明できる。

機能生理学1

免疫学1

機能生理学2
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該 当 科 目

【②免疫を担当する組織・細胞】

１）免疫に関与する組織を列挙し、その役割を説明できる。

２）免疫担当細胞の種類と役割を説明できる。

３）免疫反応における主な細胞間ネットワークについて説明できる。

【③分子レベルで見た免疫のしくみ】

１）自然免疫および獲得免疫における異物の認識を比較して説明できる。

２）MHC 抗原の構造と機能および抗原提示での役割について説明できる。

３）T 細胞と B 細胞による抗原認識の多様性（遺伝子再構成）と活性化について説明できる。

４）抗体分子の基本構造、種類、役割を説明できる。

５）免疫系に関わる主なサイトカインを挙げ、その作用を概説できる。

（２）免疫系の制御とその破綻・免疫系の応用

【① 免疫応答の制御と破綻】

１）炎症の一般的症状、担当細胞および反応機構について説明できる。 免疫学2

  ２）アレルギーを分類し、担当細胞および反応機構について説明できる。 免疫学1

３）自己免疫疾患と免疫不全症候群について概説できる。

４）臓器移植と免疫反応の関わり（拒絶反応、免疫抑制剤など）について説明できる。

５）感染症と免疫応答との関わりについて説明できる。

６）腫瘍排除に関与する免疫反応について説明できる。

【② 免疫反応の利用】

１）ワクチンの原理と種類（生ワクチン、不活化ワクチン、トキソイド、混合ワクチンなど）について
説明できる。

２）モノクローナル抗体とポリクローナル抗体について説明できる。

３）血清療法と抗体医薬について概説できる。 バイオ医薬品とゲノム情報

４）抗原抗体反応を利用した検査方法（ELISA 法、ウエスタンブロット法など）を実施できる。(技能） 生化学実習

（３）微生物の基本

【① 総論】

１）原核生物、真核生物およびウイルスの特徴を説明できる。 微生物学

【② 細菌】

１）細菌の分類や性質（系統学的分類、グラム陽性菌と陰性菌、好気性菌と嫌気性菌など）を説明できる。

  ２）細菌の構造と増殖機構について説明できる。

３）細菌の異化作用（呼吸と発酵）および同化作用について説明できる。

４）細菌の遺伝子伝達（接合、形質導入、形質転換）について説明できる。

５）薬剤耐性菌および薬剤耐性化機構について概説できる。

６）代表的な細菌毒素について説明できる。

免疫学1

免疫学1

免疫学2

免疫学2

微生物学
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該 当 科 目

【③ ウイルス】

１）ウイルスの構造、分類、および増殖機構について説明できる。 微生物学

【④ 真菌・原虫・蠕虫】

１）真菌の性状を概説できる。

  ２）原虫および蠕虫の性状を概説できる。

【⑤ 消毒と滅菌】

１）滅菌、消毒および殺菌、静菌の概念を説明できる。

  ２）主な滅菌法および消毒法について説明できる。

【⑥ 検出方法】

１）グラム染色を実施できる。（技能）

  ２）無菌操作を実施できる。（技能）

  ３）代表的な細菌または真菌の分離培養、純培養を実施できる。（技能）

（４）病原体としての微生物

【①感染の成立と共生】

１）感染の成立（感染源、感染経路、侵入門戸など）と共生（腸内細菌など）について説明できる。 微生物学

２）日和見感染と院内感染について説明できる。
微生物学

公衆衛生と予防薬学

【②代表的な病原体】

１）DNA ウイルス（ヒトヘルペスウイルス、アデノウイルス、パピローマウイルス、B 型肝炎ウイルス
など）について概説できる。

２）RNA ウイルス（ノロウイルス、ロタウイルス、ポリオウイルス、コクサッキーウイルス、エコー
ウイルス、ライノウイルス、Ａ型肝炎ウイルス、C 型肝炎ウイルス、インフルエンザウイルス、
麻疹ウイルス、風疹ウイルス、日本脳炎ウイルス、狂犬病ウイルス、ムンプスウイルス、
HIV、HTLV など）について概説できる。

３）グラム陽性球菌（ブドウ球菌、レンサ球菌など）およびグラム陽性桿菌（破傷風菌、ガス壊疽菌、
ボツリヌス菌、ジフテリア菌、炭疽菌、セレウス菌、ディフィシル菌など）について概説できる。

４）グラム陰性球菌（淋菌、髄膜炎菌など）およびグラム陰性桿菌（大腸菌、赤痢菌、サルモネラ属菌、
チフス菌、エルシニア属菌、クレブシエラ属菌、コレラ菌、百日咳菌、腸炎ビブリオ、緑膿菌、
レジオネラ、インフルエンザ菌など）について概説できる。

５）グラム陰性らせん菌（ヘリコバクター・ピロリ、カンピロバクター・ジェジュニ／コリなど）および
スピロヘータについて概説できる。

６）抗酸菌（結核菌、らい菌など）について概説できる。

７）マイコプラズマ、リケッチア、クラミジアについて概説できる。

８）真菌（アスペルギルス、クリプトコックス、カンジダ、ムーコル、白癬菌など）について概説できる。

９）原虫（マラリア原虫、トキソプラズマ、腟トリコモナス、クリプトスポリジウム、赤痢アメーバ
など）、蠕虫（回虫、鞭虫、アニサキス、エキノコックスなど）について概説できる。

微生物学

微生物学実習 日本薬局方

微生物学実習

微生物学
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該 当 科 目

D 衛生薬学

D1 健康

（１）社会・集団と健康

【①健康と疾病の概念】

１）健康と疾病の概念の変遷と、その理由を説明できる。 公衆衛生と予防薬学

【②保健統計】

１）集団の健康と疾病の現状およびその影響要因を把握する上での人口統計の意義を概説できる。

２）人口統計および傷病統計に関する指標について説明できる。

  ３）人口動態（死因別死亡率など）の変遷について説明できる。

【③疫学】

１）疾病の予防における疫学の役割を説明できる。

２）疫学の三要因（病因、環境要因、宿主要因）について説明できる。

３）疫学の種類（記述疫学、分析疫学など）とその方法について説明できる。

４）リスク要因の評価として、オッズ比、相対危険度、寄与危険度および信頼区間について説明し、
計算できる。（知識・技能）

（２）疾病の予防

【①疾病の予防とは】

１）疾病の予防について、一次、二次、三次予防という言葉を用いて説明できる。

２）健康増進政策（健康日本２１など）について概説できる。

【②感染症とその予防】

１）現代における感染症（日和見感染、院内感染、新興感染症、再興感染症など）の特徴について
説明できる。

２）感染症法における、感染症とその分類について説明できる。

３）代表的な性感染症を列挙し、その予防対策について説明できる。

４）予防接種の意義と方法について説明できる。

【③生活習慣病とその予防】

１）生活習慣病の種類とその動向について説明できる。

２）生活習慣病の代表的なリスク要因を列挙し、その予防法について説明できる。

３）食生活や喫煙などの生活習慣と疾病の関わりについて討議する。（態度）

【④母子保健】

１）新生児マススクリーニングの意義について説明し、代表的な検査項目を列挙できる。

２）母子感染する代表的な疾患を列挙し、その予防対策について説明できる。

【⑤労働衛生】

１）代表的な労働災害、職業性疾病について説明できる。

２）労働衛生管理について説明できる。

公衆衛生と予防薬学

公衆衛生と予防薬学

公衆衛生と予防薬学

公衆衛生と予防薬学

公衆衛生と予防薬学

公衆衛生と予防薬学

公衆衛生と予防薬学
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該 当 科 目

（３）栄養と健康

【①栄養】

１）五大栄養素を列挙し、それぞれの役割について説明できる。

２）各栄養素の消化、吸収、代謝のプロセスを概説できる。

３）食品中の三大栄養素の栄養的な価値を説明できる。

４）五大栄養素以外の食品成分（食物繊維、抗酸化物質など）の機能について説明できる。

５）エネルギー代謝に関わる基礎代謝量、呼吸商、推定エネルギー必要量の意味を説明できる。

６）日本人の食事摂取基準について説明できる。

７）栄養素の過不足による主な疾病を列挙し、説明できる。

８）疾病治療における栄養の重要性を説明できる。

【②食品機能と食品衛生】

１）炭水化物・タンパク質が変質する機構について説明できる。 栄養と健康

２）油脂が変敗する機構を説明し、油脂の変質試験を実施できる。（知識・技能）
栄養と健康

衛生化学実習

３）食品の変質を防ぐ方法（保存法）を説明できる。

４）食品成分由来の発がん性物質を列挙し、その生成機構を説明できる。

５）代表的な食品添加物を用途別に列挙し、それらの働きを説明できる。

  ６）特別用途食品と保健機能食品について説明できる。

  ７）食品衛生に関する法的規制について説明できる。

【③食中毒と食品汚染】

１）代表的な細菌性・ウイルス性食中毒を列挙し、それらの原因となる微生物の性質、症状、原因食品
および予防方法について説明できる。

２）食中毒の原因となる代表的な自然毒を列挙し、その原因物質、作用機構、症状の特徴を説明できる。

３）化学物質（重金属、残留農薬など）やカビによる食品汚染の具体例を挙げ、ヒトの健康に及ぼす
影響を説明できる。

D2 環境

（１）化学物質・放射線の生体への影響

【①化学物質の毒性】

１）代表的な有害化学物質の吸収、分布、代謝、排泄の基本的なプロセスについて説明できる。

２）肝臓、腎臓、神経などに特異的に毒性を示す代表的な化学物質を列挙できる。

３）重金属、PCB、ダイオキシンなどの代表的な有害化学物質や農薬の急性毒性、慢性毒性の特徴に
ついて説明できる。

４）重金属や活性酸素による障害を防ぐための生体防御因子について具体例を挙げて説明できる。

５）薬物の乱用による健康への影響について説明し、討議する。（知識・態度） 衛生化学実習

６）代表的な中毒原因物質の解毒処置法を説明できる。

７）代表的な中毒原因物質（乱用薬物を含む）の試験法を列挙し、概説できる。

栄養と健康

栄養と健康

栄養と健康

化学物質の生体影響
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該 当 科 目

【②化学物質の安全性評価と適正使用】

１）個々の化学物質の使用目的に鑑み、適正使用とリスクコミュニケーションについて討議する。
（態度）

衛生化学実習

２）化学物質の毒性を評価するための主な試験法を列挙し、概説できる。

３）毒性試験の結果を評価するのに必要な量-反応関係、閾値、無毒性量（NOAEL）などについて
概説できる。

４）化学物質の安全摂取量（1日許容摂取量など）について説明できる。

５）有害化学物質による人体影響を防ぐための法的規制（化審法、化管法など）を説明できる。

【③化学物質による発がん】

１）発がん性物質などの代謝的活性化の機構を列挙し、その反応機構を説明できる。
生物有機化学

-生体分子の化学反応-

２）遺伝毒性試験（Ames試験など）の原理を説明できる。

３）発がんに至る過程（イニシエーション、プロモーションなど）について概説できる。

【④放射線の生体への影響】

１）電離放射線を列挙し、生体への影響を説明できる。

２）代表的な放射性核種（天然、人工）と生体との相互作用を説明できる。

３）電離放射線を防御する方法について概説できる。

４）非電離放射線（紫外線、赤外線など）を列挙し、生体への影響を説明できる。

（２）生活環境と健康

【①地球環境と生態系】

１）地球規模の環境問題の成因、人に与える影響について説明できる。

２）生態系の構成員を列挙し、その特徴と相互関係を説明できる。

３）化学物質の環境内動態（生物濃縮など）について例を挙げて説明できる。

４）地球環境の保全に関する国際的な取り組みについて説明できる。 衛生化学実習

５）人が生態系の一員であることをふまえて環境問題を討議する。（態度） 衛生化学実習

【②環境保全と法的規制】

１）典型七公害とその現状、および四大公害について説明できる。

２）環境基本法の理念を説明できる。

３）環境汚染（大気汚染、水質汚濁、土壌汚染など）を防止するための法規制について説明できる。

【③水環境】

１）原水の種類を挙げ、特徴を説明できる。

２）水の浄化法、塩素処理について説明できる。 衛生化学実習

３）水道水の水質基準の主な項目を列挙し、測定できる。（知識・技能） 衛生化学実習

４）下水処理および排水処理の主な方法について説明できる。

５）水質汚濁の主な指標を列挙し、測定できる。（知識・技能） 衛生化学実習

６）富栄養化の原因とそれによってもたらされる問題点を挙げ、対策を説明できる。

化学物質の生体影響

環境科学

化学物質の生体影響

環境科学

環境科学

環境科学
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該 当 科 目

【④大気環境】

１）主な大気汚染物質を列挙し、その推移と発生源、健康影響について説明できる。 環境科学

２）主な大気汚染物質を測定できる。（技能） 衛生化学実習

  ３）大気汚染に影響する気象要因（逆転層など）を概説できる。 環境科学

【⑤室内環境】

１）室内環境を評価するための代表的な指標を列挙し、測定できる。（知識・技能） 衛生化学実習

２）室内環境と健康との関係について説明できる。

【⑥廃棄物】

１）廃棄物の種類と処理方法を列挙できる。

２）廃棄物処理の問題点を列挙し、その対策を説明できる。

  ３）マニフェスト制度について説明できる。

E 医療薬学

E1 薬の作用と体の変化

（１）薬の作用

【①薬の作用】

１）薬の用量と作用の関係を説明できる。

２）アゴニスト（作用薬、作動薬、刺激薬）とアンタゴニスト（拮抗薬、遮断薬）について説明できる。

３）薬物が作用するしくみについて、受容体、酵素、イオンチャネルおよびトランスポーターを例に
挙げて説明できる。

４）代表的な受容体を列挙し、刺激あるいは遮断された場合の生理反応を説明できる。

５）薬物の作用発現に関連する代表的な細胞内情報伝達系を列挙し、活性化あるいは抑制された場合
の生理反応を説明できる。（C6(6)【②細胞内情報伝達】1.～ 5. 参照）

薬理学1

６）薬物の体内動態（吸収、分布、代謝、排泄）と薬効発現の関わりについて説明できる。
（E4（1）【②吸収】、【③分布】、【④代謝】、【⑤排泄】参照）

薬物動態学1

７）薬物の選択（禁忌を含む）、用法、用量の変更が必要となる要因（年齢、疾病、妊娠等）について
具体例を挙げて説明できる。

個別化医療

８）薬理作用に由来する代表的な薬物相互作用を列挙し、その機序を説明できる。
（E4（1）【②吸収】5.【④代謝】5.【⑤排泄】5.参照）

薬物動態学2

９）薬物依存性、耐性について具体例を挙げて説明できる。 薬理学1

【②動物実験】

１）動物実験における倫理について配慮できる。（態度）
薬学基礎実習
実験法概論

２）実験動物を適正に取り扱うことができる。（技能） 薬学基礎実習

３）実験動物での代表的な投与方法が実施できる。（技能）

【③日本薬局方】

１）日本薬局方収載の生物学的定量法の特徴を説明できる。 日本薬局方

環境科学

環境科学

薬理学1

薬理学実習
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該 当 科 目

（２）身体の病的変化を知る

【①症候】

１）以下の症候・病態について、生じる原因とそれらを伴う代表的疾患を挙げ、患者情報をもとに疾患を
推測できる。
ショック、高血圧、低血圧、発熱、けいれん、意識障害・失神、チアノーゼ、脱水、全身倦怠感、
肥満・やせ、黄疸、発疹、貧血、出血傾向、リンパ節腫脹、浮腫、心悸亢進・動悸、胸水、胸痛、
呼吸困難、咳・痰、 血痰・喀血、めまい、頭痛、運動麻痺・不随意運動・筋力低下、腹痛、
悪心・嘔吐、嚥下困難・障害、食欲不振、 下痢・便秘、吐血・下血、腹部膨満（腹水を含む）、
タンパク 尿、血尿、尿量・排尿の異常、月経異常、関節痛・関節腫脹、腰背部痛、記憶障害、
知覚異常（しびれを含む）・神経痛、視力障害、聴力障害

薬物治療学1

【②病態・臨床検査】

１）尿検査および糞便検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

２）血液検査、血液凝固機能検査および脳脊髄液検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

３）血液生化学検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

４）免疫学的検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

５）動脈血ガス分析の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

６）代表的な生理機能検査（心機能、腎機能、肝機能、呼吸機能等）、病理組織検査および画像検査の
検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

７）代表的な微生物検査の検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。

８）代表的なフィジカルアセスメントの検査項目を列挙し、目的と異常所見を説明できる。
薬物治療学1

実務実習事前学習(実習)

（３）薬物治療の位置づけ

１）代表的な疾患における薬物治療、食事療法、その他の非薬物治療（外科手術など）の位置づけを
説明できる。

薬物治療学4 薬物治療学6

２）代表的な疾患における薬物治療の役割について、病態、薬効薬理、薬物動態に基づいて討議する。
（知識・技能）

実務実習事前学習(実習)

（４）医薬品の安全性

１）薬物の主作用と副作用、毒性との関連について説明できる。 薬理学1

２）薬物の副作用と有害事象の違いについて説明できる。 医薬品情報学1

３）以下の障害を呈する代表的な副作用疾患について、推定される原因医薬品、身体所見、検査所見
および対処方法を説明できる。 
血液障害・電解質異常、肝障害、腎障害、消化器障害、循環器障害、精神障害、皮膚障害、
呼吸器障害、薬物アレルギー（ショックを含む）、代謝障害、筋障害

薬物治療学1
（選）病態生化学

実務実習事前学習５

４）代表的薬害、薬物乱用について、健康リスクの観点から討議する。（態度） 医療・薬剤師倫理

薬物治療学1

薬物治療学6
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該 当 科 目

E2 薬理・病態・薬物治療

（１）神経系の疾患と薬

【①自律神経系に作用する薬】

１）交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な
副作用を説明できる。

２）副交感神経系に作用し、その支配器官の機能を修飾する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、
主な副作用を説明できる。

３）神経節に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

  ４）自律神経系に作用する代表的な薬物の効果を動物実験で測定できる。（技能） 薬理学実習

【②体性神経系に作用する薬・筋の疾患の薬、病態、治療】

１）知覚神経に作用する代表的な薬物（局所麻酔薬など）を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を
説明できる。

薬理学実習

２）運動神経系に作用する代表的な薬物を挙げ、薬理作用、機序、主な副作用を説明できる。

３）知覚神経、運動神経に作用する代表的な薬物の効果を動物実験で測定できる。（技能） 薬理学実習

４）以下の疾患について説明できる。
進行性筋ジストロフィー、Guillain-Barré（ギラン・バレー）症候群、重症筋無力症（重複）

薬物治療学6

【③中枢神経系の疾患の薬、病態、治療】

  １）全身麻酔薬、催眠薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。 薬理学3

  ２）麻薬性鎮痛薬、非麻薬性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用（WHO
三段階除痛ラダーを含む）を説明できる。

薬理学3
薬物治療学5

  ３）中枢興奮薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。 薬理学3

  ４）統合失調症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

  ５）うつ病、躁うつ病（双極性障害）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

  ６）不安神経症（パニック障害と全般性不安障害）、心身症、不眠症について、治療薬の薬理
（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の
選択等）を説明できる。

  ７）てんかんについて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

  ８）脳血管疾患（脳内出血、脳梗塞（脳血栓、脳塞栓、一過性脳虚血）、くも膜下出血）について、
治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療
（医薬品の 選択等）を説明できる。

  ９）Parkinson（パーキンソン）病について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

  10）認知症（Alzheimer（アルツハイマー）型認知症、脳血管性認知症等）について、治療薬の薬理
（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択
等）を説明できる。

  11）片頭痛について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状
等）・薬物治療（医薬品の選択等）について説明できる。

  12）中枢神経系に作用する薬物の効果を動物実験で測定できる。（技能） 薬理学実習

薬理学1

薬理学1

薬理学3
薬物治療学3

薬理学3 薬物治療学6

31



１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

  13）中枢神経系疾患の社会生活への影響および薬物治療の重要性について討議する。（態度） 実務実習事前学習(実習)

  14）以下の疾患について説明できる。
脳炎・髄膜炎（重複）、多発性硬化症（重複）、筋萎縮性側索硬化症、Narcolepsy
（ナルコレプシー）、薬物依存症、アルコール依存症

薬物治療学6

【④化学構造と薬効】

１）神経系の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連を概説できる。 医薬品化学2

（２）免疫・炎症・アレルギーおよび骨・関節の疾患と薬

【①抗炎症薬】

１）抗炎症薬（ステロイド性および非ステロイド性）および解熱性鎮痛薬の薬理（薬理作用、機序、
主な副作用）および臨床適用を説明できる。

薬理学3

２）抗炎症薬の作用機序に基づいて炎症について説明できる。

３）創傷治癒の過程について説明できる。

【②免疫・炎症・アレルギー疾患の薬、病態、治療】

１）アレルギー治療薬（抗ヒスタミン薬、抗アレルギー薬等）の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）
および臨床適用を説明できる。

２）免疫抑制薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

３）以下のアレルギー疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
アトピー性皮膚炎、蕁麻疹、接触性皮膚炎、アレルギー性鼻炎、アレルギー性結膜炎、花粉症、
消化管アレルギー、気管支喘息（重複）

実務実習事前学習(実習)

４）以下の薬物アレルギーについて、原因薬物、病態（病態生理、症状等）および対処法を説明
できる。
Stevens-Johnson（スティーブンス-ジョンソン）症候群、中毒性表皮壊死症（重複）、薬剤性
過敏症症候群、薬疹

薬理学1 薬物治療学3

５）アナフィラキシーショックについて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬理学3
薬物治療学4

６）以下の疾患について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
尋常性乾癬、水疱症、光線過敏症、ベーチェット病

薬理学3
薬物治療学3

７）以下の臓器特異的自己免疫疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
バセドウ病（重複）、橋本病（重複）、悪性貧血(重複）、アジソン病、1型糖尿病（重複）、
重症筋無力症、多発性硬化症、特発性血小板減少性紫斑病、自己免疫性溶血性貧血（重複）、
シェーグレン症候群

薬理学3

８）以下の全身性自己免疫疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
全身性エリテマトーデス、強皮症、多発筋炎／皮膚筋炎、関節リウマチ（重複）

９）臓器移植（腎臓、肝臓、骨髄、臍帯血、輸血）について、拒絶反応および移植片対宿主病（GVHD）
の病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

【③骨・関節・カルシウム代謝疾患の薬、病態、治療】

１）関節リウマチについて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬理学3
薬物治療学4

実務実習事前学習(実習)

薬物治療学4

薬理学3
薬物治療学4

薬物治療学4
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２）骨粗鬆症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

３）変形性関節症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

４）カルシウム代謝の異常を伴う疾患（副甲状腺機能亢進（低下）症、骨軟化症（くる病を含む）、
悪性腫瘍に伴う高カルシウム血症）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および 病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

【④化学構造と薬効】

１）免疫・炎症・アレルギー疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）
の関連を概説できる。

医薬品化学2

（３）循環器系・血液系・造血器系・泌尿器系・生殖器系の疾患と薬

【①循環器系疾患の薬、病態、治療】

１）以下の不整脈および関連疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
不整脈の例示：上室性期外収縮（PAC）、心室性期外収縮（PVC）、心房細動（Af）、発作性上室
頻拍（PSVT)、WPW症候群、心室頻拍（VT）、心室細動（Vf）、房室ブロック、QT延長症候群

２）急性および慢性心不全について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

３）虚血性心疾患（狭心症、心筋梗塞）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

４）以下の高血圧症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態
生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 
本態性高血圧症、二次性高血圧症（腎性高血圧症、腎血管性高血圧症を含む）

５）以下の疾患について概説できる。
閉塞性動脈硬化症（ASO）、心原性ショック、弁膜症、先天性心疾患

６）循環器系に作用する薬物の効果を動物実験で測定できる。（技能） 薬理学実習

【②血液・造血器系疾患の薬、病態、治療】

１）止血薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。 薬物治療学4

２）抗血栓薬、抗凝固薬および血栓溶解薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用
を説明できる。

薬物治療学4

３）以下の貧血について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
鉄欠乏性貧血、巨赤芽球性貧血(悪性貧血等）、再生不良性貧血、自己免疫性溶血性貧血（AIHA）、
腎性貧血、鉄芽球性貧血

薬物治療学2

４）播種性血管内凝固症候群（DIC）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬物治療学4

５）以下の疾患について治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 
血友病、血栓性血小板減少性紫斑病（TTP）、白血球減少症、血栓塞栓症、白血病（重複）、
悪性リンパ腫（重複）
（E2（7）【⑧悪性腫瘍の薬、病態、治療】参照）

薬物治療学2
薬物治療学4

薬理学3 薬物治療学6

薬理学2

薬物治療学2

薬理学2
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【③泌尿器系、生殖器系疾患の薬、病態、薬物治療】

１）利尿薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

２）急性および慢性腎不全について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

３）ネフローゼ症候群について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態
生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

４）過活動膀胱および低活動膀胱について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬物治療学3

５）以下の泌尿器系疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
慢性腎臓病（CKD）、糸球体腎炎（重複）、糖尿病性腎症（重複）、薬剤性腎症（重複）、腎盂
腎炎（重複）、膀胱炎（重複）、尿路感染症（重複）、尿路結石

薬物治療学6

６）以下の生殖器系疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 
前立腺肥大症、子宮内膜症、子宮筋腫

薬物治療学3
薬物治療学4

７）妊娠・分娩・避妊に関連して用いられる薬物について、薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

８）以下の生殖器系疾患について説明できる。 
異常妊娠、異常分娩、不妊症

【④化学構造と薬効】

１）循環系・泌尿器系・生殖器系疾患の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効
（薬理・薬物動態）の関連を概説できる。

医薬品化学2

（４）呼吸器系・消化器系の疾患と薬

【①呼吸器系疾患の薬、病態、治療】

１）気管支喘息について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

２）慢性閉塞性肺疾患および喫煙に関連する疾患（ニコチン依存症を含む）について、治療薬の
薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品
の選択等）を説明できる。

３）間質性肺炎について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

４）鎮咳薬、去痰薬、呼吸興奮薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明
できる。

【②消化器系疾患の薬、病態、治療】

１）以下の上部消化器疾患について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 
胃食道逆流症（逆流性食道炎を含む）、消化性潰瘍、胃炎

実務実習事前学習(実習)

２）炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、クローン病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、
主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

３）肝疾患（肝炎、肝硬変（ウイルス性を含む）、薬剤性肝障害）について、治療薬の薬理（薬理
作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。

薬理学2

薬物治療学6

薬理学1

薬物治療学4

薬理学2 薬物治療学4

薬理学2 薬物治療学5
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４）膵炎について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状
等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

５）胆道疾患（胆石症、胆道炎）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

６）機能性消化管障害（過敏性腸症候群を含む）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な
副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

７）便秘・下痢について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

８）悪心・嘔吐について、治療薬および関連薬物（催吐薬）の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

９）痔について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・
薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

【③化学構造と薬効】

１）呼吸器系・消化器系の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）
の関連を概説できる。

医薬品化学2

（５）代謝系・内分泌系の疾患と薬

【①代謝系疾患の薬、病態、治療】

１）糖尿病とその合併症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬物治療学5

２）脂質異常症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態
生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬物治療学4 実務実習事前学習(実習)

３）高尿酸血症・痛風について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬物治療学5

【②内分泌系疾患の薬、病態、治療】

１）性ホルモン関連薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

２）Basedow（バセドウ）病について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

３）甲状腺炎（慢性（橋本病）、亜急性）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

４）尿崩症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

５）以下の疾患について説明できる。
先端巨大症、高プロラクチン血症、下垂体機能低下症、ADH不適合分泌症候群（SIADH）、副
甲状腺機能亢進症•低下症、Cushing（クッシング）症候群、アルドステロン症、褐色細胞腫、
副腎不全（急性、慢性）、子宮内膜症（重複）、アジソン病（重複）

【③化学構造と薬効】

１）代謝系・内分布系の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の
関連を概説できる。

医薬品化学2

薬理学2

薬理学3

薬物治療学6

薬理学2 薬物治療学5
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（６）感覚器・皮膚の疾患と薬

【①眼疾患の薬、病態、治療】

１）緑内障について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

２）白内障について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

３）加齢性黄斑変性について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

４）以下の疾患について概説できる。 
結膜炎（重複）、網膜症、ぶどう膜炎、網膜色素変性症

【②耳鼻咽喉疾患の薬、病態、治療】

１）めまい（動揺病、Meniere（メニエール）病等）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、
主な副作用）、および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬理学2

２）以下の疾患について概説できる。 
アレルギー性鼻炎（重複）、花粉症（重複）、副鼻腔炎（重複）、中耳炎（重複）、口内炎・
咽頭炎・扁桃腺炎(重複)、喉頭蓋炎

【③皮膚疾患の薬、病態、治療】

１）アトピー性皮膚炎について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

 （E2（2）【②免疫・炎症・アレルギーの薬、病態、治療】参照）

２）皮膚真菌症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

 （E2（7）【⑤真菌感染症の薬、病態、治療】 参照）

３）褥瘡について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態（病態生理、症状
等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬物治療学3
薬物治療学5

老年薬学
実務実習事前学習(実習)

４）以下の疾患について概説できる。
蕁麻疹（重複）、薬疹（重複）、水疱症（重複）、乾癬(重複）、接触性皮膚炎（重複）、光線
過敏症（重複)

薬物治療学3

【④化学構造と薬効】

１）感覚器・皮膚の疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・薬物動態）の関連を
概説できる。

医薬品化学２

（７）病原微生物（感染症）・悪性新生物（がん）と薬

【①抗菌薬】

１）以下の抗菌薬の薬理（薬理作用、機序、抗菌スペクトル、主な副作用、相互作用、組織移行性）
および臨床適用を説明できる。
β-ラクタム系、テトラサイクリン系、マクロライド系、アミノ配糖体（アミノグリコシド）系、
キノロン系、グリコペプチド系、抗結核薬、サルファ剤（ST合剤を含む）、その他の抗菌薬

２）細菌感染症に関係する代表的な生物学的製剤（ワクチン等）を挙げ、その作用機序を説明
できる。

【②抗菌薬の耐性】

１）主要な抗菌薬の耐性獲得機構および耐性菌出現への対応を説明できる。 化学療法学1

化学療法学1

薬理学1

薬物治療学3

薬物治療学3

薬物治療学3
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【③細菌感染症の薬、病態、治療】

１）以下の呼吸器感染症について、病態（病態生理、症状等）、感染経路と予防方法および薬物
治療（医薬品の選択等）を説明できる。 
上気道炎（かぜ症候群（大部分がウイルス感染症）を含む）、気管支炎、扁桃炎、細菌性肺炎、
肺結核、レジオネラ感染症、百日咳、マイコプラズマ肺炎

薬物治療学4

２）以下の消化器感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。
急性虫垂炎、胆囊炎、胆管炎、病原性大腸菌感染症、食中毒、ヘリコバクター・ピロリ感染症、
赤痢、コレラ、腸チフス、パラチフス、偽膜性大腸炎

薬物治療学5

３）以下の感覚器感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。
副鼻腔炎、中耳炎、結膜炎

４）以下の尿路感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。
腎盂腎炎、膀胱炎、尿道炎

５）以下の性感染症について、病態（病態生理、症状等）、予防方法および薬物治療（医薬品の
選択等）を説明できる。
梅毒、淋病、クラミジア症等

６）脳炎、髄膜炎について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択等）を
説明できる。

７）以下の皮膚細菌感染症について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の選択
等）を説明できる。
伝染性膿痂疹、丹毒、癰、毛囊炎、ハンセン病

８）感染性心内膜炎、胸膜炎について、病態（病態生理、症状等）および薬物治療（医薬品の
選択等） を説明できる。

薬物治療学２

９）以下の薬剤耐性菌による院内感染について、感染経路と予防方法、病態（病態生理、症状
等）および薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
MRSA、VRE、セラチア、緑膿菌等

10）以下の全身性細菌感染症について、病態（病態生理、症状等）、感染経路と予防方法および
薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
ジフテリア、劇症型A群β溶血性連鎖球菌感染症、新生児B群連鎖球菌感染症、破傷風、敗血症

【④ウイルス感染症およびプリオン病の薬、病態、治療】

１）ヘルペスウイルス感染症（単純ヘルペス、水痘・帯状疱疹）について、治療薬の薬理
（薬理作用、機序、主な副作用）、予防方法および病態（病態生理、症状等）・薬物治療
（医薬品の選択等）を説明できる。

実務実習事前学習(実習)

２）サイトメガロウイルス感染症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

３）インフルエンザについて、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、感染経路と
予防方法および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

薬物治療学4

４）ウイルス性肝炎（HAV、HBV、HCV）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
感染経路と予防方法および病態（病態生理（急性肝炎、慢性肝炎、肝硬変、肝細胞がん）、
症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。（重複）

薬物治療学5

５）後天性免疫不全症候群（AIDS）について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、
感染経路と予防方法および病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を
説明できる。

化学療法学1

化学療法学1

化学療法学1
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６）以下のウイルス感染症（プリオン病を含む）について、感染経路と予防方法および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
伝染性紅斑（リンゴ病）、手足口病、伝染性単核球症、突発性発疹、咽頭結膜熱、ウイルス
性下痢症、麻疹、風疹、流行性耳下腺炎、風邪症候群、Creutzfeldt-Jakob（クロイツフェルト-
ヤコブ）病

化学療法学1

【⑤真菌感染症の薬、病態、治療】

１）抗真菌薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）および臨床適用を説明できる。

２）以下の真菌感染症について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を
説明できる。 
皮膚真菌症、カンジダ症、ニューモシスチス肺炎、肺アスペルギルス症、クリプトコックス症

【⑥原虫・寄生虫感染症の薬、病態、治療】

１）以下の原虫感染症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および病態
（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 
マラリア、トキソプラズマ症、トリコモナス症、アメーバ赤痢

２）以下の寄生虫感染症について、治療薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用）、および
病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
回虫症、蟯虫症、アニサキス症

【⑦悪性腫瘍】

１）腫瘍の定義（良性腫瘍と悪性腫瘍の違い）を説明できる。

２）悪性腫瘍について、以下の項目を概説できる。
組織型分類および病期分類、悪性腫瘍の検査（細胞診、組織診、画像診断、腫瘍マーカー
（腫瘍関連の変異遺伝子、遺伝子産物を含む））、悪性腫瘍の疫学（がん罹患の現状および
がん死亡の現状）、悪性腫瘍のリスクおよび予防要因

３）悪性腫瘍の治療における薬物治療の位置づけを概説できる。

【⑧悪性腫瘍の薬、病態、治療】

１）以下の抗悪性腫瘍薬の薬理（薬理作用、機序、主な副作用、相互作用、組織移行性）および
臨床適用を説明できる。
アルキル化薬、代謝拮抗薬、抗腫瘍抗生物質、微小管阻害薬、トポイソメラーゼ阻害薬、
抗腫瘍ホルモン関連薬、白金製剤、分子標的治療薬、その他の抗悪性腫瘍薬

２）抗悪性腫瘍薬に対する耐性獲得機構を説明できる。

３）抗悪性腫瘍薬の主な副作用（下痢、悪心・嘔吐、白血球減少、皮膚障害（手足症候群を含む）、
血小板減少等）の軽減のための対処法を説明できる。

４）代表的ながん化学療法のレジメン（FOLFOX等）について、構成薬物およびその役割、副作用、
対象疾患を概説できる。

化学療法学3

５）以下の白血病について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
急性（慢性）骨髄性白血病、急性（慢性）リンパ性白血病、成人T細胞白血病（ATL）

６）悪性リンパ腫および多発性骨髄腫について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品
の選択等）を説明できる。

７）骨肉腫について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。 化学療法学3

８）以下の消化器系の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択
等）を説明できる。
胃癌、食道癌、肝癌、大腸癌、胆囊・胆管癌、膵癌

化学療法学3
薬物治療学5

９）肺癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
化学療法学3
薬物治療学4

化学療法学1

化学療法学2

化学療法学3

化学療法学3
薬物治療学2

化学療法学1

化学療法学2
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10）以下の頭頸部および感覚器の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療
（医薬品の選択等）を説明できる。
脳腫瘍、網膜芽細胞腫、喉頭、咽頭、鼻腔・副鼻腔、口腔の悪性腫瘍

化学療法学3

11）以下の生殖器の悪性腫瘍について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）
を説明できる。
前立腺癌、子宮癌、卵巣癌

化学療法学3
薬物治療学3(前立腺癌のみ)

12）腎・尿路系の悪性腫瘍（腎癌、膀胱癌）について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療
（医薬品の選択等）を説明できる。

化学療法学3

13）乳癌について、病態（病態生理、症状等）・薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。
化学療法学3
薬物治療学4

【⑨がん終末期医療と緩和ケア】

１）がん終末期の病態（病態生理、症状等）と治療を説明できる。

２）がん性疼痛の病態（病態生理、症状等）と薬物治療（医薬品の選択等）を説明できる。

【⑩化学構造と薬効】

１）病原微生物・悪性新生物が関わる疾患に用いられる代表的な薬物の基本構造と薬効（薬理・
薬物動態）の関連を概説できる。

化学療法学2
化学療法学3
医薬品化学2

（８）バイオ・細胞医薬品とゲノム情報

【①組換え体医薬品】

１）組換え体医薬品の特色と有用性を説明できる。

２）代表的な組換え体医薬品を列挙できる。

  ３）組換え体医薬品の安全性について概説できる。

【②遺伝子治療】

１）遺伝子治療の原理、方法と手順、現状、および倫理的問題点を概説できる。（知識・態度） バイオ医薬品とゲノム情報

【③細胞、組織を利用した移植医療】

１）移植医療の原理、方法と手順、現状およびゲノム情報の取り扱いに関する倫理的問題点を概説
できる。（知識・態度）

２）摘出および培養組織を用いた移植医療について説明できる。

３）臍帯血、末梢血および骨髄に由来する血液幹細胞を用いた移植医療について説明できる。

４）胚性幹細胞（ES細胞）、人工多能性幹細胞（iPS細胞）を用いた細胞移植医療について概説できる。

（９）要指導医薬品・一般用医薬品とセルフメディケーション

１）地域における疾病予防、健康維持増進、セルフメディケーションのために薬剤師が果たす役割を
概説できる。

２）要指導医薬品および一般用医薬品（リスクの程度に応じた区分（第一類、第二類、第三類）も
含む）について説明し、各分類に含まれる代表的な製剤を列挙できる。

３）代表的な症候について、関連する頻度の高い疾患、見逃してはいけない疾患を列挙できる。

４）要指導医薬品・一般用医薬品の選択、受診勧奨の要否を判断するために必要な患者情報を収集
できる。（技能）

実務実習事前学習(実習)

５）以下の疾患・症候に対するセルフメディケーションに用いる要指導医薬品・一般用医薬品等に
含まれる成分・作用・副作用を列挙できる。
発熱、痛み、かゆみ、消化器症状、呼吸器症状、アレルギー、細菌・真菌感染症、生活習慣病 等

地域における薬局と薬剤師

化学療法学2

バイオ医薬品とゲノム情報

地域における薬局と薬剤師

薬物治療学5

バイオ医薬品とゲノム情報
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６）主な養生法（運動・食事療法、サプリメント、保健機能食品を含む）とその健康の保持・促進
における意義を説明できる。

７）要指導医薬品・一般用医薬品と医療用医薬品、サプリメント、保健機能食品等との代表的な
相互作用を説明できる。

８）要指導医薬品・一般用医薬品等による治療効果と副作用を判定するための情報を収集し評価
できる。（技能）

実務実習事前学習(実習)

（10）医療の中の漢方薬

【①漢方薬の基礎】

１）漢方の特徴について概説できる。

２）以下の漢方の基本用語を説明できる。 
陰陽、虚実、寒熱、表裏、気血水、証

  ３）配合生薬の組み合わせによる漢方薬の系統的な分類が説明できる。

４）漢方薬と西洋薬、民間薬、サプリメント、保健機能食品などとの相違について説明できる。

【②漢方薬の応用】

１）漢方医学における診断法、体質や病態の捉え方、治療法について概説できる。

２）日本薬局方に収載される漢方薬の適応となる証、症状や疾患について例示して説明できる。

３）現代医療における漢方薬の役割について説明できる。

【③漢方薬の注意点】

１）漢方薬の副作用と使用上の注意点を例示して説明できる。 漢方概論

（11）薬物治療の最適化

【①総合演習】

１）代表的な疾患の症例について、患者情報および医薬品情報などの情報に基づいて薬物治療の
最適化を討議する。（知識・態度）

２）過剰量の医薬品による副作用への対応（解毒薬を含む）を討議する。（知識・態度）

  ３）長期療養に付随する合併症を列挙し、その薬物治療について討議する。（知識・態度）

E3 薬物治療に役立つ情報

（１）医薬品情報

【①情報】

１）医薬品を使用したり取り扱う上で、必須の医薬品情報を列挙できる。

２）医薬品情報に関わっている職種を列挙し、その役割について概説できる。

３）医薬品（後発医薬品等を含む）の開発過程で行われる試験（非臨床試験、臨床試験、安定性
試験等）と得られる医薬品情報について概説できる。

医薬品情報学1
医薬品情報学2

４）医薬品の市販後に行われる調査・試験と得られる医薬品情報について概説できる。 医薬品情報学1

５）医薬品情報に関係する代表的な法律・制度（「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性
の確保等に関する法律」、GCP、GVP、GPSP、RMP など）とレギュラトリーサイエンスについて
概説できる。

医薬品情報学1
薬事関係法規1

地域における薬局と薬剤師
（選）健康食品学

医薬品情報学1

漢方概論

漢方概論

実務実習事前学習(実習)
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【②情報源】

１）医薬品情報源の一次資料、二次資料、三次資料の分類について概説できる。

２）医薬品情報源として代表的な二次資料、三次資料を列挙し、それらの特徴について説明できる。

３）厚生労働省、医薬品医療機器総合機構、製薬企業などの発行する資料を列挙し、概説できる。
医薬品情報学1
医薬品情報学2

４）医薬品添付文書（医療用、一般用）の法的位置づけについて説明できる。

５）医薬品添付文書（医療用、一般用）の記載項目（警告、禁忌、効能・効果、用法・用量、使用
上の注意など）を列挙し、それらの意味や記載すべき内容について説明できる。

６）医薬品インタビューフォームの位置づけと医薬品添付文書との違いについて説明できる。

【③収集・評価・加工・提供・管理】

１）目的（効能効果、副作用、相互作用、薬剤鑑別、妊婦への投与、中毒など）に合った適切な
情報源を選択し、必要な情報を検索、収集できる。（技能）

薬学基礎実習

２）MEDLINEなどの医学・薬学文献データベース検索におけるキーワード、シソーラスの重要性を
理解し、検索できる。（知識・技能）

３）医薬品情報の信頼性、科学的妥当性などを評価する際に必要な基本的項目を列挙できる。 薬学基礎実習

４）臨床試験などの原著論文および三次資料について医薬品情報の質を評価できる。（技能） 実務実習事前学習(実習)

５）医薬品情報をニーズに合わせて加工・提供し管理する際の方法と注意点（知的所有権、守秘
義務など）について説明できる。

医薬品情報学1

【④EBM（Evidence-based Medicine）】

  １）EBMの基本概念と実践のプロセスについて説明できる。 医薬品情報学1

  ２）代表的な臨床研究法（ランダム化比較試験、コホート研究、ケースコントロール研究など）
の長所と短所を挙げ、それらのエビデンスレベルについて概説できる。

医薬品情報学1
医薬品の開発と規制

  ３）臨床研究論文の批判的吟味に必要な基本的項目を列挙し、内的妥当性（研究結果の正確度や
再現性）と外的妥当性（研究結果の一般化の可能性）について概説できる。

 （E3（1）【③収集・評価・加 工・提供・管理】参照）

  ４）メタアナリシスの概念を理解し、結果を説明できる。

【⑤生物統計】

１）臨床研究における基本的な統計量（平均値、中央値、標準偏差、標準誤差、信頼区間など）
の意味と違いを説明できる。

２）帰無仮説の概念および検定と推定の違いを説明できる。

３）代表的な分布（正規分布、ｔ分布、二項分布、ポアソン分布、χ2分布、F分布）について
概説できる。

４）主なパラメトリック検定とノンパラメトリック検定を列挙し、それらの使い分けを説明できる。

５）二群間の差の検定（ｔ検定、χ2検定など）を実施できる。（技能）
医薬統計学
薬理学実習

実務実習事前学習(実習)

６）主な回帰分析（直線回帰、ロジスティック回帰など）と相関係数の検定について概説できる。

７）基本的な生存時間解析法（カプラン・マイヤー曲線など）について概説できる。

医薬品情報学1

医薬品情報学1

医薬統計学

実務実習事前学習(実習)

医薬品情報学1

医薬品情報学1

医薬統計学
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【⑥臨床研究デザインと解析】

１）臨床研究（治験を含む）の代表的な手法（介入研究、観察研究）を列挙し、それらの特徴を
概説できる。

２）臨床研究におけるバイアス・交絡について概説できる。

３）観察研究での主な疫学研究デザイン（症例報告、症例集積、コホート研究、ケースコントロール
研究、ネステッドケースコントロール研究、ケースコホート研究など）について概説できる。

４）副作用の因果関係を評価するための方法（副作用判定アルゴリズムなど）について概説できる。 医薬品情報学1

５）優越性試験と非劣性試験の違いについて説明できる。
医薬品情報学2

医薬品の開発と規制

６）介入研究の計画上の技法（症例数設定、ランダム化、盲検化など）について概説できる。
医薬品情報学2

医薬品の開発と規制

７）統計解析時の注意点について概説できる。

８）介入研究の効果指標（真のエンドポイントと代用のエンドポイント、主要エンドポイントと
副次的エンドポイント）の違いを、例を挙げて説明できる。

９）臨床研究の結果（有効性、安全性）の主なパラメータ（相対リスク、相対リスク減少、絶対
リスク、絶対リスク減少、治療必要数、オッズ比、発生率、発生割合）を説明し、計算できる。
（知識・技能）

実務実習事前学習(実習)

【⑦医薬品の比較・評価】

１）病院や薬局において医薬品を採用・選択する際に検討すべき項目を列挙し、その意義を説明できる。
医薬品情報学1
医薬品情報学2

２）医薬品情報にもとづいて、代表的な同種同効薬の有効性や安全性について比較・評価できる。
（技能）

３）医薬品情報にもとづいて、先発医薬品と後発医薬品の品質、安全性、経済性などについて、
比較・評価できる。（技能）

（２）患者情報

【①情報と情報源】

１）薬物治療に必要な患者基本情報を列挙できる。 医薬品情報学2

２）患者情報源の種類を列挙し、それぞれの違いを説明できる。 医薬品情報学2

【②収集・評価・管理】

１）問題志向型システム（POS）を説明できる。

２）SOAP形式などの患者情報の記録方法について説明できる。

３）医薬品の効果や副作用を評価するために必要な患者情報について概説できる。

４）患者情報の取扱いにおける守秘義務と管理の重要性を説明できる。
 （A（2）【③患者の権利】参照）

（３）個別化医療

【①遺伝的素因】

１）薬物の主作用および副作用に影響する代表的な遺伝的素因について、例を挙げて説明できる。

２）薬物動態に影響する代表的な遺伝的素因（薬物代謝酵素・トランスポーターの遺伝子変異など）
について、例を挙げて説明できる。

３）遺伝的素因を考慮した薬物治療について、例を挙げて説明できる。

医薬品情報学2
医薬品の開発と規制

医薬品情報学2
医薬品の開発と規制

実務実習事前学習(実習)

医薬品情報学2

個別化医療
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【②年齢的要因】

１）低出生体重児、新生児、乳児、幼児、小児における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を
説明できる。

個別化医療

２）高齢者における薬物動態と、薬物治療で注意すべき点を説明できる。
個別化医療
老年薬学

【③臓器機能低下】

１）腎疾患・腎機能低下時における薬物動態と、薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。 老年薬学

２）肝疾患・肝機能低下時における薬物動態と、薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。 薬物動態学1

３）心臓疾患を伴った患者における薬物動態と、薬物治療・投与設計において注意すべき点を説明できる。 薬剤学実習 個別化医療

【④その他の要因】

１）薬物の効果に影響する生理的要因（性差、閉経、日内変動など）を列挙できる。

２）妊娠・授乳期における薬物動態と、生殖・妊娠・授乳期の薬物治療で注意すべき点を説明できる。

３）栄養状態の異なる患者（肥満、低アルブミン血症、腹水など）における薬物動態と、薬物治療で
注意すべき点を説明できる。

【⑤個別化医療の計画・立案】

１）個別の患者情報（遺伝的素因、年齢的要因、臓器機能など）と医薬品情報をもとに、薬物治療を
計画・立案できる。（技能）

個別化医療
実務実習事前学習(実習)

２）コンパニオン診断にもとづく薬物治療について、例を挙げて説明できる。 個別化医療

E4 薬の生体内運命

（１）薬物の体内動態

【①生体膜透過】

１）薬物の生体膜透過における単純拡散、促進拡散および能動輸送の特徴を説明できる。

２）薬物の生体膜透過に関わるトランスポーターの例を挙げ、その特徴と薬物動態における役割を
説明できる。

【②吸収】

１）経口投与された薬物の吸収について説明できる。

２）非経口的に投与される薬物の吸収について説明できる。

３）薬物の吸収に影響する因子（薬物の物性、生理学的要因など）を列挙し、説明できる。

４）薬物の吸収過程における相互作用について例を挙げ、説明できる。

５）初回通過効果について説明できる。

【③分布】

１）薬物が結合する代表的な血漿タンパク質を挙げ、タンパク結合の強い薬物を列挙できる。

２）薬物の組織移行性（分布容積）と血漿タンパク結合ならびに組織結合との関係を、定量的
に説明できる。

３）薬物のタンパク結合および結合阻害の測定・解析方法を説明できる。

４）血液－組織関門の構造・機能と、薬物の脳や胎児等への移行について説明できる。

５）薬物のリンパおよび乳汁中への移行について説明できる。

薬物動態学2
薬剤学実習

    個別化医療

薬物動態学1

薬物動態学1

薬物動態学1

薬物動態学1
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６）薬物の分布過程における相互作用について例を挙げ、説明できる。 薬物動態学1

【④代謝】

１）代表的な薬物代謝酵素を列挙し、その代謝反応が起こる組織ならびに細胞内小器官、反応様式
について説明できる。

２）薬物代謝の第Ⅰ相反応（酸化・還元・加水分解）、第Ⅱ相反応（抱合）について、例を挙げて
説明できる。

３）代表的な薬物代謝酵素（分子種）により代謝される薬物を列挙できる。

４）プロドラッグと活性代謝物について、例を挙げて説明できる。

５）薬物代謝酵素の阻害および誘導のメカニズムと、それらに関連して起こる相互作用について、
例を挙げ、説明できる。

【⑤排泄】

１）薬物の尿中排泄機構について説明できる。

２）腎クリアランスと、糸球体ろ過、分泌、再吸収の関係を定量的に説明できる。

３）代表的な腎排泄型薬物を列挙できる。

４）薬物の胆汁中排泄と腸肝循環について説明できる。

５）薬物の排泄過程における相互作用について例を挙げ、説明できる。

（２）薬物動態の解析

【①薬物速度論】

１）線形コンパートメントモデルと、関連する薬物動態パラメータ（全身クリアランス、分布容積、
消失半減期、生物学的利用能など）の概念を説明できる。

２）線形１－コンパートメントモデルに基づいた解析ができる（急速静注・経口投与［単回および
反復 投与］、定速静注）。（知識、技能）

３）体内動態が非線形性を示す薬物の例を挙げ、非線形モデルに基づいた解析ができる。（知識、
技能）

４）モーメント解析の意味と、関連するパラメータの計算法について説明できる。 薬物動態学2

５）組織クリアランス（肝、腎）および固有クリアランスの意味と、それらの関係について、数式
を使って説明できる。

薬物動態学1
薬物動態学2
薬剤学実習

６）薬物動態学－薬力学解析（PK-PD解析）について概説できる。 薬物動態学2

【②TDM (Therapeutic Drug Monitoring)と投与設計】

１）治療薬物モニタリング（TDM）の意義を説明し、TDMが有効な薬物を列挙できる。

２）TDMを行う際の採血ポイント、試料の取り扱い、測定法について説明できる。

３）薬物動態パラメータを用いて患者ごとの薬物投与設計ができる。（知識、技能）
薬物動態学2
薬剤学実習

実務実習事前学習(実習)

４）ポピュレーションファーマコキネティクスの概念と応用について概説できる。 薬物動態学2

薬物動態学1

薬物動態学1

薬物動態学2
薬剤学実習

薬物動態学2
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該 当 科 目

E5 製剤化のサイエンス

（１）製剤の性質

【①固形材料】

１）粉体の性質について説明できる。

２）結晶（安定形および準安定形）や非晶質、無水物や水和物の性質について説明できる。

３）固形材料の溶解現象（溶解度、溶解平衡など）や溶解した物質の拡散と溶解速度について説明
できる。
（C2（2）【①酸・塩基平衡】1.及び【②各種の化学平衡】2.参照）

４）固形材料の溶解に影響を及ぼす因子（pHや温度など）について説明できる。

５）固形材料の溶解度や溶解速度を高める代表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。 製剤学1

【②半固形・液状材料】

１）流動と変形（レオロジー）について説明できる。

２）高分子の構造と高分子溶液の性質（粘度など）について説明できる。

【③分散系材料】

１）界面の性質（界面張力、分配平衡、吸着など）や代表的な界面活性剤の種類と性質について
説明できる。
（C2（2）【②各種の化学平衡】4.参照）

２）代表的な分散系（分子集合体、コロイド、乳剤、懸濁剤など）を列挙し、その性質について
説明できる。

３）分散した粒子の安定性と分離現象（沈降など）について説明できる。

  ４）分散安定性を高める代表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。

【④薬物及び製剤材料の物性】

１）製剤分野で汎用される高分子の構造を理解し、その物性について説明できる。

２）薬物の安定性（反応速度、複合反応など）や安定性に影響を及ぼす因子（pH、温度など）
について説明できる。
（C1（3）【①反応速度】1.～7.参照）

３）薬物の安定性を高める代表的な製剤的手法を列挙し、説明できる。 製剤学1

（２）製剤設計

【①代表的な製剤】

１）製剤化の概要と意義について説明できる。

２）経口投与する製剤の種類とその特性について説明できる。

３）粘膜に適用する製剤（点眼剤、吸入剤など）の種類とその特性について説明できる。

４）注射により投与する製剤の種類とその特性について説明できる。

５）皮膚に適用する製剤の種類とその特性について説明できる。

６）その他の製剤（生薬関連製剤、透析に用いる製剤など）の種類と特性について説明できる。

製剤学1
薬剤学実習

製剤学1

製剤学1
薬剤学実習

製剤学2

製剤学1
薬剤学実習

薬剤学実習
製剤学1
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該 当 科 目

【②製剤化と製剤試験法】

１）代表的な医薬品添加物の種類・用途・性質について説明できる。 製剤学2 薬剤学実習

２）製剤化の単位操作、汎用される製剤機械および代表的な製剤の具体的な製造工程について
説明できる。

製剤学2

３）汎用される容器、包装の種類や特徴について説明できる。 製剤学2 日本薬局方

４）製剤に関連する試験法を列挙し、説明できる。
製剤学2

薬剤学実習
日本薬局方

【③生物学的同等性】

１）製剤の特性（適用部位、製剤からの薬物の放出性など）を理解した上で、生物学的同等性に
ついて説明できる。

薬物動態学2
薬剤学実習

（３）DDS（Drug Delivery System：薬物送達システム）

【①DDS の必要性】

１）DDSの概念と有用性について説明できる。

２）代表的なDDS技術を列挙し、説明できる。
（プロドラッグについては、E4(1)【④代謝】4.も参照）

【②コントロールドリリース（放出制御）】

１）コントロールドリリースの概要と意義について説明できる。

２）投与部位ごとに、代表的なコントロールドリリース技術を列挙し、その特性について説明
できる。

３）コントロールドリリース技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。

【③ターゲティング（標的指向化）】

１）ターゲティングの概要と意義について説明できる。

２）投与部位ごとに、代表的なターゲティング技術を列挙し、その特性について説明できる。

３）ターゲティング技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。

【④吸収改善】

１）吸収改善の概要と意義について説明できる。

２）投与部位ごとに、代表的な吸収改善技術を列挙し、その特性について説明できる。

３）吸収改善技術を適用した代表的な医薬品を列挙できる。

F 薬学臨床

前）：病院・薬局での実務実習履修前に修得すべき事項

（１）薬学臨床の基礎

【①早期臨床体験】 ※原則として 2年次修了までに学習する事項

１）患者・生活者の視点に立って、様々な薬剤師の業務を見聞し、その体験から薬剤師業務の
重要性について討議する。（知識・態度）

２）地域の保健・福祉を見聞した具体的体験に基づきその重要性や課題を討議する。（知識・態度）

３）一次救命処置（心肺蘇生、外傷対応等）を説明し、シミュレータを用いて実施できる。
（知識・技能）

個別化医療

個別化医療

早期体験学習(薬学科)

個別化医療

個別化医療
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該 当 科 目

【②臨床における心構え】〔Ａ（１）、（２）参照〕

１）前）医療の担い手が守るべき倫理規範や法令について討議する。（態度）

２）前）患者・生活者中心の医療の視点から患者・生活者の個人情報や自己決定権に配慮すべき
個々の対応ができる。（態度）

早期体験学習(薬学科)

３）前）患者・生活者の健康の回復と維持、生活の質の向上に薬剤師が積極的に貢献することの
重要性を討議する。（態度）

早期体験学習(薬学科)

４）医療の担い手が守るべき倫理規範を遵守し、ふさわしい態度で行動する。（態度）

５）患者・生活者の基本的権利、自己決定権について配慮する。（態度）

６）薬学的管理を実施する際に、インフォームド・コンセントを得ることができる。（態度）

７）職務上知り得た情報について守秘義務を遵守する。（態度）

【③臨床実習の基礎】

１）前）病院・薬局における薬剤師業務全体の流れを概説できる。

２）前）病院・薬局で薬剤師が実践する薬学的管理の重要性について説明できる。

３）前）病院薬剤部門を構成する各セクションの業務を列挙し、その内容と関連を概説できる。

４）前）病院に所属する医療スタッフの職種名を列挙し、その業務内容を相互に関連づけて説明
できる。

実務実習事前学習4

５）前）薬剤師の関わる社会保障制度（医療、福祉、介護）の概略を説明できる。
〔Ｂ（３）①参照〕

６）病院における薬剤部門の位置づけと業務の流れについて他部門と関連付けて説明できる。 早期体験学習(薬学科)

７）代表的な疾患の入院治療における適切な薬学的管理について説明できる。

８）入院から退院に至るまで入院患者の医療に継続して関わることができる。（態度）

９）急性期医療（救急医療・集中治療・外傷治療等）や周術期医療における適切な薬学的管理に
ついて説明できる。

実務実習事前学習4

10）周産期医療や小児医療における適切な薬学的管理について説明できる。

11）終末期医療や緩和ケアにおける適切な薬学的管理について説明できる。 実務実習事前学習4

12）外来化学療法における適切な薬学的管理について説明できる。

13）保険評価要件を薬剤師業務と関連付けて概説することができる。

14）薬局における薬剤師業務の流れを相互に関連付けて説明できる。 早期体験学習(薬学科)

15）来局者の調剤に対して、処方せんの受付から薬剤の交付に至るまで継続して関わることが
できる。（知識・態度）

（２）処方せんに基づく調剤

【①法令・規則等の理解と遵守】〔Ｂ（２）、（３）参照〕

１）前）調剤業務に関わる事項（処方せん、調剤録、疑義照会等）の意義や取り扱いを法的根拠
に基づいて説明できる。

２）調剤業務に関わる法的文書（処方せん、調剤録等）の適切な記載と保存・管理ができる。
（知識・技能）

３）法的根拠に基づき、一連の調剤業務を適正に実施する。（技能・態度）

４）保険薬局として必要な条件や設備等を具体的に関連付けて説明できる。

実務実習

実務実習

実務実習事前学習1 実務実習事前学習(実習)

実務実習

早期体験学習(薬学科)

実務実習事前学習1

実務実習事前学習1

実務実習
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該 当 科 目

【②処方せんと疑義照会】

１）前）代表的な疾患に使用される医薬品について効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、
相互作用を列挙できる。

実務実習事前学習4

２）前）処方オーダリングシステムおよび電子カルテについて概説できる。

３）前）処方せんの様式と必要記載事項、記載方法について説明できる。 早期体験学習(薬学科)

４）前）処方せんの監査の意義、その必要性と注意点について説明できる。

５）前）処方せんを監査し、不適切な処方せんについて、その理由が説明できる。

６）前）処方せん等に基づき疑義照会ができる。（技能・態度） 実務実習事前学習(実習)

７）処方せんの記載事項（医薬品名、分量、用法・用量等）が適切であるか確認できる。
（知識・技能）

８）注射薬処方せんの記載事項（医薬品名、分量、投与速度、投与ルート等）が適切であるか確認
できる。（知識・技能）

９）処方せんの正しい記載方法を例示できる。（技能）

10）薬歴、診療録、患者の状態から処方が妥当であるか判断できる。（知識・技能）

11）薬歴、診療録、患者の状態から判断して適切に疑義照会ができる。（技能・態度）

【③処方せんに基づく医薬品の調製】

１）前）薬袋、薬札（ラベル）に記載すべき事項を適切に記入できる。（技能） 実務実習事前学習(実習)

２）前）主な医薬品の成分（一般名）、商標名、剤形、規格等を列挙できる。

３）前）処方せんに従って、計数・計量調剤ができる。（技能） 早期体験学習(薬学科) 実務実習事前学習(実習)

４）前）後発医薬品選択の手順を説明できる。

５）前）代表的な注射剤・散剤・水剤等の配合変化のある組合せとその理由を説明できる。

６）前）無菌操作の原理を説明し、基本的な無菌操作を実施できる。（知識・技能）
実務実習事前学習1

日本薬局方

７）前）抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の基本的手技を実施できる。
（技能）

８）前）処方せんに基づき調剤された薬剤の監査ができる。（知識・技能）

９）主な医薬品の一般名・剤形・規格から該当する製品を選択できる。（技能）

10）適切な手順で後発医薬品を選択できる。（知識・技能）

11）処方せんに従って計数・計量調剤ができる。（技能）

12）錠剤の粉砕、およびカプセル剤の開封の可否を判断し、実施できる。（知識・技能）

13）一回量(一包化）調剤の必要性を判断し、実施できる。（知識・技能）

14）注射処方せんに従って注射薬調剤ができる。（技能）

15）注射剤・散剤・水剤等の配合変化に関して実施されている回避方法を列挙できる。 実務実習事前学習1

16）注射剤（高カロリー輸液等）の無菌的混合操作を実施できる。（技能）

17）抗悪性腫瘍薬などの取扱いにおけるケミカルハザード回避の手技を実施できる。
（知識・技能）

実務実習事前学習1

実務実習事前学習1

実務実習事前学習(実習)

実務実習事前学習1

実務実習

実務実習事前学習1

実務実習

実務実習事前学習(実習)
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該 当 科 目

18）特別な注意を要する医薬品（劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬・抗悪性腫瘍薬等）の調剤と適切な
取扱いができる。（知識・技能）

19）調製された薬剤に対して、監査が実施できる。（知識・技能） 実務実習事前学習1

【④患者・来局者応対、服薬指導、患者教育】

  １）前）適切な態度で、患者・来局者と応対できる。（態度） 早期体験学習(薬学科) 実務実習事前学習(実習)

２）前）妊婦・授乳婦、小児、高齢者などへの応対や服薬指導において、配慮すべき事項を
具体的に列挙できる。

実務実習事前学習4
実務実習事前学習(実習)

３）前）患者・来局者から、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、
副作用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる。（知識・態度）

４）前）患者・来局者に、主な医薬品の効能・効果、用法・用量、警告・禁忌、副作用、相互作用、
保管方法等について適切に説明できる。（技能・態度）

５）前）代表的な疾患において注意すべき生活指導項目を列挙できる。
実務実習事前学習4

実務実習事前学習(実習)

６）前）患者・来局者に使用上の説明が必要な製剤（眼軟膏、坐剤、吸入剤、自己注射剤等）の取扱い
方法を説明できる。（技能・態度）

７）前）薬歴・診療録の基本的な記載事項とその意義・重要性について説明できる。

８）前）代表的な疾患の症例についての患者応対の内容を適切に記録できる。（技能）

９）患者・来局者に合わせて適切な応対ができる。（態度）

10）患者・来局者から、必要な情報（症状、心理状態、既往歴、生活習慣、アレルギー歴、薬歴、
副作用歴等）を適切な手順で聞き取ることができる。（知識・態度）

11）医師の治療方針を理解した上で、患者への適切な服薬指導を実施する。（知識・態度）

12）患者・来局者の病状や背景に配慮し、医薬品を安全かつ有効に使用するための服薬指導や
患者教育ができる。（知識・態度）

13）妊婦・授乳婦、小児、高齢者等特別な配慮が必要な患者への服薬指導において、適切な応対
ができる。（知識・態度）

14）お薬手帳、健康手帳、患者向け説明書等を使用した服薬指導ができる。（態度） 実務実習事前学習(実習)

15）収集した患者情報を薬歴や診療録に適切に記録することができる。（知識・技能） 実務実習事前学習2

【⑤医薬品の供給と管理】

１）前）医薬品管理の意義と必要性について説明できる。 早期体験学習(薬学科)

２）前）医薬品管理の流れを概説できる。

３）前）劇薬、毒薬、麻薬、向精神薬および覚醒剤原料等の管理と取り扱いについて説明できる。

４）前）特定生物由来製品の管理と取り扱いについて説明できる。

５）前）代表的な放射性医薬品の種類と用途、保管管理方法を説明できる。 実務実習事前学習3

６）前）院内製剤の意義、調製上の手続き、品質管理などについて説明できる。
実務実習事前学習1

実務実習事前学習（実習）

７）前）薬局製剤・漢方製剤について概説できる。

８）前）医薬品の品質に影響を与える因子と保存条件を説明できる。

９）医薬品の供給・保管・廃棄について適切に実施できる。（知識・技能）

10）医薬品の適切な在庫管理を実施する。（知識・技能）

実務実習

実務実習事前学習1

実務実習事前学習2

実務実習事前学習(実習)

実務実習事前学習2
実務実習事前学習(実習)

実務実習
実務実習事前学習2

実務実習事前学習1

実務実習
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11）医薬品の適正な採用と採用中止の流れについて説明できる。

12）劇薬・毒薬・麻薬・向精神薬および覚醒剤原料の適切な管理と取り扱いができる。
（知識・技能）

13）特定生物由来製品の適切な管理と取り扱いを体験する。（知識・技能）

【⑥安全管理】

１）前）処方から服薬（投薬）までの過程で誤りを生じやすい事例を列挙できる。

２）前）特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）
の特徴と注意点を列挙できる。

実務実習事前学習(実習)
実務実習事前学習4

３）前）代表的なインシデント（ヒヤリハット）、アクシデント事例を解析し、その原因、リスク
を回避するための具体策と発生後の適切な対処法を討議する。（知識・態度）

実務実習事前学習(実習)

４）前）感染予防の基本的考え方とその方法が説明できる。

５）前）衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施できる。（技能） 実務実習事前学習(実習)

６）前）代表的な消毒薬の用途、使用濃度および調製時の注意点を説明できる。

７）前）医薬品のリスクマネジメントプランを概説できる。

８）特にリスクの高い代表的な医薬品（抗悪性腫瘍薬、糖尿病治療薬、使用制限のある薬等）の
安全管理を体験する。（知識・技能・態度）

医療・薬剤師倫理

９）調剤ミスを防止するために工夫されている事項を具体的に説明できる。 実務実習事前学習3

10）施設内のインシデント（ヒヤリハット）、アクシデントの事例をもとに、リスクを回避する
ための具体策と発生後の適切な対処法を提案することができる。（知識・態度）

11）施設内の安全管理指針を遵守する。（態度）

12）施設内で衛生的な手洗い、スタンダードプリコーションを実施する。（技能）

13）臨床検体・感染性廃棄物を適切に取り扱うことができる。（技能・態度）

14）院内での感染対策（予防、蔓延防止など）について具体的な提案ができる。（知識・態度）

（３）薬物療法の実践

【①患者情報の把握】

１）前）基本的な医療用語、略語の意味を説明できる。
実務実習事前学習2

実務実習事前学習（実習）

２）前）患者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬等）
から、薬物療法に必要な情報を収集できる。（技能・態度）
〔Ｅ３（２）①参照〕

実務実習事前学習(実習)

３）前）身体所見の観察・測定（フィジカルアセスメント）の目的と得られた所見の薬学的管理
への活用について説明できる。

実務実習事前学習（実習） 実務実習事前学習5

４）前）基本的な身体所見を観察・測定し、評価できる。（知識・技能） 実務実習事前学習（実習）
実務実習事前学習5

実務実習事前学習(実習)

５）基本的な医療用語、略語を適切に使用できる。（知識・態度）
実務実習事前学習2

実務実習事前学習（実習）

６）患者・来局者および種々の情報源（診療録、薬歴・指導記録、看護記録、お薬手帳、持参薬
等）から、薬物療法に必要な情報を収集できる。（技能・態度）

７）患者の身体所見を薬学的管理に活かすことができる。（技能・態度）

実務実習事前学習3

実務実習事前学習1
実務実習

実務実習

実務実習
実務実習事前学習（実習）
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【②医薬品情報の収集と活用】〔Ｅ３（１）参照〕

１）前）薬物療法に必要な医薬品情報を収集・整理・加工できる。（知識・技能） 実務実習事前学習(実習)

２）施設内において使用できる医薬品の情報源を把握し、利用することができる。（知識・技能）

３）薬物療法に対する問い合わせに対し、根拠に基づいた報告書を作成できる。（知識・技能）

４）医療スタッフおよび患者のニーズに合った医薬品情報提供を体験する。（知識・態度） 実務実習事前学習2

５）安全で有効な薬物療法に必要な医薬品情報の評価、加工を体験する。（知識・技能）

６）緊急安全性情報、安全性速報、不良品回収、製造中止などの緊急情報を施設内で適切に取扱う
ことができる。（知識・態度）

【③処方設計と薬物療法の実践（処方設計と提案）】

１）前）代表的な疾患に対して、疾患の重症度等に応じて科学的根拠に基づいた処方設計ができる。

２）前）病態（肝・腎障害など）や生理的特性（妊婦・授乳婦、小児、高齢者など）等を考慮し、
薬剤の選択や用法・用量設定を立案できる。

３）前）患者のアドヒアランスの評価方法、アドヒアランスが良くない原因とその対処法を説明
できる。

実務実習事前学習1
実務実習事前学習2

実務実習事前学習（実習）

４）前）皮下注射、筋肉内注射、静脈内注射・点滴等の基本的な手技を説明できる。

５）前）代表的な輸液の種類と適応を説明できる。

６）前）患者の栄養状態や体液量、電解質の過不足などが評価できる。 実務実習事前学習4

７）代表的な疾患の患者について、診断名、病態、科学的根拠等から薬物治療方針を確認できる。

８）治療ガイドライン等を確認し、科学的根拠に基づいた処方を立案できる。

９）患者の状態（疾患、重症度、合併症、肝・腎機能や全身状態、遺伝子の特性、心理・希望等）
や薬剤の特徴（作用機序や製剤的性質等）に基づき、適切な処方を提案できる。（知識・態度）

実務実習事前学習1

10）処方設計の提案に際し、薬物投与プロトコールやクリニカルパスを活用できる。（知識・態度）

11）入院患者の持参薬について、継続・変更・中止の提案ができる。（知識・態度）

12）アドヒアランス向上のために、処方変更、調剤や用法の工夫が提案できる。（知識・態度）

13）処方提案に際して、医薬品の経済性等を考慮して、適切な後発医薬品を選択できる。

14）処方提案に際し、薬剤の選択理由、投与量、投与方法、投与期間等について、医師や看護師
等に判りやすく説明できる。（知識・態度）

【④処方設計と薬物療法の実践（薬物療法における効果と副作用の評価）】

１）前）代表的な疾患に用いられる医薬品の効果、副作用に関してモニタリングすべき症状と検査
所見等を具体的に説明できる。

実務実習事前学習3 実務実習事前学習4

２）前）代表的な疾患における薬物療法の評価に必要な患者情報収集ができる。（知識・技能）
実務実習事前学習4

実務実習事前学習(実習)

３）前）代表的な疾患の症例における薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の
立案を行い、SOAP形式等で記録できる。（知識・技能）

実務実習事前学習(実習)

４）医薬品の効果と副作用をモニタリングするための検査項目とその実施を提案できる。
（知識・態度）

５）薬物血中濃度モニタリングが必要な医薬品が処方されている患者について、血中濃度測定の
提案ができる。（知識・態度）

６）薬物血中濃度の推移から薬物療法の効果および副作用について予測できる。（知識・技能）

実務実習事前学習1 実務実習事前学習4

実務実習事前学習1

実務実習

実務実習事前学習1

実務実習

実務実習
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７）臨床検査値の変化と使用医薬品の関連性を説明できる。

８）薬物治療の効果について、患者の症状や検査所見などから評価できる。

９）副作用の発現について、患者の症状や検査所見などから評価できる。

10）薬物治療の効果、副作用の発現、薬物血中濃度等に基づき、医師に対し、薬剤の種類、投与量、
投与方法、投与期間等の変更を提案できる。（知識・態度）

11）報告に必要な要素（5W1H）に留意して、収集した患者情報を正確に記載できる。（技能）

12）患者の薬物治療上の問題点を列挙し、適切な評価と薬学的管理の立案を行い、SOAP形式等で
適切に記録する。（知識・技能）

13）医薬品・医療機器等安全性情報報告用紙に、必要事項を記載できる。（知識・技能） 実務実習事前学習（実習）

（４）チーム医療への参画 〔Ａ（４）参照〕

【①医療機関におけるチーム医療】

１）前）チーム医療における薬剤師の役割と重要性について説明できる。

２）前）多様な医療チームの目的と構成、構成員の役割を説明できる。

３）前）病院と地域の医療連携の意義と具体的な方法（連携クリニカルパス、退院時共同指導、病院・
薬局連携、関連施設との連携等）を説明できる。

４）薬物療法上の問題点を解決するために、他の薬剤師および医師・看護師等の医療スタッフ
と連携できる。（態度）

５）医師・看護師等の他職種と患者の状態（病状、検査値、アレルギー歴、心理、生活環境等）、
治療 開始後の変化（治療効果、副作用、心理状態、QOL等）の情報を共有する。（知識・態度）

６）医療チームの一員として、医師・看護師等の医療スタッフと患者の治療目標と治療方針に
ついて討議（カンファレンスや患者回診への参加等）する。（知識・態度）

７）医師・看護師等の医療スタッフと連携・協力して、患者の最善の治療・ケア提案を体験する。
（知識・態度）

８）医師・看護師等の医療スタッフと連携して退院後の治療・ケアの計画を検討できる。（知識・態度）

９）病院内の多様な医療チーム（ICT、NST、緩和ケアチーム、褥瘡チーム等）の活動に薬剤師の立場
で参加できる。（知識・態度）

【②地域におけるチーム医療】

１）前）地域の保健、医療、福祉に関わる職種とその連携体制（地域包括ケア）およびその意義に
ついて説明できる。

  ２）前）地域における医療機関と薬局薬剤師の連携の重要性を討議する。（知識・態度）

  ３）地域における医療機関と薬局薬剤師の連携を体験する。（知識・態度）

  ４）地域医療を担う職種間で地域住民に関する情報共有を体験する。（技能・態度）

（５）地域の保健・医療・福祉への参画 〔Ｂ（４）参照〕

【①在宅（訪問）医療・介護への参画】

１）前）在宅医療・介護の目的、仕組み、支援の内容を具体的に説明できる。

２）前）在宅医療・介護を受ける患者の特色と背景を説明できる。

３）前）在宅医療・介護に関わる薬剤師の役割とその重要性について説明できる。

実務実習事前学習5

実務実習

実務実習事前学習5
実務実習事前学習（実習）

実務実習事前学習4

実務実習

実務実習
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４）在宅医療・介護に関する薬剤師の管理業務（訪問薬剤管理指導業務、居宅療養管理指導業務）
を体験する。（知識・態度）

５）地域における介護サービスや介護支援専門員等の活動と薬剤師との関わりを体験する。（知識・
態度）

６）在宅患者の病状（症状、疾患と重症度、栄養状態等）とその変化、生活環境等の情報収集と
報告を体験する。（知識・態度）

【②地域保健（公衆衛生、学校薬剤師、啓発活動）への参画】

１）前）地域保健における薬剤師の役割と代表的な活動（薬物乱用防止、自殺防止、感染予防、
アンチドーピング活動等）について説明できる。

２）前）公衆衛生に求められる具体的な感染防止対策を説明できる。

３）学校薬剤師の業務を体験する。（知識・技能） 実務実習

４）地域住民の衛生管理（消毒、食中毒の予防、日用品に含まれる化学物質の誤嚥誤飲の予防
等）にお ける薬剤師活動を体験する。（知識・技能）

実務実習

【③プライマリケア、セルフメディケーションの実践】〔Ｅ２（９）参照〕

  １）前）現在の医療システムの中でのプライマリケア、セルフメディケーションの重要性を討議
する。（態度）

  ２）前）代表的な症候（頭痛・腹痛・発熱等）を示す来局者について、適切な情報収集と疾患
の推測、適切な対応の選択ができる。（知識・態度）

  ３）前）代表的な症候に対する薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導医薬品・一般用医薬品の適切
な取り扱いと説明ができる。（技能・態度）

  ４）前）代表的な生活習慣の改善に対するアドバイスができる。（知識・態度）

  ５）薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導医薬品・一般用医薬品、健康食品、サプリメント、医療
機器等をリスクに応じ適切に取り扱い、管理できる。（技能・態度）

  ６）来局者から収集した情報や身体所見などに基づき、来局者の病状（疾患、重症度等）や体調
を推測できる。（知識・態度）

  ７）来局者に対して、病状に合わせた適切な対応（医師への受診勧奨、救急対応、要指導医薬品・
一般用医薬品および検査薬などの推奨、生活指導等）を選択できる。（知識・態度）

  ８）選択した薬局製剤（漢方製剤含む）、要指導医薬品・一般用医薬品、健康食品、サプリメント、
医療機器等の使用方法や注意点などを来局者に適切に判りやすく説明できる。（知識・態度）

  ９）疾病の予防および健康管理についてのアドバイスを体験する。（知識・態度）

【④災害時医療と薬剤師】

１）前）災害時医療について概説できる。 実務実習事前学習5

２）災害時における地域の医薬品供給体制・医療救護体制について説明できる。

３）災害時における病院・薬局と薬剤師の役割について討議する。（態度）

実務実習

実務実習

実務実習事前学習5

実務実習事前学習5
実務実習事前学習(実習)

実務実習
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１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年
平成25年度改訂版・薬学教育モデル・コアカリキュラム（ＳＢＯs）

該 当 科 目

G 薬学研究

（１）薬学における研究の位置づけ

１）基礎から臨床に至る研究の目的と役割について説明できる。

  ２）研究には自立性と独創性が求められていることを知る。

３）現象を客観的に捉える観察眼をもち、論理的に思考できる。（知識・技能・態度）

４）新たな課題にチャレンジする創造的精神を養う。（態度）

（２）研究に必要な法規範と倫理

  １）自らが実施する研究に係る法令、指針について概説できる。

２）研究の実施、患者情報の取扱い等において配慮すべき事項について説明できる。

  ３）正義性、社会性、誠実性に配慮し、法規範を遵守して研究に取り組む。（態度）A-(2)-④-3再掲

（３）研究の実践

１）研究課題に関する国内外の研究成果を調査し、読解、評価できる。（知識・技能）

  ２）課題達成のために解決すべき問題点を抽出し、研究計画を立案する。（知識・技能）

  ３）研究計画に沿って、意欲的に研究を実施できる。（技能・態度）

４）研究の各プロセスを適切に記録し、結果を考察する。（知識・技能・態度）

５）研究成果の効果的なプレゼンテーションを行い、適切な質疑応答ができる。（知識・技能・態度）

６）研究成果を報告書や論文としてまとめることができる。（技能）

卒業研究1～6(薬学科)

［大学追記］「実務実習事前学習(実習)」「実務実習」「卒業研究1～6」は、複数学年にまたがる科目であるため、そのうち最も主要な学年を記載した。

卒業研究1～6(薬学科)

卒業研究1～6(薬学科)
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（基礎資料４）学生受入れ状況 (入学試験種類別)

学科名 入試の種類
2019年度入試
（2018年度実施）

2020年度入試
（2019年度実施）

2021年度入試
（2020年度実施）

2022年度入試
（2021年度実施）

2023年度入試
（2022年度実施）

2024年度入試
（2023年度実施）

募集定員数に対する
入学者数の比率
（６年間の平均）

受験者数 1,424 1,215 1,105 1,292 1,314

合格者数 295 263 270 279 306 317

入学者数(A) 103 101 104 105 106

募集定員数(B) 100 100 100 100 100 100

充足率(A/B)(%) 103.00% 101.00% 104.00% 105.00% 106.00% 0.00%

受験者数 16 20 11 14 17

合格者数 16 20 11 14 17

入学者数(A) 16 20 11 14 17

薬 募集定員数(B) 20 20 20 20 20 20

充足率(A/B)(%) 80.00% 100.00% 55.00% 70.00% 85.00% 0.00%

受験者数 32 34 36 29 30 27

薬 合格者数 32 34 36 29 30 27

入学者数(A) 32 34 36 29 30

募集定員数(B) 30 30 30 30 30 30

充足率(A/B)(%) 106.67% 113.33% 120.00% 96.67% 100.00% 0.00%

受験者数 7 6 4 1 1

合格者数 0 0 1 0 0

入学者数(A) 0 0 0 0 0

募集定員数(B) ― ― ― ― ― ―

充足率(A/B)(%) ― ― ― ― ― ―

受験者数 0 0 0 1 3

合格者数 0 0 0 1 0

入学者数(A) 0 0 0 1 0

募集定員数(B) ― ― ― ― ― ―

充足率(A/B)(%) ― ― ― ― ― ―

受験者数 1,479 1,275 1,156 1,337 1,365

合格者数 343 317 318 323 353

入学者数(A) 151 155 151 149 153

募集定員数(B) 150 150 150 150 150 150

充足率(A/B)(%) 100.67% 103.33% 100.67% 99.33% 102.00% 0.00%

一般選抜

塾内進学

学校推薦型選抜
（指定校）

外国人留学生
対象入試

帰国生対象入試

学 科 計 101.20%
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学科 1) 職名 2) 氏  名 年齢 性別 学位称号
現職就任
年 月 日 授業時間 4)

年間で平均した

週当り授業時間 5)

細胞の機能と構成分子 6.00 0.20

薬学への招待 1.50 0.05

早期体験学習（薬科学科） ◎ 3.00 0.10

代謝生化学 9.00 0.30

機能生理学２ 7.50 0.25

生化学２ 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

薬学基礎実習 ◎ 18.00 0.60

60.00 2.00

情報・コミュニケーション論 43.50 1.45

早期体験学習（薬学科） ◎ 3.00 0.10

実験法概論 4.50 0.15

アドバンスト情報科学 24.00 0.80

日本薬局方 9.00 0.30

薬事関係法規２ 4.50 0.15

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

化学系薬学演習 12.00 0.40

総合薬学演習１ 3.00 0.10

総合薬学演習２ 5.00 0.16

総合薬学演習３ 4.00 0.13

薬学演習 7.50 0.25

薬学基礎実習 ◎ 35.00 1.16

有機化学実習 ◎ 45.00 1.50

多職種連携体験学習 9.00 0.30

リハビリ体験学習 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

228.50 7.61

薬学への招待 1.50 0.05

薬事関係法規１ 6.00 0.20

薬事関係法規２ 1.50 0.05

疫学・臨床研究演習 6.00 0.20

医薬品の開発と規制 4.50 0.15

生命・研究倫理 院 9.00 0.30

レギュラトリーサイエンス 7.50 0.25

バイオ医薬品とゲノム情報 1.50 0.05

医療・薬剤師倫理 1.50 0.05

医薬統計学 1.50 0.05

英語演習 12.00 0.40

アドバンストレギュラトリーサイエンス海外演習 30.00 1.00

医薬品開発規制学特論 院 9.00 0.30

薬剤疫学・データサイエンス特論 院 3.00 0.10

実務実習事前学習（実習） ◎ 18.00 0.60

112.50 3.75

基礎物理学 22.50 0.75

医療系三学部合同教育（初期） 4.50 0.15

実験法概論 1.50 0.05

薬学基礎実習 ◎ 16.50 0.55

有機化学３ 6.00 0.20

生物有機化学 -生体分子の化学構造- 6.00 0.20

医薬品化学実習 ◎ 49.50 1.65

総合薬学演習１ 3.00 0.10

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

アドバンストレギュラトリーサイエンス海外演習 1.50 0.05

英語演習 12.00 0.40

薬学演習 4.50 0.15

総合薬学演習２ 4.00 0.13

総合薬学演習３ 4.00 0.13

140.00 4.66

薬学科
（薬科学科）

教授

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

教授

薬学科
（薬科学科）

教授

授業担当時間の合計

授業担当時間の合計

（基礎資料７）教員の教育担当状況 

表１．薬学科（６年制）専任教員（基礎資料５の表１）が担当する授業科目と担当時間

授業担当科目 3)

薬学科
（薬科学科）

教授

授業担当時間の合計
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学科 1) 職名 2) 氏  名 年齢 性別 学位称号
現職就任
年 月 日 授業時間 4)

年間で平均した

週当り授業時間 5)
授業担当科目 3)

天然物化学 12.00 0.40

生薬学１ 12.00 0.40

生薬学２ 12.00 0.40

生薬学実習 ◎ 54.00 1.80

漢方概論 3.00 0.10

天然薬物学 4.50 0.15

日本薬局方 1.50 0.05

早期体験学習（薬学科） ◎ 3.00 0.10

早期体験学習（薬科学科） ◎ 6.00 0.20

生理活性物質化学特論 院 3.00 0.10

創薬科学特論 院 1.50 0.05

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

129.00 4.30

薬物治療学５ 9.00 0.30

薬物治療学６ 6.00 0.20

実務実習事前学習（実習） ◎ 18.00 0.60

英語演習 12.00 0.40

医薬品開発規制学特論 院 1.50 0.05

生命・研究倫理 院 1.50 0.05

48.00 1.60

微生物学 7.50 0.25

化学療法学１ 6.00 0.20

化学療法学２ 12.00 0.40

化学療法学３ 4.50 0.15

微生物学実習 ◎ 45.00 1.50

英語演習 12.00 0.40

大学院特別講義 院 1.50 0.05

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

93.00 3.10

早期体験学習（薬学科） ◎ 10.50 0.35

薬学への招待 1.50 0.05

医療・薬剤師倫理 3.00 0.10

実務実習事前学習１ 9.00 0.30

実務実習事前学習３ 1.50 0.05

実務実習事前学習（実習） ◎ 40.50 1.35

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

Introduction to overseas clinical rotation 3.75 0.12

海外アドバンスト実習 ◎ 3.00 0.10

医療人としての倫理 6.00 0.20

地域住民の健康サポート体験学習 9.00 0.30

英語演習 12.00 0.40

臨床薬学特論 院 1.50 0.05

105.75 3.52

化学物質の生体影響 12.00 0.40

栄養と健康 12.00 0.40

公衆衛生と予防薬学 7.50 0.25

英語演習 12.00 0.40

衛生化学実習 ◎ 45.00 1.50

88.50 2.95

薬学への招待 1.50 0.05

薬物動態学２ 6.00 0.20

製剤学１ 12.00 0.40

製剤学２ 6.00 0.20

先端医科学研究 1.50 0.05

薬剤学実習 ◎ 45.00 1.50

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

薬物動態制御学特論 院 1.50 0.05

90.00 3.00

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

教授

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

教授

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

教授
（実務）

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

教授

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

教授

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

教授

66



学科 1) 職名 2) 氏  名 年齢 性別 学位称号
現職就任
年 月 日 授業時間 4)

年間で平均した

週当り授業時間 5)
授業担当科目 3)

早期体験学習（薬学科） ◎ 19.50 0.65

実務実習事前学習１ 1.50 0.05

実務実習事前学習３ 1.50 0.05

実務実習事前学習（実習） ◎ 40.50 1.35

医療・薬剤師倫理 3.00 0.10

漢方概論 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（後期） 4.50 0.15

Introduction to Overseas Clinical Rotation 2.50 0.08

海外アドバンスト実習 ◎ 3.00 0.10

先端医科学研究 1.50 0.05

地域住民の健康サポート体験学習 7.50 0.25

がん専修特論Ⅱ 院 6.00 0.20

臨床薬学特論 院 1.50 0.05

107.50 3.58

薬物治療学１ 4.50 0.15

薬物治療学２ 7.50 0.25

薬物治療学４ 6.00 0.20

病態生化学 3.00 0.10

医療・薬剤師倫理 1.50 0.05

フィジカルアセスメントと画像検査 1.50 0.05

実務実習事前学習５ 1.50 0.05

実務実習事前学習（実習） ◎ 36.00 1.20

英語演習 12.00 0.40

臨床研究導入講義 院 7.50 0.25

81.00 2.70

医薬品情報学１ 12.00 0.40

医薬品情報学２ 1.50 0.05

先端医科学研究 1.50 0.05

実務実習事前学習（実習） ◎ 58.50 1.95

薬事関係法規２ 1.50 0.05

EBMの実践 6.00 0.20

英語演習 12.00 0.40

薬剤疫学・データサイエンス特論 院 1.50 0.05

薬剤情報科学特論 院 3.00 0.10

医療薬学特論 院 3.00 0.10

100.50 3.35

実務実習事前学習１ 3.00 0.10

実務実習事前学習３ 1.50 0.05

医薬品情報学２ 3.00 0.10

実務実習事前学習（実習） ◎ 72.00 2.40

実務実習事前学習４ 3.00 0.10

先端医科学研究 1.50 0.05

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（後期） 4.50 0.15

薬剤情報科学特論 院 3.00 0.10

医療薬学特論 院 3.00 0.10

106.50 3.55

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

教授
（実務）

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

教授

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

教授

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

教授
（実務）
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学科 1) 職名 2) 氏  名 年齢 性別 学位称号
現職就任
年 月 日 授業時間 4)

年間で平均した

週当り授業時間 5)
授業担当科目 3)

早期体験学習（薬学科） ◎ 9.00 0.30

薬学への招待 1.50 0.05

地域住民の健康サポート体験学習 10.50 0.35

社会保障制度と医療 4.50 0.15

地域における薬局と薬剤師 3.00 0.10

医療・薬剤師倫理 4.50 0.15

先端医科学研究 1.50 0.05

実務実習事前学習（実習） ◎ 54.00 1.80

実務実習事前学習５ 6.00 0.20

老年薬学 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

Thai Pharmacy Experience ◎ 27.00 0.90

医療系三学部合同教育（中期） ◎ 4.50 0.15

臨床薬学特論 院 1.50 0.05

142.50 4.75

実務実習事前学習（実習） ◎ 81.00 2.70

医療系三学部合同教育（後期） 4.50 0.15

薬物動態学２ 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

大学院特別講義 院 1.50 0.05

102.00 3.40

個別化治療で活躍するがん専門薬剤師 1.50 0.05

実務実習事前学習３ 1.50 0.05

実務実習事前学習４ 9.00 0.30

臨床薬学特論 院 1.50 0.05

実務実習事前学習（実習） ◎ 103.50 3.45

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（後期） 4.50 0.15

133.50 4.45

早期体験学習（薬学科） ◎ 16.50 0.55

実務実習事前学習（実習） ◎ 67.50 2.25

薬事関係法規２ 1.50 0.05

化学療法学３ 4.50 0.15

医療・薬剤師倫理 3.00 0.10

個別化治療で活躍するがん専門薬剤師 7.50 0.25

医療系三学部合同教育（後期） 4.50 0.15

地域住民の健康サポート体験学習 9.00 0.30

医療・薬剤師倫理 3.00 0.10

実務実習事前学習３ 1.50 0.05

薬学演習 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

海外アドバンスト実習 ◎ 3.00 0.10

がん専修特論Ⅱ 院 3.00 0.10

臨床薬学特論 院 3.00 0.10

142.50 4.75

実務実習事前学習（実習） ◎ 103.50 3.45

実務実習事前学習１ 4.50 0.15

製剤学２ 3.00 0.10

個別化医療 6.00 0.20

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（後期） 4.50 0.15

薬剤情報科学特論 院 1.50 0.05

135.00 4.50

薬物動態学１ 9.00 0.30

薬物動態学２ 1.50 0.05

アプライド薬物動態学 10.50 0.35

薬剤学実習 45.00 1.20

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（後期） 4.50 0.15

薬物動態制御学特論 院 1.50 0.05

84.00 2.80

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

准教授

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

准教授

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

准教授
（実務）

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

准教授
（実務）

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

教授
（実務）

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

教授
（実務）
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学科 1) 職名 2) 氏  名 年齢 性別 学位称号
現職就任
年 月 日 授業時間 4)

年間で平均した

週当り授業時間 5)
授業担当科目 3)

疫学方法論 10.50 0.35

疫学・臨床研究演習 6.00 0.20

医薬品の開発と規制 4.50 0.15

公衆衛生と予防薬学 6.00 0.20

実務実習事前学習（実習） ◎ 18.00 0.60

英語演習 12.00 0.40

アドバンストレギュラトリーサイエンス海外演習 28.50 0.95

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

90.00 3.00

薬科学概論 1.50 0.05

薬物治療学３ 9.00 0.30

フィジカルアセスメントと画像検査 7.50 0.25

病態生化学 1.50 0.05

実務実習事前学習（実習） ◎ 40.50 1.35

英語演習 12.00 0.40

早期体験学習（薬学科） ◎ 3.00 0.10

医療系三学部合同教育（後期） 4.50 0.15

79.50 2.65

免疫学２ 7.50 0.25

薬物治療学２ 4.50 0.15

薬物治療学４ 6.00 0.20

バイオ医薬品とゲノム情報 3.00 0.10

実務実習事前学習（実習） ◎ 40.50 1.35

英語演習 12.00 0.40

Thai Pharmacy Experience ◎ 30.00 1.00

臨床研究導入講義 院 7.50 0.25

111.00 3.70

生命倫理 25.50 0.85

早期体験学習（薬学科） ◎ 12.00 0.40

基礎生物学 22.50 0.75

細胞の機能と構成分子 7.50 0.25

多職種連携体験学習 7.50 0.25

生命科学と倫理 12.00 0.40

心理学概論 3.00 0.10

医療・薬剤師倫理 21.00 0.70

薬学基礎実習 ◎ 14.00 0.46

実務実習事前学習（実習） 27.00 0.90

生物系薬学演習 15.00 0.50

総合薬学演習１ 4.50 0.15

総合薬学演習２ 5.00 0.16

総合薬学演習３ 4.00 0.13

薬学演習 4.50 0.15

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（初期） 4.50 0.15

201.50 6.71

医薬品情報学２ 4.50 0.15

実務実習事前学習（実習） ◎ 103.50 3.45

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（後期） 4.50 0.15

薬剤情報科学特論 院 3.00 0.10

127.50 4.25授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

専任講師
（実務）

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

准教授

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

准教授

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

准教授

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

准教授
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学科 1) 職名 2) 氏  名 年齢 性別 学位称号
現職就任
年 月 日 授業時間 4)

年間で平均した

週当り授業時間 5)
授業担当科目 3)

社会保障制度と医療 4.50 0.15

地域における薬局と薬剤師 1.50 0.05

実務実習事前学習５ 4.50 0.15

薬事関係法規２ 1.50 0.05

臨床薬学特論 院 1.50 0.05

地域住民の健康サポート体験学習 9.00 0.30

知的障がい者との交流から学ぶ 3.00 0.10

リハビリ体験学習 1.50 0.05

医療・薬剤師倫理 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

早期体験学習（薬学科） ◎ 12.00 0.40

実務実習事前学習（実習） ◎ 94.50 3.15

153.00 5.10

実務実習事前学習（実習） ◎ 121.50 4.05

実務実習事前学習４ 1.50 0.05

実務実習事前学習１ 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

薬剤情報科学特論 院 1.50 0.05

医療系三学部合同教育（後期） 4.50 0.15

144.00 4.80

早期体験学習（薬科学科） ◎ 3.00 0.10

機能生理学２ 4.50 0.15

薬学基礎実習 ◎ 18.00 0.60

機能生理学１ 9.00 0.30

細胞の機能と構成分子 1.50 0.05

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

バイオ医薬品とゲノム情報 1.50 0.05

54.00 1.80

薬物治療学３ 3.00 0.10

薬物治療学５ 3.00 0.10

病態生化学 1.50 0.05

薬物治療学６ 6.00 0.20

フィジカルアセスメントと画像検査 1.50 0.05

英語演習 12.00 0.40

27.00 0.90

早期体験学習（薬学科） ◎ 12.00 0.40

実務実習事前学習５ 6.00 0.20

心理学概論 3.00 0.10

実務実習事前学習１ 3.00 0.10

医療・薬剤師倫理 3.00 0.10

地域における薬局と薬剤師 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

地域住民の健康サポート体験学習 10.50 0.35

実務実習事前学習（実習） ◎ 99.00 3.30

151.50 5.05

衛生化学実習 ◎ 45.00 1.50

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（初期） 4.50 0.15

健康食品学 3.00 0.10

栄養情報学演習 4.50 0.15

環境科学 3.00 0.10

72.00 2.40授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

専任講師

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

専任講師

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

専任講師

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

専任講師

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

専任講師

薬学科
（薬科学科）

専任講師

授業担当時間の合計
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学科 1) 職名 2) 氏  名 年齢 性別 学位称号
現職就任
年 月 日 授業時間 4)

年間で平均した

週当り授業時間 5)
授業担当科目 3)

生化学２ 9.00 0.30

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（初期） 4.50 0.15

薬学基礎実習 ◎ 18.00 0.60

実験法概論 6.00 0.20

代謝生化学 3.00 0.10

早期体験学習（薬学科） ◎ 3.00 0.10

早期体験学習（薬科学科） ◎ 3.00 0.10

58.50 1.95

機能生理学１ 6.00 0.20

物理化学３ 4.50 0.15

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（初期） 4.50 0.15

環境科学 3.00 0.10

実務実習事前学習３ 1.50 0.05

薬学基礎実習 ◎ 10.50 0.35

衛生化学実習 ◎ 45.00 1.50

薬理学実習 ◎ 18.00 0.60

薬学演習 6.00 0.20

総合薬学演習１ 3.00 0.10

総合薬学演習２ 4.00 0.13

総合薬学演習３ 5.00 0.16

123.00 4.10

早期体験学習（薬学科） ◎ 15.00 0.50

実務実習事前学習３ 1.50 0.05

臨床薬学特論 院 1.50 0.05

実務実習事前学習（実習） ◎ 90.00 3.00

医療・薬剤師倫理 3.00 0.10

海外アドバンスト実習 ◎ 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（後期） 4.50 0.15

地域住民の健康サポート体験学習 10.50 0.35

がん専修特論Ⅱ 院 9.00 0.30

150.00 5.00

薬物治療学１ 4.50 0.15

病態生化学 1.50 0.05

臨床研究導入講義 院 7.50 0.25

実務実習事前学習（実習） ◎ 40.50 1.35

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（初期） 4.50 0.15

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

免疫学２ 3.00 0.10

78.00 2.60

実務実習事前学習２ 1.50 0.05

英語演習 12.00 0.40

実務実習事前学習（実習） ◎ 148.50 4.95

162.00 5.40

早期体験学習（薬科学科） ◎ 6.00 0.20

有機化学３ 6.00 0.20

生理活性物質化学特論 院 1.50 0.05

生薬学２ 1.50 0.05

医薬分子設計化学 3.00 0.10

天然薬物学 3.00 0.10

生薬学実習 ◎ 54.00 1.80

漢方概論 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

94.50 3.15授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

助教

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

助教

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

助教

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

専任講師

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

専任講師

薬学科
（薬科学科）

専任講師

授業担当時間の合計
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学科 1) 職名 2) 氏  名 年齢 性別 学位称号
現職就任
年 月 日 授業時間 4)

年間で平均した

週当り授業時間 5)
授業担当科目 3)

化学療法学１ 3.00 0.10

微生物学実習 ◎ 45.00 1.50

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

64.50 2.15

微生物学 4.50 0.15

化学療法学１ 3.00 0.10

微生物学実習 ◎ 45.00 1.50

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

69.00 2.30

医療系三学部合同教育（初期） 4.50 0.15

早期体験学習（薬学科） ◎ 3.00 0.10

EBMの実践 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

実務実習事前学習（実習） ◎ 108.00 3.60

130.50 4.35

早期体験学習（薬学科） ◎ 3.00 0.10

実務実習事前学習２ 1.50 0.05

実務実習事前学習４ 1.50 0.05

実務実習事前学習（実習） 94.50 3.15

英語演習 12.00 0.40

Thai Pharmacy Experience ◎ 2.00 0.06

医療系三学部合同教育（後期） ◎ 4.50 0.15

119.00 3.96

薬学基礎実習 ◎ 21.00 0.70

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（初期） 4.50 0.15

有機化学実習 ◎ 54.00 1.80

医薬品化学実習 ◎ 49.50 1.65

生薬学実習 ◎ 54.00 1.80

生化学実習 ◎ 45.00 1.50

微生物学実習 ◎ 45.00 1.50

環境科学 1.50 0.05

総合薬学演習３ 5.00 0.16

291.50 9.71

早期体験学習（薬学科） ◎ 13.50 0.45

地域住民の健康サポート体験学習 7.50 0.25

医療・薬剤師倫理 1.50 0.05

地域における薬局と薬剤師 1.50 0.05

実務実習事前学習（実習） ◎ 67.50 2.25

実務実習事前学習５ 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（後期） 4.50 0.15

111.00 3.70

早期体験学習（薬学科） ◎ 15.00 0.50

実務実習事前学習（実習） ◎ 103.50 3.45

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（後期） 4.50 0.15

地域住民の健康サポート体験学習 7.50 0.25

医療・薬剤師倫理 3.00 0.10

実務実習事前学習３ 1.50 0.05

147.00 4.90

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

助教
（実務）

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

助教

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

助教

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

助教
（実務）

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

助教

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

助教

薬学科
（薬科学科）

助教

授業担当時間の合計
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学科 1) 職名 2) 氏  名 年齢 性別 学位称号
現職就任
年 月 日 授業時間 4)

年間で平均した

週当り授業時間 5)
授業担当科目 3)

早期体験学習（薬科学科） ◎ 6.00 0.20

生理活性物質化学特論 院 1.50 0.05

天然薬物学 4.50 0.15

生薬学２ 1.50 0.05

生薬学実習 ◎ 54.00 1.80

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（初期） 4.50 0.15

創薬科学特論 院 1.50 0.05

85.50 2.85

薬剤学実習 ◎ 45.00 1.50

薬物動態学１ 3.00 0.10

早期体験学習（薬学科） ◎ 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

データサイエンス演習 院 15.00 0.50

78.00 2.60

実務実習事前学習（実習） ◎ 153.00 5.10

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

169.50 5.65授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

助教

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

助教

授業担当時間の合計

薬学科
（薬科学科）

助教
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学科 職名 氏名 年齢 性別 学位 就任年月日 総授業時間
年間で平均した
週当り授業時間

学科 職名 氏  名 年齢 性別 学位
現職就任
年 月 日

総授業時間
年間で平均した
週当り授業時間

早期体験学習（薬科学科） ◎ 3.00 0.10

分析化学 10.50 0.35

実験法概論 1.50 0.05

物理分析学 6.00 0.20

薬学基礎実習 ◎ 21.00 0.70

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（初期） 4.50 0.15

医薬品化学２ 12.00 0.40

薬科学概論 1.50 0.05

早期体験学習（薬学科） ◎ 3.00 0.10

医薬品化学実習 ◎ 49.50 1.65

生物有機化学 -生体分子の化学構造- 6.00 0.20

早期体験学習（薬科学科） ◎ 6.00 0.20

精密有機合成 6.00 0.20

医薬品製造化学 6.00 0.20

医薬分子設計化学 7.50 0.25

生物有機化学 -生体分子の化学反応- 9.00 0.30

医薬品化学１ 6.00 0.20

英語演習 12.00 0.40

生理活性物質化学特論 院 1.50 0.05

創薬科学特論 院 1.50 0.05

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

有機化学１ 21.00 0.70

有機化学演習１Ａ 21.00 0.70

有機化学実習 ◎ 54.00 1.80

有機化学２ 10.50 0.35

有機化学演習１Ｂ 10.50 0.35

英語演習 12.00 0.40

物質機能化学特論 院 1.50 0.05

創薬科学特論 院 1.50 0.05

免疫学１ 12.00 0.40

生化学実習 ◎ 45.00 1.50

細胞の機能と構成分子 6.00 0.20

薬科学概論 1.50 0.05

生化学１ 1.50 0.05

バイオ医薬品とゲノム情報 1.50 0.05

病態生化学 1.50 0.05

先端医科学研究 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

データサイエンス演習 院 15.00 0.50

薬科学科 教授

薬科学科 教授

薬科学科 教授

表３．兼担教員（基礎資料５の表２)が担当する薬学科（６年制)の専門科目と担当時間

授業担当科目

薬科学科 教授

（基礎資料７)教員の教育担当状況（続)

表２．助手（基礎資料５の表２)の教育担当状況

授業担当科目

該当なし
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学科 職名 氏  名 年齢 性別 学位
現職就任
年 月 日

総授業時間
年間で平均した
週当り授業時間

授業担当科目

早期体験学習（薬科学科） ◎ 6.00 0.20

早期体験学習（薬学科） ◎ 3.00 0.10

物理化学２ 10.50 0.35

薬科学概論 1.50 0.05

薬学基礎実習 ◎ 7.00 0.23

物理化学１ 6.00 0.20

薬剤学実習 ◎ 45.00 1.50

英語演習 12.00 0.40

創薬科学特論 院 1.50 0.05

物質機能化学特論 院 1.50 0.05

薬学への招待 1.50 0.05

薬理学１ 7.50 0.25

薬理学２ 6.00 0.20

薬理学３ 6.00 0.20

薬理学実習 ◎ 45.00 1.50

英語演習 12.00 0.40

先端医科学研究 1.50 0.05

薬理学１ 3.00 0.10

薬理学２ 4.50 0.15

薬理学３ 4.50 0.15

英語演習 12.00 0.40

薬理学実習 ◎ 45.00 1.50

生化学１ 10.50 0.35

生化学実習 ◎ 45.00 1.50

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

物理化学１ 10.50 0.35

物理化学３ 3.00 0.10

早期体験学習（薬科学科） ◎ 9.00 0.30

薬学基礎実習 ◎ 7.00 0.23

薬剤学実習 ◎ 45.00 1.50

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

物質機能化学特論 院 1.50 0.05

創薬科学特論 院 1.50 0.05

有機化学実習 ◎ 54.00 1.80

有機化学演習２ 12.00 0.40

有機化学４ 12.00 0.40

英語演習 12.00 0.40

物質機能化学特論 院 3.00 0.10

分析化学 7.50 0.25

物質機能化学特論 院 1.50 0.05

早期体験学習（薬科学科） ◎ 6.00 0.20

薬剤学実習 ◎ 45.00 1.50

早期体験学習（薬学科） ◎ 3.00 0.10

実験法概論 1.50 0.05

英語演習 12.00 0.40

薬学基礎実習 ◎ 7.00 0.23

生化学実習 ◎ 45.00 1.50

細胞の機能と構成分子 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

データサイエンス演習 院 15.00 0.50

薬科学科 専任講師

薬科学科 専任講師

薬科学科 准教授

薬科学科 准教授

薬科学科 准教授

薬科学科 准教授

薬科学科 教授

薬科学科 教授
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学科 職名 氏  名 年齢 性別 学位
現職就任
年 月 日

総授業時間
年間で平均した
週当り授業時間

授業担当科目

有機化学２ 10.50 0.35

有機化学演習１Ｂ 10.50 0.35

有機化学実習 ◎ 54.00 1.80

英語演習 12.00 0.40

物質機能化学特論 院 1.50 0.05

創薬科学特論 院 1.50 0.05

早期体験学習（薬科学科） ◎ 3.00 0.10

実験法概論 3.00 0.10

薬学基礎実習 ◎ 28.00 0.93

物理化学３ 3.00 0.10

物理分析学 6.00 0.20

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

分析化学 3.00 0.10

早期体験学習（薬科学科） ◎ 3.00 0.10

実験法概論 1.50 0.05

薬学基礎実習 ◎ 28.00 0.93

物理化学３ 3.00 0.10

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

医薬品化学実習 ◎ 49.50 1.65

英語演習 12.00 0.40

生理活性物質化学特論 院 3.00 0.10

早期体験学習（薬科学科） ◎ 6.00 0.20

医薬品化学実習 ◎ 49.50 1.65

精密有機合成 6.00 0.20

生物有機化学 -生体分子の化学反応- 3.00 0.10

医薬品化学１ 6.00 0.20

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

生理活性物質化学特論 院 1.50 0.05

創薬科学特論 院 1.50 0.05

早期体験学習（薬学科） ◎ 3.00 0.10

薬理学１ 1.50 0.05

薬理学２ 1.50 0.05

薬理学３ 1.50 0.05

英語演習 12.00 0.40

医療系三学部合同教育（中期） 4.50 0.15

薬理学実習 ◎ 45.00 1.50

薬科学科 助教

薬科学科 助教

薬科学科 助教

薬科学科 助教

薬科学科 専任講師

薬科学科 専任講師
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４年生の在籍学生数 206 名（うち＊144名薬学科，62名薬科学科）

５年生の在籍学生数 141 名

６年生の在籍学生数 157 名

４年生 ５年生 ６年生

配属学生数 配属学生数 配属学生数

1 有機薬化学 3 0 0 3 3 163.4

2 天然医薬資源学 3 3 6 6 15 162.6

3 分子創成化学 3 6 5 6 17 163.7

4 衛生化学 2 7 6 6 19 166.8

5 生化学 3 7 5 5 17 176.4

6 代謝生理化学 3 6 6 5 17 178.1

7 薬理学 3 5 6 6 17 178.0

8 分子腫瘍薬学 3 3 6 6 15 178.1

9 創薬分析化学 3 6 6 6 18 185.2

10 生命機能物理学 3 2 0 2 4 178.3

11 薬剤学 3 4 8 8 20 174.8

12 病態生理学 3 2 8 9 19 178.3

13 薬物治療学 3 4 8 9 21 175.5

14 医薬品開発規制科学 2 4 8 9 21 118.9

15 医薬品情報学 3 2 10 10 22 152.5

16 薬効解析学 3 1 10 11 22 132.0

17 統合臨床薬理学 2 0 0 0 0 161.9

18 臨床薬学 5 0 11 14 25 203.6

19 薬学教育研究センター 5 0 12 13 25 161.7

20
医療薬学・社会連携センター
医療薬学部門

5 0 12 13 25 129.9

21
医療薬学・社会連携センター
社会薬学部門

4 0 8 10 18 125.9

67 62 141 157 360

卒業研究を実施する

研究室の面積（m
2
）

合 計

（基礎資料８）卒業研究の学生配属状況および研究室の広さ

配属講座など 指導教員数 合計
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 代謝生理化学 職名 教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫 2022～2023年

２年次必修「代謝生化学」「機能生理学２」「生化学２」

２ 作成した教科書、教材、参考書 なし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項 2023年7月31日 2024年度からの新カリキュラムについて

   薬学部FDへの参加 2023年3月22日

2022年9月27日 次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌 （巻・号数）等
の名称

共著 2023年9月 FASEB Journal 37(9), e23151

共著 2023年2月
Journal of Lipid Research
64(2), 100329

共著 2022年12月 Communications Chemistry  5(1), 162

共著 2020年11月 iScience 23(12), 101841

A lipidome atlas in MS-DIAL 4. 共著 2020年10月
Nature Biotechnology
 38(10), 1159-1163

発表年・月 学会名

2023年11月 第96回日本生化学会大会

2023年10月 ICBL2023

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2015年10月～2021年3月 文部科学省新学術領域研究「脂質クオリティが解き明かす生命現象」領域代表

2021年10月～現在 JST-ERATO「有田リピドームアトラスプロジェクト」研究総括

2022年10月～現在 慶應義塾大学ヒト生物学-微生物叢-量子計算研究センター（WPI-Bio2Q）副拠点長

2023年8月～現在 JST創発的研究支援事業「有田パネル」プログラムオフィサー

教育および研究活動の業績一覧

氏名 有田 誠

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

Dysregulated ceramide metabolism in mouse progressive
dermatitis resulting from constitutive activation of Jak1.

Computational mass spectrometry accelerates C=C position-
resolved untargeted lipidomics using oxygen attachment
dissociation.

Elucidation of gut microbiota-associated lipids using LC-
MS/MS and 16S rRNA sequence analyses.

講義スライドにイラストを多用し、要点をまとめてわかりやすい説
明を心がけた。また、毎回の講義に質問形式の振り返りレポート
を課し、理解度の確認を行った。授業評価も概ね良好であっ
た。

２．学会発表（評価対象年度のみ）

脂質多様性の時空間的解析を可能にするリピドームアトラス研究

Introduction of the JST-ERATO Lipidome Atlas Project in Japan

Long chain acyl-CoA synthetase 6 facilitates the local
distribution of di-docosahexaenoic acid- and ultra-long-chain-
PUFA-containing phospholipids in the retina to support normal
visual function in mice.
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 薬学教育研究センター 職名 教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2018年度～
現在

2018年度～
現在

2016年度～
現在

2020年度～
現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

2020年11月

2022年2月

2022年4月

2022年6月

2024年3月
(予定)

2024年3月
(予定)

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2021年9月

2022年8月

2022年8月

2022年8月

2023年1月

４ その他教育活動上特記すべき事項

2020年6月22日
2021年11月29日

2019年6月24日
2020年10月26日
2022年2月1日

2022年3月14日
2022年7月25日
2022年9月27日
2023年3月22日
2023年7月31日
2024年3月18日

薬学部FDへ参加

障害者への合理的配慮について
令和時代の薬剤師の役割
実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連携」の強
化について
第5回薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会
利益相反(COI）
次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有
薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会
2024年度からの新カリキュラムについて
薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

薬学部FD講師
授業実施に関わる著作権法等の考え方
倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評価につい
て

オンライン・アプリ版の薬剤師国家試験の問題解説コンテンツを分担執筆した。

SBO21 日本薬局方の意義と構成について説明できる（p142-154）を分担執筆し
た。

医療系の学生や研究者が調べて、まとめて、発表するために必要となる情報リ
テラシーに関する教科書。プレゼンテーションや情報セキュリティについても意
識して執筆した。

新スタンダード薬学シリーズ 第2巻 社会と薬学（東京化学
同人、分担）

「第1章 薬剤師に求められる倫理観とプロフェッショナリズム 1・1・1 なぜ倫理観
が求められるのか」を分担執筆した。

クエスチョン・バンク薬剤師国家試験問題解説（メディックメ
ディア）

スタンダード薬学シリーズⅡ 1 薬学総論 Ⅱ.薬学と社会
第2版（東京化学同人、分担）

生命科学・医療系のための情報リテラシー ～情報検索から
レポート作成,研究発表まで～ 第4版（丸善出版、共著）

薬剤師が行う研究とは～日常業務から研究へ（日本薬剤師
会JPALS）

日本薬剤師会の研究倫理に関するe-ラーニングコンテンツ「研究倫理 入門編
（2022）」の一部として動画教材を提供した。

1年次必修「情報・コミュニケーション論」、2年次選択「アドバ
ンスト情報科学」： 情報活用能力の向上を目指した教育実
践

「情報・コミュニケーション論」では、1学年を3分割してグループワークの方法論
および基礎的な情報リテラシーをPCによる演習で体得する授業計画を実践して
いる。どの演習でも薬学的な題材を自作して使用している（2023年度授業評価
4.3）。2年次の「アドバンスト情報科学」は履修希望者が多いため同じ授業を2コ
マ実施している。この選択科目では特に研究室で質的、量的データを取り扱うこ
とを意識した課題を作成して、学生の興味を引くように工夫している（2023年度
授業評価4.5/4.7）。

1年次必修「薬学基礎実習」：薬学部の実験実習の基盤とな
る実習内容の検討およびグループワークによる実験実習の
基礎体得の工夫

分析化学系実習の一部に、日本薬局方の質量偏差試験を取り入れ、薬学部の
実習として1年生の興味を持たせるように工夫している。また、まとめの回にグ
ループワークを取り入れ、実験安全、データの取扱いなど、上位学年になっても
必要な実験スキルを醸成することを目指している。

スタンダード薬学シリーズⅡ 9 薬学演習 Ⅲ.薬学総論・衛
生薬学（東京化学同人、分担）

第Ⅰ部 基本問題 第1章 薬学教育の概要と学習の在り方 問1・1－問1・2.（p2-
3、28-29）、第V編 アクティブラーニング課題 第Ⅰ部 薬剤師としての基本事項
（薬学総論Ⅰ）課題１（p252）を分担執筆した。

6年次選択必修「総合薬学演習2／3」：グループ学習を取り
入れ自発的な学習習慣の確立

予め指定した範囲を担当して事前に学習し、グループワークで学習した内容を
共有する授業計画を策定し、国家試験の問題を題材にして自主的に知識を確
認、学力を向上させるように工夫している。

保健・医療・福祉系学生交流合同セミナーの主宰を通した
多職種連携教育の実践

医療系だけでなく福祉系学部の学生も含めたワークショップを継続して実施し、
参加学生に他職種との連携の重要性を認識する機会を提供している。

第7回日本薬学教育学会大会 (オンライン開催) にて研究指導学生が発表し、
優秀発表賞を受賞した。

初年次教育と専門科目を連携した情報活用教育モデル（薬
学）.

2021年度 私立情報教育協会 教育イノベーション大会 分科会F（オンライン開
催）にて、自身の授業内容を教育モデルとして紹介した。

コロナ禍における薬学部での遠隔授業への対応と学生の反
応

2022年度 私立情報教育協会 分野連携アクティブ・ラーニング対話集会(栄養・
医療系分野G（オンライン開催）にて講演。

薬学部における多職種連携教育の現状について
第54回日本医学教育学会大会（高崎）特別シンポジウム「多職種連携教育の潮
流とそのインパクト―今後の展望と可能性－」にて講演。

薬学生の情報倫理観を醸成する学習プログラムの構築
第7回日本薬学教育学会大会 (オンライン開催) にて研究指導学生が発表し、
優秀発表賞を受賞した。

教育および研究活動の業績一覧

氏名 石川 さと子

教育実践上の主な業績 概 要

倫理・コミュニケーションに係るルーブリック評価表を用いた
薬学生の自己評価 －学年横断的な解析－
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2020年1月28日
2021年1月26日
2022年1月12日
2023年1月30日
2024年1月29日

継続中

2020年3月
～2022年3月

継続中

継続中

～2023年3月

継続中

2019年4月
～現在

2019年4月
～現在

2021年3月

2023年8月

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌（巻・号数）等の名称

共著 2021年 文京学院大学総合研究所紀要（第21巻）

共著 2021年7月 薬学教育（第5巻） 日本薬学教育学会

共著 2023年10月 薬学教育（第7巻） 日本薬学教育学会

発表年・月 学会名

2023年7月 第55回日本医学教育学会大会 (長崎)

2023年7月 第55回日本医学教育学会大会 (長崎)

2023年7月 第55回日本医学教育学会大会 (長崎)

2023年8月 第8回日本薬学教育学会大会 (熊本)

2023年9月 第56回日本薬剤師会学術大会 (和歌山)

2024年3月 日本薬学会第144年会 (横浜)

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2012年4月～2023年6月 公益社団法人東京都薬剤師会 理事

2016年7月～現在 公益社団法人日本薬剤師会 臨床・疫学研究推進委員会委員、臨床・疫学研究審査委員会委員

2017年4月～現在 特定非営利活動法人薬学共用試験センター 理事、広報委員会委員長、問題管理委員会委員

2018年10月～現在 一般社団法人日本薬学教育学会 理事、編集委員会委員、倫理教育委員会委員

2019年4月～2024年3月 一般社団法人薬学教育評価機構 評価委員会委員

2020年6月～現在 一般社団法人日本医学教育学会 多職種連携教育部会 部会員

医療系三学部合同教育（初期、中期）ワーキンググループメ
ンバー

2019年度までは初期教育、2020年度から中期教育のWGメンバーとして年1回
のプログラムの企画、運営に携わっている。

三学部合同教育FDへ参加

三学部合同教育で扱うべきプロフェッショナリズム教育
オンライン教育の実践
多職種連携教育カリキュラムの開発
これからの医療系三学部合同教育を考えよう！
医療系三学部特別実習から新たな学びの場を考えよう！

薬学教育協議会 ヒューマニティ関連教科担当教員会議 世
話人顧問

本教員会議設立時より会議の運営に携わり、世話人代表を経て現在は顧問とし
て参画している。

コロナ禍においても継続して実現可能な環境整備と学生、
教員への情報提供

学習指導副主任として学習指導主任に協力し、教室、実習室の整備、学事日
程の調整、学生支援に貢献するとともに、教員に対する遠隔授業実施や著作権
に関する情報提供を行った。

実習委員会委員長
学部実習全体を俯瞰し、実習室、講義室を有効かつ効率的に活用できる体制
を確立すると共に、実習室の設備更新に関して管財課に要望して実現させた。
また、実習支援派遣職員の採用を実現した。

学生によるCBT対策の支援
3年次の最後に学生向けの共用試験説明会を行った後、学生有志によるCBT
対策学生実行委員会が予備校による講習会を実施する活動を支援している。

薬剤師国家試験問題データベース「TopNET II」の運用
薬剤師国家試験・学内試験の過去問題を検索し、学生の自習または教員の授
業組み立て、問題作成に寄与するシステムをクラウドサーバー上に構築、運用
している。

CBT実施委員会委員、システム管理者として、CBTの遠隔
な実施に貢献

システム管理者として、これまでのCBTを大きなトラブルなく円滑に実施してい
る。

薬学共用試験CBT―2022年度結果について

2022年度薬学共用試験報告

グループ学習における多職種連携コンピテンシー自己評価票の妥当性・信頼性
の検証

2019年度学事振興資金 （慶應義塾大学) 「薬学を先導する人材の基盤形成に
必要な基礎実習プログラムの構築」
2021年度学事振興資金（慶應義塾大学）「薬学生の情報倫理観を醸成する継
続的な学習プログラムの構築」

ICTを活用した低学年と高学年の相互評価による主体的な学
び

新型コロナウイルス禍における遠隔授業への対応と対面授業
実施に向けた取り組み ―アンケート結果を交えたふり返り.

ワークショップ「新コアカリ準拠：現場での実践につながる「研
究倫理教育」を考えてみよう！ ～薬局でのインフォームド・
コンセント場面を題材に～」

塾内競争資金による教育方法に関する研究の実践

第8回日本薬学教育学会大会 (熊本) のワークショップにファシリテーターとして
参加し、動画教材を使った授業プランニングについて参加者とともに考えた。

薬学部における教育実践に対する表彰 慶應義塾大学薬学部 学部長賞（教育）

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

臨床学生版多職種連携コンピテンシー自己評価票の妥当性・信頼性の検証

薬学共用試験CBTの結果解析―2023―

薬学部1年次生の化学への学修意欲を涵養するグループワー
クの実践と効果

品質劣化が疑われたビャクジュツ末の保管について
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2021年9月、2022年8月、2023年8月 文部科学省 薬学教育者のためのワークショップ 実行委員、ファシリテーター

2023年1月～現在 日本環境変異原ゲノム学会 企画委員会委員

2023年9月～現在 内閣府 食品安全委員会 動物用医薬品専門調査会専門委員

2023年10月～現在 一般社団法人日本薬系学会連合 パブリシティ委員会広報部門委員会 副委員長
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2019年11月～現在

2023年8月〜現在

日本薬剤疫学会 理事長

Associate Editor, Pharmacoepidemiology and Drug Safety

84



（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 薬学教育研究センター 職名 教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

有機化学3（機器分析） 2012年度〜現在

生物有機化学 2012年度〜現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

2021年10月1日

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへの参加 2019年6月24日 薬学部FD：障害者への合理的配慮について

2020年6月22日 薬学部FD：授業実施に関わる著作権法等の考え方

2020年10月26日 薬学部FD：令和時代の薬剤師の役割

2021年11月29日

2022年2月1日

2022年3月14日

2022年7月25日 薬学部FD：利益相反(COI）

2022年9月27日 薬学部FD：次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

2023年3月22日

2023年7月31日 薬学部FD：2024年度からの新カリキュラムについて

医療系三学部合同教育FDへの参加 2021年1月26日

2023年1月30日

CBT実施委員会委員長 2014年度〜現在

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2023年10月 Drug Metabol Pharmacokinet,52 

共著 2023年1月 Bioorg Med Chem Lett,80

共著 2022年4月 Drug MetabolPharmacokinet,43 

共著 2021年11月 Chem Res Toxicol,34

共著 2021年1月 Nat Commun,12

発表年・月 学会名

2024年3月 日本薬学会第144年会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2014年4月～現在 日本薬物動態学会 代議員

2019年4月～現在 日本薬学会 代議員

2019年2月～2020年3月 厚生労働省「芳香族アミン取扱事業所で発生した膀胱がんの業務上外に関する検討会」検討委員

2020年4月～現在 Editorial Advisory Board for Drug Metabolism and Pharmacokinetics

p62/SQSTM1-droplet serves as a platform for autophagosome
formation and anti-oxidative stress response

講義内容を十分定着させるために、事前に演習問題を配
付し、講義後該当する問題を解いて復習することを促し
た。また、定期試験前には解説動画を公開した（2023年度
授業評価4.4）。

医薬品化学実習と連携し、実際に実習で合成した化合物
や周辺化合物の機器データを使い解析演習を行い、実践
的な解析法を習得させた（2023年度授業評価4.1）。

スタンダード薬学シリーズⅡ 化学系薬学Ⅱ 生体分子・医薬品
の化学による理解, 日本薬学会編, 東京化学同人

SBO19（代表的な生体分子の代謝反応を有機化学の観点
から説明できる）、SBO20（異物代謝の反応を有機化学の
観点から説明できる）、SBO41（イオンチャネルに作用する
医薬品の代表的な基本構造の特徴を説明できる）を分担
執筆（改訂）

CBT実施委員長としてCBTを円滑に実施している。

3学部合同教育FD：これからの医療系三学部合同教育を
考えよう！

薬学部FD：倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評
価としてのルーブリック評価について

3学部合同教育FD：オンライン教育の実践

薬学部FD：実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整
機構が目指す「三薬連携」の強化について

薬学部FD：薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラー
との懇談会

薬学部FD：薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇
談会

教育および研究活動の業績一覧

氏名 大江知之

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

側鎖にアセトアミド構造を有するナフタレン誘導体の細胞内Nrf2活性化効果

Development of a fluorescent-labeled trapping reagent to
evaluate the risk posed by acyl-CoA conjugates

Fullerene derivatives as inhibitors of the SARS-CoV-2 main
protease

Synthesis and evaluation of tofacitinib analogs designed to
mitigate metabolic activation

Development of a Fluorescent-Labeled Trapping Reagent to
Detect Reactive Acyl Glucuronides
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2020年4月～現在 薬学協議会薬科学担当教員会議委員

2023年4月～現在 日本薬学会関東支部幹事

86





（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 薬物治療学講座 職名 教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

「薬物治療学５」、「薬物治療学６」 2023年

２ 作成した教科書、教材、参考書 2022年3月

2020年6月

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項 2019年6月24日

2020年6月22日

薬学部FDへ参加 2021年11月29日

2022年2月1日

2022年3月14日

2022年7月25日

2022年9月27日

2023年3月22日

2023年7月31日

2024年3月18日

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌（巻・号数）等の名称

共著 2019年4月 Cell Reports Vol.27 No.4

共著 2020年11月 Cell Vol.183 No.5

共著 2021年5月 Cell Stem Cell Vol.28 No.5

共著 2022年3月 Cancer Cell Vol.40 No.3

共著 2023年2月
Nature Reviews Gastroenterology &
Hepatology Vol.20 No.7

発表年・月 学会名

2023年9月 第82回日本癌学会学術総会

2023年9月 第82回日本癌学会学術総会

2023年9月 第82回日本癌学会学術総会

2023年9月 第82回日本癌学会学術総会

2023年9月 第82回日本癌学会学術総会

教育および研究活動の業績一覧

氏名 齋藤 義正

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

膵管上皮細胞におけるドライバー遺伝子変異とマウス生着能・生存率の関連性

Establishment of Patient-Derived Organoids and Drug
Screening for Biliary Tract Carcinoma

An Organoid Biobank of Neuroendocrine Neoplasms Enables
Genotype-Phenotype Mapping

Building consensus on definition and nomenclature of hepatic,
pancreatic, and biliary organoids

Hepatobiliary tumor organoids for personalized medicine: a
multicenter view on establishment, limitations, and future
directions

薬物治療学5および6を担当し、主に消化器疾患、がん終末期、痛風、
腎臓疾患、神経疾患などの病態生理や薬物治療について講義を行
なった。最新の医療情報を学生に提供できるように、慶應病院での外来
診療を継続している。講義内で演習を行なったり、実際の国家試験の
問題を解くなどして理解を深める工夫をした。スライドが見やすく理解し
易かったなどの評価があった。

NEO薬学シリーズ Principal Pharmacotherapy 改訂3版

図解 腫瘍薬学

肺がん細胞に特徴的なCOPB2の細胞間輸送

IDH1変異を有するヒト胆道がんに対するMCL-1阻害薬の有用性の可能性：患者
由来ヒト胆道がんオルガノイドを用いた解析

   血中における細菌由来RNAの検出と肝がん診断への応用

ドラッグリポジショニングを用いた肝内胆管癌の新たな治療方法の検討

「障害者への合理的配慮について」

「授業実施に関わる著作権法等の考え方」

「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会」に参加予定

「利益相反(COI）」

「倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評
価について」

「実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連
携」の強化について」

「第5回薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会」

「次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有」

「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会」

「2024年度からの新カリキュラムについて」

Criteria for preclinical models of cholangiocarcinoma:
scientific and medical relevance
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2023年9月 第82回日本癌学会学術総会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2014年～現在 日本癌学会評議員

2016年～現在 日本消化器病学会評議員

2011年〜現在 日本潰瘍学会評議員

2018年～現在 日本ヘリコバクター学会代議員

2019年～現在 日本抗加齢医学会評議員

胆管がんにおける19番染色体マイクロRNAクラスター発現の重要性
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 分子腫瘍薬学講座 職名 教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

「微生物学」、「化学療法学１」、 2023年

「化学療法学２」、「化学療法学３」、「微生物学実習」

２ 作成した教科書、教材、参考書 なし なし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし なし

４ その他教育活動上特記すべき事項 2023年7月31日 「2024年度からの新カリキュラムについて」

薬学部FDへ参加 2024年3月18日

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名称

共著 2019年2月 Oncogene vol.38

共著 2022年2月 Cell Reports vol.38 No.5

共著 2022年7月 Molecular Cell vol.82 No.14

共著 2023年12月 Science Advances, in press

発表年・月 学会名

2023年5月 DiaMond Cardiovascular Seminar

2023年5月 第3回JOHBOC学術総会

DNA損傷により惹起される免疫制御系リガンド発現調節機構 2023年6月 第23回日本抗加齢医学会総会

2023年7月 日本核酸医薬学会第８回年会

2023年11月 PTCOG-AO & ISTPT2023

2023年11月 PTCOG-AO & ISTPT2023

放射線治療時に生じるDNA損傷を起因とする免疫制御因子の制御機構 2023年12月
日本放射線腫瘍学会第36回学術大会:学会合同シンポジウム（日本
放射線影響学会）

2023年12月 日本量子医科学会 第３回学術大会

2024年3月
日本放射線腫瘍学会教育委員会/日本放射線腫瘍学会生物部会主
催第14回放射線生物学セミナー

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2020年6月～現在 日本放射線影響学会 学術評議員

2023年7月～現在 京都大学 放射線生物研究センター 客員教授

2023年9月～現在 日本放射線腫瘍学会 生物学会幹事

2022年～現在 DNA Repair (Editorial Board)

2022年～現在 Frontiers in Aging (Editorial Board)

微生物学（２年）、化学療法学１（２年）、化学療法学２（２年），化学療法学３（３年）を担当して
た。それぞれ細菌ウイルス学、抗菌薬、がん治療薬について講義を行った。講義では学生が参
加できるように、講義内で確認テストを行い、学生からも好評価を得ている。また微生物学実習
では、事前講習と実技において、無菌操作、細菌検査、抗菌薬感受性試験の手技を教育し
た。

PARP阻害剤治療時に発生するDNA損傷応答と抗腫瘍免疫の関連性

放射線照射が誘発するDNA二本鎖切断修復の経路選択機構

Comprehensive single cell analysis demonstrates radiotherapy-
induced infiltration of macrophages expressing
immunosuppressive genes into tumour in oesophageal squamous
cell carcinoma

DNA damage promotes HLA class I presentation by stimulating a
pioneer round of translation-associated antigen production

RAP80 suppresses the vulnerability of R-loops during DNA
double-strand break repair

DNA damage repair and signaling after high LET particle irradiation

DNA double-strand break induction and its repair after high LET particle
irradiation

Mechanisms underlying DNA double-strand break repair pathway choice

教育および研究活動の業績一覧

氏名 柴田 淳史

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

DNA損傷応答により惹起される免疫リガンド発現制御機構

放射線DNA損傷とその応答システム

「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会」に参加予定

Base excision repair regulates PD-L1 expression in cancer cells
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学薬学部 講座名
医療薬学・社会連携センター
医療薬学部門 職名 教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

「実務実習事前学習１」 2021年9月

2022年9月

２ 作成した教科書、教材、参考書 2019年4月

2023年6月

2024年1月 今日の治療指針 TDM 2024年度版（南江堂）

2024年2月

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 2021年3月

2023年1月

2024年2月

４ その他教育活動上特記すべき事項 2022年9月

2023年8月

2023年9月

2022年1月

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名
称

共著 2019年9月 YAKUGAKU ZASSHI vol.139 No.9

共著 2020年6月 YAKUGAKU ZASSHI vol.140 No.6

共著 2021年8月
ACS Medicinal Chemistry Letters, vol.12
No.9

共著 2022年8月
ACS Medicinal Chemistry Letters, vol.13
No.10

共著 2023年3月 Journal of Natural Medicine vol.77 No.2

発表年・月 学会名

2023年8月 第8回日本薬学教育学会大会（熊本）

2023年9月
第11回日本くすりと糖尿病学会学術集会・シンポジ
ウム（神戸）

2023年11月 第33回日本医療薬学会年会・シンポジウム（仙台）

今日の臨床サポート 改訂第4版 小児薬用量の考え方と小児薬物療法におけ
る注意点（小児科）（エルゼビア・ジャパン株式会社）

教育および研究活動の業績一覧

氏名 鈴木 小夜

教育実践上の主な業績 概 要

2020年からの新型コロナ感染症拡大に伴い、事前学習1の講義は2020年度オ
ンデマンド（授業評価無し）、2021、2022年度はハイブリッド形式となったためオ
ンライン受講学生に向けた講義資料や話し方に留意した。授業評価（総合評
価）はそれぞれ4.5、4.3であり、コロナ禍前2019年度の4.5とほぼ変わらない講
義を実施することができたと考える。

 Design, Synthesis, and Monoamine Oxidase B Selective Inhibitory Activity
of N-Arylated Heliamine Analogues.

 Ingenol mebutate inhibits the growth of pancreatic cancer cells in vitro via STING with
an eficacy comparable to that of clinically used anticancer agents.

２．学会発表（評価対象年度のみ）

フィードバックと省察ワークシートによる介入が病院実務実習生のプロフェッショナリズム評
価と省察能力に与えた影響

医療人のプロフェショナリズムと専門性

International exchange programs in pre-graduate pharmacy education in Keio University
Faculty of Pharmacy.

令和5年度 同志社女子大学薬学部 FD「薬学教育におけるプロフェッショナリズ
ム」

症例で学ぶ疫学・生物統計学 : 臨床研究入門（翻訳）（原著：Epidemiology and
Biostatistics. An Introduction to Clinical Research, Second Edition）（朝倉書
店）

３学部合同教育FD「多職種連携教育カリキュラムの開発」（その他、2019～
2023年度に薬学部FD 11回、3学部合同教育FD 4回に参加）

１．著書・論文等の名称

薬学実務実習が実習生の薬学専門教育の知識定着及び再構築に
与える影響

実務実習生の薬学専門科目に対する自己効力感は実務実習での成
功体験に影響を与える

 Design, synthesis, and monoamine oxidase inhibitory activity of (+)-
cinchonaminone and its simplified derivatives.

新スタンダード薬学シリーズ 第2巻 社会と薬学．「第1章 1・4・1 プロフェッショ
ナルとは」（東京化学同人）

2019年度実務実習教科担当教員会議・薬学臨床系教員連絡会議 合同会議．
「務実習生のプロフェッショナル意識向上に向けた評価ツールP-MEXの適用と
取り組み」

日本学術会議・公開シンポジウム. 「薬学教育の立場から医療プロフェッショナ
リズムを考える」

第13回日本薬剤師レジデントフォーラム．教育講演「薬剤師とプロフェショナリ
ズム～多視点から考える～」

第32回 日本医療薬学会年会シンポジウム「薬学教育における医療人プロ
フェッショナリズム教育について考える」

令和5年度 横浜市立大学医学部 医学科・看護学科合同FD「薬学教育におけ
るプロフェッショナリズム」
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 医薬品情報学講座 職名 教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫 2022-2023年

2018年度〜現在

2018年度〜現在

2019年度〜現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

2023年4月

2021年9月

2021年3月

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2022年7月

2021年12月

2021年6月

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへの参加 2019年6月24日 障害者への合理的配慮について

2020年6月22日 授業実施に関わる著作権法等の考え方

2020年10月26日 令和時代の薬剤師の役割

2021年11月29日

2022年2月1日

2022年3月14日 第5回薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会

2022年7月25日

2022年9月27日 次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

2023年3月22日 薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

2023年7月31日 2024年度からの新カリキュラムについて

2024年3月18日

3学部合同教育でのファシリテーター
2018-2022年度

（2020年度を除く）

倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評
価について

実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連
携」の強化について

利益相反(COI）

3年次必修「医薬品情報学1」

授業内容の要点が理解しやすいレジュメの作成を心がけた．臨床事例
に基づいた演習を取り入れるとともに，毎回の講義後に小テストを実施
して学生の理解度を確認した．LMSを通じて学生からの質問や意見を
常時受け付け，次回以降の講義やオンデマンドでの補足動画配信で
学生からの質問等への解説を行うことで，学生全体の理解を深めるよう
に努めた．授業評価も概ね良好であった．

図解 医薬品情報学 改訂5版（南山堂）

セルフメディケーション/一般用医薬品・漢方薬・保健機能食
品（中山書店）

医薬品情報学 第5版（東京大学出版）

共同執筆

編者，共同執筆

共同執筆

オンラインで実施した医薬品情報実習の実践に関する発表

副作用報告に関連した教育の実態調査についての発表

教育および研究活動の業績一覧

氏名 堀里子

教育実践上の主な業績 概 要

3年次必修「実務実習事前学習（実習）」：
オンラインを活用した医薬品情報実習の実践

新型コロナウイルス感染症の影響を受け，2020年12月〜1月の医薬品
情報実習をすべてオンラインで実施した．180分の実習であるが，こまめ
に休憩を挟んだり，zoomのブレイクアウトルームを利用したりなど，オン
ラインでもグループワークが円滑に進められるように工夫した．実際，学
生からは対面での実習と遜色ない評価を得た（第24回医薬品情報学会
学術大会にて発表）．2021年からは，オンラインを併用する医薬品情報
実習をデザインし，学生から高い評価を得ている．

4年次選択「EBMの実践」：
グループワークを組み込んだ講義・演習の実践

オンラインを用いた医薬品情報実習の実践と評価（第24回医薬品情報学会学
術大会）

実務実習事前学習（実習）で学んだEBMの実践/医薬品の比較評価に
関する内容の発展として，グループワークを中心とした講義・演習を展
開している．2020年のコロナ禍においてはフルオンラインのグループ
ワークを中心とした実習をデザインし，継続的な講義・演習が供給でき
るように工夫した．2023年度の授業評価では，回答者数は限定的であ
るものの非常に高い評価を得た.

医薬関係者による副作用報告の質向上に向けた情報連携のあり方：医薬品・医
療機器等安全性情報報告制度に関する薬学部教育（AMED眞野班 2021年度
第一回WEB講演会）

薬学部を有する大学・薬科大学を対象とした副作用報告に関連した教育の実
態調査（第23回日本医薬品情報学会学術大会）

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

後期教育（信濃町キャンパス，2021-2022はオンライン）
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 薬効解析学講座 職名 教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

「実務実習事前学習（実習）」 2020年度～現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

2019年4月20日 ベーシック薬学教育シリーズ19 薬物治療学(第2版) p413-479

2020年1月25日 今日の治療薬2020

2021年1月1日 今日の診断指針 2021年度版 p294-295,1603

2021年1月25日 今日の治療薬2021

2022年1月1日 今日の診断指針 2022年度版 p294,1595

2022年1月25日 今日の治療薬2022

2023年1月1日 今日の診断指針 2023年度版 p279,1563-1564

2023年1月25日 今日の治療薬2023

2023年9月2日 薬がみえる vol.3 第2版 p130-182

2024年1月25日 今日の治療薬2024

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへの参加 2019年6月24日 「障害者への合理的配慮について」に参加

2020年10月26日

2022年2月1日

2022年7月25日

2023年7月31日

2024年3月18日

OSCE実施委員会 2019年12月1日

2020年12月6日

2021年12月5日

2022年12月4日

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌 (巻・号数）等の名称

共著 2023年5月 Clinical Microbiology and Infection vol.29 No.5

共著 2023年4月
Journal of Antimicrobial Chemotherapy vol.78
No.4

共著 2023年2月
Journal of Cachexia, Sarcopenia and Muscle
vol.14 No.1

共著 2022年11-12月
International Journal of Antimicrobial Agents
vol.60 No.5-6

共著 2022年9月 Journal of Controlled Release vol.349

実務実習事前学習（実習）でワクチン接種の手技ならびにアナフィラキ
シーに対する対応に関する実習をフィジコ等を用いて始めた。

2021年度～現在

Development of an optimised and practical pharmacokinetics/
pharmacodynamics analysis method for aztreonam/
nacubactam against carbapenemase-producing K. 
pneumoniae.

The G protein-coupled receptor ligand apelin-13 ameliorates 
skeletal muscle atrophy induced by chronic kidney disease.

教育および研究活動の業績一覧

氏名 松元一明

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

OSCE実施委員長

「実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連
携」の強化について」に参加

OSCE実施委員長

「利益相反(COI）」に参加

「2024年度からの新カリキュラムについて」に参加

「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会」に参加

OSCE実施委員長

OSCE実施委員長

「令和時代の薬剤師の役割」に参加

実務実習事前学習（実習）で閉鎖式混合システム（ファシール）を用い
た抗がん薬調整実習を始めた。

松元一明 他. 2022年度第14回薬学共用試験OSCEの結果解析. 第8
回日本薬学教育学会大会. 講演要旨集163頁.

2023年8月20日

Fecal pharmacokinetics/pharmacodynamics characteristics 
of fidaxomicin and vancomycin against Clostridioides 
difficile infection elucidated by in vivo feces-based 
infectious evaluation models.

In vitro effects of diazabicyclooctane β-lactamase 
inhibitors relebactam and nacubactam against three 
subspecies of Mycobacterium abscessus complex.

Methemoglobin-albumin clusters for the treatment of 
hydrogen sulfide intoxication.
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 社会薬学部門 職名 教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

「地域における薬局と薬剤師」、「実務実習事前学習5」

２ 作成した教科書、教材、参考書

2022年3月

2020年3月

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2023年7月

2023年7月

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへの参加 2019年6月24日

2020年6月22日

2020年10月26日

2021年11月29日

2022年2月1日

2022年3月14日

2022年7月25日

2022年9月27日

2023年3月22日

2023年7月31日

2024年3月18日

３学部合同教育FDへの参加 2020年1月28日

2022年1月12日

2023年1月30日

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌（巻・号数）等の名称

共著 2023年 in press Drug Discoveries & Therapeutics

共著 2023年9月 Neuropsychopharmacology Reports

共著 2022年12月 Drug Discoveries & Therapeutics

共著 2022年10月 医療薬学

「地域における薬局と薬剤師」、「実務実習事前学習5」等の科目責任者
を担当し、保険薬局の役割、薬剤師に関連する制度、関連法改正の薬
剤師業務への影響、OTC医薬品を用いたセルフメディケーションの実
践、在宅医療、高齢者のポリファーマシー対策など幅広く薬局薬剤師
の業務に関連する領域の講義を行なった。最新の薬剤師業務を学生
に提供できるように、附属薬局の薬局長および保険薬剤師として調剤・
服薬指導業務を継続している。講義内で最新の薬系記事を紹介した
り、講義内容に関連する国家試験の問題を解くなどして講義内容に関
心が高まる工夫をした。受講生の評価を独自に収集し、講義の活舌や
スライドについて良好な評価を得た。

Lack of information on gender differences in the package inserts of
prescription drugs in Japan.

Inhibition of the dorsomedial striatal direct pathway is essential for
the execution of action sequences.

教育および研究活動の業績一覧

氏名 山浦 克典

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

筒井和斗，小林典子，中村友紀，岩田紘樹，山浦克典: 実務実習を修
了した上級生が関わるセルフメディケーション実習の学修効果. 薬学教
育（論文発表）

セルフケアとＯＴＣ医薬品（改訂2版） 山浦克典 監修 ネオメディカル

セルフケアとＯＴＣ医薬品（改訂版） 山浦克典 監修 ネオメディカル

山浦克典：大学教育における褥瘡の学びと実習の重要性．第31回クリ
ニカルファーマシーシンポジウム (シンポジスト講演)

「授業実施に関わる著作権法等の考え方」に参加

「倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評
価について」に参加

「実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連
携」の強化について」に参加

「第5回薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会」に参加

「利益相反(COI）」に参加

「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会」に参加

「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会」に参加予
定

「2024年度からの新カリキュラムについて」に参加

Most dentists approve of oral health check-ups for local residents at
community pharmacies and desire collaboration with community
pharmacists.

「障害者への合理的配慮について」に参加

診療所が保有する患者情報の共有による薬局における効果的な服薬
フォローアップ法確立のための探索研究

「多職種連携教育カリキュラムの開発」に参加

「令和時代の薬剤師の役割」に参加

「三学部合同教育で扱うべきプロフェッショナリズム教育」に参加

「次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有」に参加

「これからの医療系三学部合同教育を考えよう！」に参加
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 統合臨床薬理学講座 職名 教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

2023年4月

2023年11月

前職での実績
2022年11月

（前職での実績）

2020年7月
（前職での実績）

２ 作成した教科書、教材、参考書 2020年10月26日

2022年3月30日

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項 2023年7月31日

    薬学部FDに参加 2024年3月18日

OSCE実施委員会 2024年6-12月

 【FD】教員による授業評価の実施
毎年（前職での実
績）

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号
数）等の名称

共著 2023年4月
Biological and Pharmaceutical
Bulletin vol.46 No.8

共著 2022年10月
Pharmaceutical Research vol.39
No.10

共著 2022年1月
CPT: Pharmacometrics & Systems
Pharmacology vol.11 No.1

共著 2021年10月 PloS one vol.16 No.10

共著 2020年1月 Scientific Reports vol.10 No.1

発表年・月 学会名

2023年12月
第44回日本臨床薬理学会学術総
会

2023年11月 第33回日本医療薬学会年会

2023年9月
第17回次世代を担う若手のための
医療薬科学シンポジウム

  １ 教育内容・方法の工夫
必修科目「実務実習事前学習（実習）」

Population pharmacokinetic modeling of GS-441524, the
active metabolite of remdesivir, in Japanese COVID-19
patients with renal dysfunction.

Effect of riboflavin deficiency on development of the cerebral
cortex in Slc52a3 knockout mice.

Serum Concentrations of Infliximab and IL-6 for Predicting
One-Year Discontinuation of Infliximab Treatment Owing to
Secondary Non-response in Patients with Rheumatoid
Arthritis.

N-terminus of Etanercept is Proteolytically Processed by
Dipeptidyl Peptidase-4.

Potential application of measuring serum infliximab levels in
rheumatoid arthritis management: A retrospective study
based on KURAMA cohort data.

教育および研究活動の業績一覧

氏名 米澤 淳

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

添付文書から薬の腎クリアランス（腎排泄）をどう読み解くか？

抗体医薬品の TDM 研究〜「実臨床に繋げる」を志して〜

「2024年度からの新カリキュラムについて」

いま、あらためて薬物相互作用マネジメントを議論しよう～手引き・症例検討・展
望～

薬学演習Ⅰ（スタンダード薬学シリーズⅡ-9）問8・27〜8・
32、発展問題27

実務実習において、病院側（京大病院）の受け入れ担当と
して、コロナ禍でも実施可能なオンラン実習や感染対策の
体制を構築した。

医療DXを見据えて、実務実習におけるテレプレゼンスシス
テム「窓」を活用したオンライン吸入指導実習を導入した。

他の教員の講義を聴講して報告書として講義聴講アンケー
トを提出する

OSCE実施委員会に参加

薬学科4年生を対象に、実務実習事前学習（実習）として、
服薬指導等のコミュニケーション実習を実施した。仮想症例
を設定し、患者からの情報聴取や服薬指導の演習を行なっ
た。模擬患者に参加いただき、実際の臨床現場や共用試
験を意識した学習の機会を提供した。

薬学科3年生を対象に、実務実習事前学習（実習）として、
コンピュータを用いた薬物投与設計（TDM）実習を実施し
た。仮想症例を設定し、臨床的に妥当な（実現可能な）形で
提案できるよう指導した。

臨床製剤学（改訂第５版）P335-361

「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会」
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Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2016年1月～現在 日本薬物動態学会代議員

2017年3月～現在 日本医療薬学会代議員

2018年4月～現在 日本医療薬学会学術第4小委員会委員長

2023年11月～現在 日本臨床薬理学会社員
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 臨床薬学講座 職名 准教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫 2019年〜2023年

  実務実習事前学習３、実務実習事前学習４

実務実習事前学習（実習）

２ 作成した教科書、教材、参考書 2022年 知っておきたいOTC医薬品 第３版. 東京化学同人.

2021年

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項 2023年7月31日 2024年度からの新カリキュラムについて

  薬学部FDへの参加 2023年3月22日 薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

2022年9月27日 次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名
称

共著 2023年
Japanese Journal of Drug Informatics. 24:196-
205(2023)

共著 2023年 Journal of Cancer, 14:676-688(2023)

共著 2022年
Pharmacogenetics and Genomics, 33:242-245
(2022)

共著 2021年
International Journal of Pharmaceutics, 596
(2021)

共著 2020年 Die Pharmazie, 75:548-553 (2020)

発表年・月 学会名

2023年11月 第33回日本医療薬学会年会

2023年3月 日本薬学会第143年会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2023年〜現在 日本医療薬学会: 2023年度医療薬学学術第1小委員会, 委員長

2020年〜現在 厚生労働省 総務課: 薬剤師試験委員

2020年〜2021年 日本医療安全調査機構:「医療事故調査・支援センター」センター調査個別調査部会員

2017年〜現在 日本医療薬学会 代議員

Prognostic model of baseline medications plus neutrophil-to-
lymphocyte ratio in patients with advanced non-small-cell
lung cancer receiving first-line immune-platinum regimen: A
multicenter retrospective study

Cancer genomic medicine in Japan and the roles of
pharmacists.
Effect of a lever aid on hand strength required for using a
handheld inhaler correctly

Review of clinical studies on the nocebo effect.

教育および研究活動の業績一覧

氏名 青森 達

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

カフェインの副作用説明の有無とノセボ効果に関する研究

自然言語処理システム MedNER-J を用いた薬剤管理指導記録の分析

フィジカルアセスメントに基づく症例解析と薬物治療. 京都廣川書店

代表的な疾患に対する薬剤師としてのアプローチを学習させる科目に
おいて、症例を提示しどのようフォローアップすべきか、演習を交えて指
導している。薬物治療学や薬理学、薬物動態学など、別個に学習した
知識を統合して活用することを指導。

Effect of catechol-O-methyltransferase genotype on self-
reported efficacy and activity changes in the brain prefrontal
area in response to a caffeine placebo
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学薬学部 講座名 医療薬学・社会連携センター
医療薬学部門 職名 准教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2022年4月

２ 作成した教科書、教材、参考書

2021年9月

2022年3月

2022年8月

2023年7月

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2021年10月

2023年11月

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへ参加 2020年6月

2020年10月

2022年2月

2022年3月

2022年7月

2022年9月

2023年3月

2023年7月

2021年1月

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌  （巻・号数）等の名
称

共著 2021年5月 Frontiers in Oncology vol.11

共著 2021年11月 Frontiers in Oncology vol.11

共著 2022年4月 Scientific Reports vol.12

共著 2023年7月 Scientific Reports vol.13

共著 2023年8月 薬学雑誌（第143巻第8号）

発表年・月 学会名

2023年8月 第8回日本薬学教育学会大会（熊本）

2023年11月 第33回日本医療薬学会年会（仙台）

薬剤師が実践すべき副作用へのロジカルアプローチ その
症状, きちんと評価できていますか？（南江堂）

めまい・耳鳴（p217-227）を分担執筆した。

「早期体験学習（薬学科）」、「実務実習事前学習」、「実務実
習」

実務家教員として、薬剤師に求められる技能・態度を指導した。2018年度～現在

「個別化治療で活躍する専門薬剤師」

「化学療法学3」、「個別化治療で活躍するがん専門薬剤師」 2023年度～現在

がん専門薬剤師として、抗がん剤や支持療法などのがん薬物療法にお
ける薬剤師の担う役割を講義した。

 三学部合同教育FDへ参加 オンライン教育の実践

Principal Pharmacotherapy. 改訂3版（ネオメディカル） 乳がん（p632-636）を分担執筆した。

検査値と画像データから読み解く 薬効・副作用評価マニュ
アル（医学書院）

調剤と情報【こんなときはどの検定?臨床研究から学ぶ"逆引
き"統計】（じほう）

第31回日本医療薬学会年会（オンライン）にてポスター発表。

第33回日本医療薬学会年会（仙台）にてポスター発表。

授業実施に関わる著作権法等の考え方

令和時代の薬剤師の役割

実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連携」の強化
について

第5回薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会

利益相反(COI）

次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

2024年度からの新カリキュラムについて

教育および研究活動の業績一覧

氏名 河添 仁

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

フィードバックと省察ワークシートによる介入が病院実務実習生のプロフェッショナ
リズム評価と省察能力に与えた影響

病院薬剤師のキャリアビジョンに対する意識調査

Absolute Lymphocyte Count Predicts Immune-related Adverse
Events in Patients with Non-small-cell Lung Cancer Treated with
Nivolumab Monotherapy: A Multicenter Retrospective Study

改訂コアカリに準拠した実務実習において実習生のパ
フォーマンスレベルはルーブリック形式の概略評価を用いて
測定できる

実習生の実務実習終了時における到達度評価を向上させ
る要因の検討

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

腫瘍マーカー・がん関連遺伝子検査（p399-407）を分担執筆した。

分散分析と多重比較編（p294-307, 395-399）を分担執筆した。

Prognostic Value of Baseline Medications plus Neutrophil-to-
Lymphocyte Ratio in the Effectiveness of Nivolumab and
Pembrolizumab in Patients with Advanced Non-Small-Cell Lung
Cancer: A Retrospective Study

Proton pump inhibitors affect capecitabine efficacy in patients with
stage II–III colorectal cancer: a multicenter retrospective study

Clinical and biomarker factors affecting survival in patients with
platinum-sensitive relapsed ovarian cancer receiving olaparib
monotherapy: a multicenter retrospective study

病院薬剤師のキャリアビジョンに対する意識調査
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Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2022年3月～現在

2022年4月～現在

2022年6月～現在

2023年7月～現在 日本病院薬剤師会 令和5年度学術第6小委員会「病院薬剤師の働き方・キャリア支援」研究班

日本がん薬剤学会 研究推進委員会

日本臨床腫瘍薬学会 実地研修委員会

日本臨床腫瘍薬学会 理事
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 薬効解析学講座 職名 准教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

「実務実習事前学習（実習）」 2021年4月

２ 作成した教科書、教材、参考書

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへ参加 2019年6月24日

2020年6月22日

2020年10月26日

2021年11月29日

2022年2月1日

2022年7月25日

2022年9月27日

2023年7月31日

2024年3月18日

三学部合同教育FDへ参加 2020年1月28日

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名
称

共著 2020年 3月
Journal of Pharmacology and Experimental
Therapeutics vol.372 No.3

共著 2021年 8月
Drug metabolism and disposition: the
biological fate of chemicals vol.50 No.6

共著 2021年 9月 Journal of Controlled Release vol.337

共著 2022年 9月 Journal of Controlled Release vol.349

共著 2023年12月 Toxicology and Applied Pharmacology vol.481

発表年・月 学会名

2023年12月 第30回 日本血液代替物学会 年次大会

2024年 3月 日本薬学会第144年会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2019年2月～2024年1月 日本薬学会関東支部市民講座企画委員

2022年2月～2023年1月 日本薬学会関東支部市民講座企画委員長

2022年4月～現在 日本血液代替物学会理事

2022年4月～現在 日本薬剤学会代議員

「次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有」

「2024年度からの新カリキュラムについて」

「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会」

「障害者への合理的配慮について」

「授業実施に関わる著作権法等の考え方」

「令和時代の薬剤師の役割」

「倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評
価について」

「実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連
携」の強化について」

「利益相反(COI）」

ヘモグロビン小胞体投与が薬物動態関連タンパク質に与える影響

Liposome-encapsulated methemoglobin as an antidote against
cyanide poisoning

Methemoglobin-albumin clusters for the treatment of
hydrogen sulfide intoxication

Elucidating the binding properties of methemoglobin in red
blood cell to cyanide, hydrosulfide, and azide ions using
artificial red blood cell

「グループワーク「三学部合同教育で扱うべきプロフェッショナリズム教
育」」

Carbon monoxide rescues the developmental lethality of
experimental rat models of rhabdomyolysis-induced acute
kidney injury

Augmented clearance of nivolumab is associated with renal
functions in chronic renal disease model rats.

教育および研究活動の業績一覧

氏名 田口和明

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

良質な薬物治療を目指したアカデミア創薬・育薬研究

製剤化のサイエンス (改訂11版)
分担執筆 (担当： 第2部第3章、第3部第1章 p298-313.)

ワクチン接種とフィジカルアセスメントを関連させた実習を開始した。

特になし

2022年3月12日
出版
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 医薬品開発規制科学講座 職名 准教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2019年4月～現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

2020年 3月

2021年 4月

2022年 4月

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

2019年6月24日

2020年6月22日

2020年10月26日

2021年11月29日

2022年2月1日

2022年3月14日

2022年7月25日

2022年9月27日

2023年3月22日

2023年7月31日

2024年3月18日

2020年度～現在

2019年度

2020～2023年度

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2021年2月 BMC Geriatrics vol.21

共著 2021年10月 Environ Health Prev Med. vol.26 No.1

共著 2022年6月 Pharmacoepidemiology and Drug Safety vol.31 No.6

共著 2022年9月 Vaccines vol.10 No.9

共著 2023年7月 薬剤疫学 vol.28 No.1

発表年・月 学会名

2023年11月 第28回日本薬剤疫学会学術総会（京都）

2023年12月 第44回日本臨床薬理学会学術総会（神戸）

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2019年 6月～現在 一般社団法人日本疫学会 代議員

2020年 4月～現在 一般社団法人日本社会薬学会 代議員

2021年11月～現在 一般社団法人日本薬剤疫学会 評議員

2022年 4月～現在 公益社団法人 日本薬学会 学術誌編集委員

薬学部FDへ参加

国試対策委員会

3年次「医療・薬剤師倫理」ファシリテーター

三学部合同教育（初期、中期、後期）ファシリテーター

学生のSGDのファシリテーターを行い、円滑かつ活発な議論を促した。

薬剤師国家試験への対策について活動した。

実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連携」の強化について

第5回薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会

利益相反(COI）

次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

2年次必修「公衆衛生と予防薬学」、3年次必修「医薬品の開発
と規制」、3年次選択「疫学方法論」、6年次選択「疫学・臨床研
究演習」

疫学、臨床試験等について講義を行った。最新の研究事例の紹介や、
実際にデータを扱う演習等を通して、学生の興味を引き出す授業を心
掛けた。授業評価も概ね良好であった。

薬学統計AtoZ（京都廣川書店, 共著）

高等学校保健体育科検定教科書「新高等保健体育」（大修館書店, 分担）

新高等学校保健体育・指導ノート 保険偏（大修館書店, 分担）

医療統計に関する薬学生向けの教科書。基礎から臨床まで様々な項目をわかりやすく解説した。

教育および研究活動の業績一覧

氏名 原 梓

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

電子診療録由来の診療情報データベースを用いた日本の2型糖尿病患者におけ
る臨床的惰性の実態調査

Systems approachを用いた抗菌薬の安定供給に関する検討

「医薬品の制度とその活用」について執筆した。

「医薬品の制度とその活用」について執筆した。

授業実施に関わる著作権法等の考え方

令和時代の薬剤師の役割

倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評価について

障害者への合理的配慮について

治療効果に関する仮説を評価するリアルワールドエビデンス研究の再
現性向上に向けた調和プロトコルテンプレート（HARPER日本語版）：
ISPE/ISPOR 合同タスクフォースの実施基準に関する報告

2024年度からの新カリキュラムについて

学生のSGDのファシリテーターを行い、円滑かつ活発な議論を促した。

Behavioral changes and hygiene practices of older adults in Japan
during the first wave of COVID-19 emergency

Lifestyle Behaviors Associated with the Initiation of Renal
Replacement Therapy in Japanese Patients with Chronic Kidney
Disease: A Retrospective Cohort Study Using a Claims Database
Linked with Specific Health Checkup Results

Comparison of the incidence of bleeding between baloxavir marboxil
and other anti-influenza drugs among outpatients with influenza virus
infection: a retrospective cohort study using an employment-based
health insurance claims database in Japan

Real-Time Survey of Vaccine Safety of the mRNA-1273 SARS-CoV-
2 Vaccine in Workplace Vaccination at Keio University

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 病態生理学講座 職名

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

２ 作成した教科書、教材、参考書

2021年6月

2021年8月

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへ参加 2019年6月24日 障害者への合理的配慮について

2020年6月22日 授業実施に関わる著作権法等の考え方

３学部合同教育FD 2021年1月26日 オンライン教育の実践

薬学部FDへ参加 2021年11月29日

2022年2月1日

2022年3月14日

2022年7月25日 利益相反(COI）

2022年9月27日

2023年3月22日

2023年7月31日 2024年度からの新カリキュラムについて

2024年3月18日

2019年～2022年

CBT・国試対策委員会委員

2019年～2022年 医療系三学部合同教育にファシリテーターとして参加

医療系三学部合同教育ファシリテーター 2019年～2023年

OSCE実施委員会委員

慶應義塾学生総合センター委員 2021年～2023年

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌（巻・号数）等の名称

共著 2020年10月 Vaccines vol.8 No.4

共著 2022年2月
International Journal of Hematology vol.115
No.4

（論文）Characteristics of a novel target antigen against
myeloma cells for immunotherapy.

OSCE実施委員会委員として、成績入力責任者、領域責任者、副責
任者として円滑なOSCE運営に尽力した。

慶應義塾学生総合センター委員として学生生活全般について関与

CBT・国試対策委員会委員として、主に医療薬学系分野の国試対
策に尽力した。

教育および研究活動の業績一覧

氏名 松下 麻衣子

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評
価について

実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連
携」の強化について

第5回薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会

（論文）Novel treatment strategies utilizing immune reactions
against chronic myelogenous leukemia stem cells.

単著 2021年11月 Cancers vol.13 No.21

（論文）Integrin β5 and β7 expression in lenalidomide-
resistant multiple myeloma cells.

フィジカルアセスメントに基づく症例解析と薬物治療（京都廣
川書店、分担）

関節リウマチの病態および治療について分担執筆した（p59-62）

臨床薬学テキストシリーズ 血液・造血器/感染症/悪性腫瘍
（中山書店、分担）

貧血概論および鉄欠乏性貧血を含む各種貧血の病態および治療につ
いて分担執筆した（p26-35、p47-48）

2019年-現在

主に臨床免疫学、薬物治療学に関する教育に関わり、「薬物治療学」、
「症例検討」など複数の科目を担当してきた。幅広い内科疾患につい
て、基礎知識だけでなく最新の薬物治療に関する知識について教育
し、また臨床症例を提示することで薬剤師としての実践能力につながる
講義をこころがけ、各年度の授業評価も好評であった。

「免疫学２」、「バイオ医薬品とゲノム情報」、「薬物治療学2」、
「薬物治療学４」「D1実務実習事前学習（入院、調剤２、症例検
討）」
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発表年・月 学会名

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2019年1月～現在 慶應義塾大学医学部生涯教育研修セミナー委員会委員

2019年1月～現在 一般社団法人日本免疫治療学会運営委員

2022年5月～現在 一般社団法人日本骨髄腫学会調査研究委員会委員

２．学会発表（評価対象年度のみ）

多発性骨髄腫に対して免疫原性細胞死を誘導する天然物由来化合物の安全性
と有効性の検討

2023年5月 第48回日本骨髄腫学会学術集会（東京）

エピジェネティック因子CDYL2は多発性骨髄腫におけるレナリドミド感受性を減弱
する

2023年5月 第48回日本骨髄腫学会学術集会（東京）

Pharmaceuticals Pharmaceuticals vol.16 No.10

（論文） GTN057, a komaroviquinone derivative, induced
myeloma cells' death in vivo and inhibited c-MET tyrosine
kinase

共著 2023年4月 Cancer Medicine Cancer Medicine vol.12 No.8

（論文）Immunomodulatory Effect of Proteasome Inhibitors via
the Induction of Immunogenic Cell Death in Myeloma Cells

共著 2023年10月
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 薬学教育研究センター 職名 准教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2016年度〜現在

2017年度〜現在

2022,2023年度

２ 作成した教科書、教材、参考書

2021年10月

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2022年11月

４ その他教育活動上特記すべき事項

2018年度〜現在 FD企画、開催準備と実施

2022,2023年度

2014年度〜現在

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名
称

なし

発表年・月 学会名

2023年8月 第8回日本薬学教育学会大会（熊本）

2024年3月 日本薬学会第144年会（横浜）

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2018年〜現在 日本薬理学会学術評議員

2022年〜現在

2023年10月〜現在

2023年10月〜現在

3年次薬学科必修「医療・薬剤師倫理」：倫理観の醸成を目指
した教育実践

教育および研究活動の業績一覧

氏名 横田惠理子

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

倫理系教育における意見創出を促す取組み

低学年におけるロールプレイングを用いたコミュニケーション教育の効果

１年次薬学科必修「生命倫理」、２年次選択「生命科学と倫
理」：倫理観の醸成を目指した教育実践

グループワークを主体とし、思考と対話を繰り返す授業を行っている。コ
ロナ禍では、遠隔でグループワークを行い、発表に対する質問票の提
出と回答作成を通して考えを深めることを促した。（2023年度授業評価：
生命倫理4.2、生命科学と倫理3.9）

１年次選択「基礎生物学」：生物系専門科目を学ぶ上で必要と
なる基礎知識の定着（対象は、高校での生物未履修者）

当事者（重篤な副作用被害者、薬害被害者、薬物乱用経験者）の講
演、意見表出を促すためのウェブアンケートや質問票の活用、薬剤師と
患者の会話場面のロールプレイイングの実施、シナリオを使用した事例
検討など、様々な手法を取り入れて実践している。

FD委員会

国試対策委員会

内閣府食品安全委員会専門委員（栄養成分関連添加物ワーキンググループ）

内閣府食品安全委員会 研究・調査企画会議事後評価部会構成員

日本生命倫理学会授業法研究部会幹事

動画を含む予習用教材の提供、興味を持たせ理解を深めるための演
習の実施、学習内容確認を目的としたウェブアンケートを利用したクイ
ズの作成と実施。（2023年度授業評価3.9）

人体の成り立ちと生体機能の調節:以下の作問および課題作成を行
なった。問14•4〜14•9、14•22〜14•30、17•8,10,12、Act 55,56

スタンダード薬学シリーズⅡ9薬学演習Ⅱ.基礎科学（東京化学
同人、分担）

グループワーク実施にあたっての工夫〜質問票とウェブアン
ケートの利用

第34回日本生命倫理学会年次大会（オンライン開催）ワークショップ「語
り合おう！-生命倫理教育における実践上の工夫の共有」で報告

国家試験結果などをもとにした学生の学力分析、学部教育の妥当性検
討、学習到達度試験問題の査読

医療系三学部合同教育コアメンバー（初期プログラム担当）

多職種連携教育の１つである医療系三学部合同教育で、１年生を対象
とした初期プログラムを担当している。三学部の教員からなるワーキング
グループと共に、グループワークを主体とした教育を企画、運営してい
る。2015年度からは、謎解きゲームを取り入れた教育を実施している。
コロナ禍では、三学部の学生（約360名）を対象に遠隔で実施した。ま
た、三学部の教員を対象とした合同FDの企画、運営にも携わっている。
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

慶應義塾大学 医薬品情報学講座 専任講師

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2022年度〜現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

2020年1月

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2023年6月

2023年11月

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへ参加 2022年9月27日

2023年3月22日

2023年7月31日

継続中 OSCEを大きなトラブルなく円滑に実施している。

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名称

共著 2023年1月 European journal of clinical pharmacology vol.79 No.3

共著 2023年2月 European Journal of Cancer vol.180

共著 2023年3月 Journal of Neurology vol.270 No.7

共著 2023年3月 Journal of Intensive Care vol.11 No.1

共著 2023年5月 The Journal of Clinical Pharmacology vol.63 No.8

発表年・月 学会名

2023年6月 第25回日本医薬品情報学会総会・学術大会

2023年11月
第33回日本医療薬学会年会（臨床研究推進委員会企画
シンポジウム）

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2019年4月～2022年3月 北海道大学薬学部ＳＰ（模擬患者）会

2020年7月～2022年6月 北海道TDM研究会 役員

2021年6月～2022年5月 一般社団法人 慶應義塾大学薬学部KP会福島塾企画委員会

2022年2月～現在 日本薬学会 医療薬科学部会 事務局

教育および研究活動の業績一覧

今井 俊吾

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

2024年度からの新カリキュラムについて

第25回日本医薬品情報学会総会・学術大会シンポジウムにて講演

3年次必修「医薬品情報学2」 臨床研究デザインに関する講義を担当。自らの臨床経験に基づき立案し、実際
に遂行した臨床研究事例を紹介することで、具体的かつリアリティのある講義とな
ることを心がけた。2022年度の授業評価では、学生より授業終了時の小テストの
設問の解釈が難しいとの指摘をいただき、2023年度ではその点の改善をおこなっ
た。

臨床薬学テキストシリーズ 循環器／腎・泌尿器／代謝／内分泌
（中山書店）

高血圧の章（p14-20）を分担執筆した。

D-3-4 医薬品情報の応用と創生：研究計画の立案をどのように教育
するか？

新時代における薬学生と薬学卒の教育論～臨床と学部の教育を知る
立場から～

Increased risk of Lambert-Eaton myasthenic syndrome (LEMS) in
small cell lung cancer patients treated with immune checkpoint
inhibitor

Dysautonomia associated with immune checkpoint inhibitors

Onset timing and duration of augmented renal clearance in a mixed
intensive care unit

Detection of vaccine adverse events before package insert revisions
using a Japanese spontaneous reporting system

２．学会発表（評価対象年度のみ）

マスメディアによる「くすりの危険性」に関する報道に起因した患者相談の実態調査

医療ビッグデータと機械学習のチカラで、患者アウトカム改善を目指す！

第33回日本医療薬学会年会シンポジウムにて講演

次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

OSCE実施委員会委員、円滑なOSCEの実施に貢献

Use of Japanese big data from electronic medical records to
investigate risk factors and identify their high-risk combinations for
linezolid-induced thrombocytopenia
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 社会薬学部門 職名 専任講師

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

3年次必修「社会保障制度と医療」 2019年度～現在

２ 作成した教科書、教材、参考書
2020年3月

2022年3月

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへ参加 2019年6月24日

2020年6月22日

2020年10月26日

2021年11月29日

2022年2月1日

2022年7月25日

2023年7月31日

2024年3月18日

三学部合同教育FDへ参加 2023年1月30日

医療系三学部合同教育ファシリテーター 2019年度～現在

OSCE実施委員会委員 2019年度～現在

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名
称

共著 2019年6月 Heliyon Heliyon vol.5 No.6

共著 2019年7月 Drug discoveries & therapeutics vol.13 No.3

共著 2020年12月 Drug Discoveries & Therapeutics vol.14 No.6

共著 2022年12月 Drug Discoveries & Therapeutics vol.16 No.6

共著 2023年12月 Drug Discoveries & Therapeutics（in press）

２．学会発表（評価対象年度のみ） 発表年・月 学会名

2023年4月 第20回日本口腔ケア学会総会・学術大会

2024年3月 日本薬学会第144年会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2021年4月～現在 日本口腔ケア学会 評議員

2022年5月～現在 日本老年薬学会 評議員

2022年7月～現在 東京都港区薬剤師会 理事

教育および研究活動の業績一覧

氏名 岩田 紘樹

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

「利益相反(COI）」に参加

「2024年度からの新カリキュラムについて」に参加

「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会」に参加

「グループワーク「これからの医療系三学部合同教育を考えよう！」」に
参加

3年次「社会保障制度と医療」では、日本の医療保険制度や調剤報酬
について、自身の保険薬局薬剤師としての実務経験を踏まえて講義を
行っている。最新の算定ルールに沿って処方箋の調剤報酬を計算する
演習も実施し、4～5年次の実務実習でも必要となる実践的な考え方を
養えるよう工夫している。学生からは、演習を通して報酬算定の理解が
深まったとの意見が多く得られている。

「授業実施に関わる著作権法等の考え方」に参加

「令和時代の薬剤師の役割」に参加

「倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評
価について」に参加

「実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連
携」の強化について」に参加

健康サポート薬局における口腔ケアの取組み～唾液による口腔内環境チェックや
オーラルフレイルチェック～

薬局での心電図測定と心房細動啓発による病識及び予防行動への影響

NEO薬学シリーズ11 セルフケアとOTC医薬品 改訂2版（ネオメディカ
ル）便秘、下痢・腹痛、痔、口腔疾患

NEO薬学シリーズ11 セルフケアとOTC医薬品 改訂版（ネオメディカ
ル）便秘、下痢・腹痛、痔

「障碍者への合理的配慮について」に参加

各年1～2回、初期・中期・後期いずれかのファシリテーターを務める

領域責任者として、OSCEの円滑な実施に注力している

Lack of information on gender differences in the package
inserts of prescription drugs in Japan

Expression of precipitating factors of pruritus found in humans
in an imiquimod-induced psoriasis mouse model

A survey on awareness of the "finger-tip unit" and medication
guidance for the use of topical steroids among community
pharmacists

Patient satisfaction with oral health check-ups at a
community pharmacy and their effect on oral self-care habits
and dental consultation behavior

Most dentists approve of oral health check-ups for local
residents at community pharmacies and desire collaboration
with community pharmacists
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 薬効解析学講座 職名 専任講師

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2020年4月～現在

2021年4月～現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

2018年4月～現在

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 特になし

４ その他教育活動上特記すべき事項

2019年6月24日

2020年6月22日

2020年10月26日 薬学部FD「令和時代の薬剤師の役割」へ企画・参加

2021年11月29日

2022年2月1日

2022年3月14日

2022年7月25日

2022年9月27日

2023年3月22日

2023年7月31日

2024年3月18日

2020年1月28日

2021年1月26日

2018年4月18日

2019年9月21日

2022年4月23日

2023年4月22日

2018年4月1日

2017年9月1日

2018年4月1日

2018年4月～2020
年4月、2023年4月

～現在

三学部合同FD「オンライン教育の実践」へ参加

薬学部FD「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会」企
画・参加

薬学部FD「2024年度からの新カリキュラムについて」企画・参加

教育および研究活動の業績一覧

氏名 榎木裕紀

教育実践上の主な業績 概 要

薬学部FD「障害者への合理的配慮について」企画・参加

実務実習事前学習（実習）で閉鎖式薬物混合システムを用いた抗がん
剤調製の実技実習を導入した。

実務実習事前学習（実習）でワクチン接種ならびにアナフィラキシー
ショックに対するフィジカルアセスメントの実技実習を導入した。

実務実習事前学習（実習）

薬学部FD「授業実施に関わる著作権法等の考え方」へ企画・参加

薬学部FD「倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルー
ブリック評価について」企画・参加

薬学部FD「実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指
す「三薬連携」の強化について」企画・参加

薬学部FD「第5回薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会」企
画・参加

薬学部FD「利益相反(COI）」企画・参加

薬学部FD「次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有」企画・参加

薬学部FD「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会」企
画・参加

動物実験施設運営委員会として動物実験施設の円滑な運営に貢献。

実習委員会として、医療系実習（実務実習事前学習（実習））の円滑な実
施に貢献

医療系三学部合同教育（初期、中期、後期）ファシリテーター

実務実習事前学習（実習）実習書 実務実習事前学習（実習）の実習書の分担執筆を行った。

FD委員会としてFDの実施に貢献

動物実験施設運営委員会として動物実験施設の円滑な運営に
貢献

実習委員会として実習の円滑な実施に貢献

OSCE実施委員会の拡大委員としてOSCEの円滑な実施に貢
献

OSCE実施委員会拡大委員ならびに領域副責任者としてOSCEの円滑な
実施に貢献。

FDの企画運営を行った。

三学部合同後期プログラムファシリテーター

三学部合同中期プログラムファシリテーター

三学部合同後期プログラムファシリテーター

三学部合同後期プログラムファシリテーター

薬学部FD 企画・参加

三学部合同教育FDへ参加
三学部合同FD グループワーク「三学部合同教育で扱うべきプロフェッ
ショナリズム教育」へ参加
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2019年4月～2020
年3月

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名
称

共著 2023年10月
FASEB BioAdvances
Vol.5(No. 10)

共著 2023年5月
SHOCK
Vol.59(No.3)

共著 2023年2月
Journal of Cachexia and Sarcopenia Muscle
Vol.14(No.1)

共著 2021年12月
Journal of Cachexia and Sarcopenia Muscle
Vol.12(No.6)

共著 2019年6月
Biological and Pharmaceutical Bulletin
Vol.42(No.9)

発表年・月 学会名

2024年9月 日本薬学会関東支部大会第68回

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2016年4月 日本医療薬学会会員

2016年9月

2017年3月

2017年9月

2017年9月

2018年4月

2022年1月

2023年7月

2023年4月～現在 日本薬学会関東支部市民講座企画委員

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

サルコペニアに対する治療薬候補の探索研究

A combination of 5/6- nephrectomy and unilateral ureteral
obstruction model accelerates progression of remote organ
fibrosis in chronic kidney disease

遺伝子組み換え実験委員会として遺伝子組み換え実験ならびに研究用
微生物を用いた実験の円滑な実施に貢献

日本老年医学会会員

日本抗加齢学会会員

日本筋学会会員

遺伝子組み換え実験委員会として学内の関連実験の円滑な実
施に貢献

日本サルコペニア・フレイル学会会員

日本薬学会会員

日本化学療法学会会員

日本老年薬学会会員

Sciatic denervation-induced skeletal muscle atrophy is
associated with persistent inflammation and increased mortality
during sepsis

The G protein-coupled receptor ligand apelin-13 ameliorates
skeletal muscle atrophy induced by chronic kidney disease

Advanced oxidation protein products contribute to CKD-
induced muscle atrophy by inducing oxidative stress via
CD36/NADPH oxidase pathway

Sarcopenia in Chronic Kidney Disease: Factors, Mechanisms,
and Therapeutic Interventions
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 代謝生理化学 職名 専任講師

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2年次必修「機能生理学２」 2023年9月22日

２ 作成した教科書、教材、参考書 なし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項 2023年7月31日 2024年度からの新カリキュラムについて

2022年7月25日 利益相反(COI）

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等
の名称

共著 2022年8月 The EMBO Journal e110476

単著 2020年10月 実験医学 38, 995-998

共著 2020年1月 Biological Chemistry 401, 877-890

単著 2019年9月 Nature 575, 361-365

発表年・月 学会名

2023年10月 第17回メタボロームシンポジウム

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2022年12月～現在 日本生化学会 正会員

酸素欠乏によるミトコンドリアタンパク質のリプログラミング

薬学部FDへ参加

Regulation of mitochondrial plasticity by the i-AAA protease
YME1L.

Lipid signaling drives proteolytic rewiring of mitochondria by
YME1L.

担当講義(機能生理学２)について、受講学生128名からの評価で
平均4.1以上(5点満点)の評価を得た。授業レジュメを見やすく重
要ポイントをわかりやすいように作成し、授業の振り返りレポートを
利用して授業内容の定着を図っている。

教育および研究活動の業績一覧

氏名 大場陽介

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

精巣に特徴的な脂質分子種の時空間リピドミクス解析

Regulation of mitochondrial proteostasis by the proton
gradient
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 薬物治療学講座 職名 専任講師

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

薬物治療学3（分担） 2019年度～現在

薬物治療学5（分担） 2019年度～現在

薬物治療学6（分担） 2019年度～現在

病態生化学（分担） 2019年度～現在

フィジカルアセスメントと画像検査（分担） 2019年度～現在

病院・薬局訪問（分担） 2019年度～現在

実務実習報告会（分担） 2019年度～現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

講義資料・動画の作成 2019年度～現在

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

第5回 日本薬学教育学会大会（共同演者） 2020年9月

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへの参加 2019年6月24日

2020年6月22日

2020年10月26日

2021年11月29日

教育および研究活動の業績一覧

氏名 木村真規

教育実践上の主な業績 概 要

泌尿器系、生殖器系疾患の薬、病態、薬物治療(1)、(2)
（コア・カリSBO：E2(3)-3-6、E2(3)-3-4、E2(7)-8-11）につ
いての２コマの講義を行った。コロナ禍では録画オンディ
マンド配信、対面・遠隔配信・録画オンディマンド配信の
ハイブリット講義などを行った。

糖尿病の薬、病態、治療(1)、(2)（コア・カリSBO：E2(5)-1-
1）について２コマの講義を行った。コロナ禍では録画オン
ディマンド配信、対面・遠隔配信・録画オンディマンド配信
のハイブリット講義などを行った。

肥満の病態生理学・病態生化学についての１コマの講義
を行った。コロナ禍では録画オンディマンド配信、対面・
遠隔配信・録画オンディマンド配信のハイブリット講義など
を行った。

骨・関節・カルシウム代謝疾患の薬、病態、治療(1)、(2)
（コア・カリSBO：E2(2)-3-2、E2(2)-3-3、E2(2)-3-4）につい
ての２コマの講義と内分泌系疾患の薬、病態、治療(1)、
(2)（コア・カリSBO：E2(5)-2-4、E2(5)-2-5、E2(5)-2-2、
E2(5)-2-3、E2(5)-2-5）についての２コマの講義を行っ
た。コロナ禍では録画オンディマンド配信、対面・遠隔配
信・録画オンディマンド配信のハイブリット講義などを行っ
た。また授業改善の為の授業評価アンケートを実施し、比
較的高評価を得てスライド・講義資料の改善にも活用し
た。

運動負荷試験と運動療法についての１コマの講義を行っ
た。コロナ禍では録画オンディマンド配信、対面・遠隔配
信・録画オンディマンド配信のハイブリット講義などを行っ
た。

学生の実務実習先に対して、アドバイザー初回訪問とし
ての電話面談を行った。

学生の実務実習先で開催された実習成果発表会にオン
ラインリモート会議システムを用いて遠隔参加した。

全ての講義において講義資料(PDF)を作成し、授業支援
システム・Canpas LSMなどを用いてオンラインでの事前配
布を行った。またコロナ禍では録画オンディマンド配信や
対面・遠隔同時配信・録画オンディマンド配信のハイブ
リット講義などを行った。

「障害者への合理的配慮について」に参加した。

「授業実施に関わる著作権法等の考え方」に参加した。

「令和時代の薬剤師の役割」に参加した。

井上 賀絵, 石川 さと子, 市川 大樹, 今岡 鮎子, 岩田 紘
樹, 河添 仁, 木村 真規, 小林 典子, 中村 智徳, 横田 惠
理子, 漆原 尚巳. 薬学部における倫理観・コミュニケー
ション能力醸成の到達度を測るための学年横断的ルーブ
リック評価表の作成とその評価.

「倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としての
ルーブリック評価について」に参加した。
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 医療薬学・社会連携セン職名 専任講師

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2019年～現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

2020年3月

2022年3月

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

FDへの参加 2022年7月25日

2022年9月27日

2023年3月22日

2023年7月31日

2024年3月18日

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌  （巻・
号数）等の名称

共著 2022年9月
医療薬学学会誌（第48巻第09
号）

共著 2022年10月
医療薬学学会誌（第48巻第10
号）

共著 2022年12月
Drug Discoveries & Therapeutics
vol.16 No.6

共著 2023年4月 医療薬学学会誌（第49巻第4号）

共著 2023年7月 薬学教育学会誌（第7巻）

発表年・月 学会名

2024年3月 日本薬学会第144年会

2024年3月 日本薬学会第144年会

2024年3月 日本薬学会第144年会

2024年3月 日本薬学会第144年会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

「早期体験学習（薬学科）」
「実務実習事前学習（実習）」

NEO薬学シリーズ11セルフケアとOTC医薬品
改訂2版（ネオメディカル）

NEO薬学シリーズ11セルフケアとOTC医薬品
改訂版（ネオメディカル）

諸外国における調剤業務の外部委託制度の比較

Most dentists approve of oral health check-ups for local
residents at community pharmacies and desire collaboration
with community pharmacists

実務実習終了時における到達度評価を向上させる要因は何
か？

診療所が保有する患者情報の共有による薬局における効果的
な服薬フォローアップ法確立のための探索研

薬剤師によるアンチ・ドーピング活動推進のためのスポーツサ
プリメントに関する学習の課題と対策

薬局薬剤師と思春期の子供とのコミュニケーションに関する現状と課題

オンライン服薬指導に関する諸外国の現状と疾患別実施成果の文献レビュー

実務実習を修了した上級生が関わるセルフメディケーション実
習の学修効果

薬学部FD「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラー
との懇談会」を主催

薬学部FD「利益相反(COI)」に参加

薬学部FD「次期コアカリキュラム改定に関する情報共有」
に参加

1年生から6年生まで持続的なコミュニケーション教育に力
を入れた。上級生との屋根瓦方式を意識した演習、実習
を工夫した。1年生では、基礎的なコミュニケーションを学
び、薬剤師役の6年生とやり取りを体験、4年生の事前学
習では薬局場面を想定し、来局者役の6年生との対人援
助コミュニケーションを効果的に学べる仕組みを構築し
た。

教育および研究活動の業績一覧

氏名 小林典子

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

薬学部FD「2024年度からの新カリキュラムについて」に参
加

対人援助コミュニケーションを意識したセルフメディケーション実習の構築

薬学部FD「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラー
との懇談会」を主催
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 代謝生理化学 職名 専任講師

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

生化学２ 2021年度〜現在

分子細胞生物学講義 (愛媛大学医学部) 2019-2020年度 2019, 2020年度 愛媛大学 医学部 ベストティーチャー賞

２ 作成した教科書、教材、参考書

基礎薬学実習 (生物系) 実習書と事前学習動画 2022年度、2023年度

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへの参加 2023年7月31日 2024年度からの新カリキュラムについて

2022年7月25日 利益相反(COI）

実習委員会メンバー 2022年度〜現在 薬学部の1年生対象の基礎薬学実習の円滑な運営に貢献。

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌 （巻・号数）等の名称

共著 2023年8月
Analytical Chemistry.
95 (30): 11410-11419

共著 2022年12月
Biomaterials Science.
10 (24):7093-7102.

共著 2021年6月
Life Science Alliance.
4 (9): e202101095.

共著 2020年12月
Nucleic Acid Therapeutics.
30 (6): 365-378.

共著 2020年3月
Molecular Biology of the Cell.
31 (6): 478-490.

発表年・月 学会名

2023年10月 第17回 メタボロームシンポジウム

2023年6月 第65回 日本脂質生化学会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2023年11月 東京大学工学部 岡本晃充 研究室 ゲストトーク (Invited)

2023年9月 Young Leaders Program in STS forum 2023への出席 (Invited)

2021年2月〜現在 Review editor, Frontiers in Cell and Development Biology

2020年7月〜2021年7月 Topic editor, Frontiers in Cell and Development Biology

G1/S arrest細胞の脂質シグナチュアの解析

リゾリン脂質アシル基転移酵素による酸化リン脂質の選択的生合成

SPOP is essential for DNA-protein crosslink repair in prostate cancer
cells: SPOP-dependent removal of topoisomerase 2A from the
topoisomerase 2A-DNA cleavage complex.

教育および研究活動の業績一覧

氏名 前川大志

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

担当講義 (分子細胞生物学)で受けた全ての質問コメントに対し、次回講義まで
にweb上で回答するとともに、次回講義との関連性を示し、学生の復習意欲と予
習効果を高めた。また、大学での学問に取り組む姿勢 (WhyとHowの思考)、大
学での勉強の仕方 (discussion)、国語の重要性を伝え、自分の頭で理解し、自
分の言葉で多様な階層の人に伝えることの重要性を説明した。これらの工夫に
より、学生からの授業評価にて高い評価を得た (上記の受賞理由)。

2年生対象の生化学２の講義において、細胞骨格、細胞接着、細胞周期などに
関する講義を行った。医薬品やノーベル賞との関係などを話し、学生が基礎科
学に興味を持つように工夫した。毎回の講義の振り返りレポートを実施し、学生
から良好な授業評価を受けた。

1年生対象の生物系の基礎薬学実習 (ラット解剖、平滑筋収縮、顕微鏡観察 、
文献調査の実習書を作成した。実験全体の流れと実際に実習の中で行う作業
が分かるように留意して作成した。また、円滑に実習が進むように事前学習動画
を作成し、実習開始前に学生に視聴するように促した。

Development of human CBF1-targeting single-stranded DNA
aptamers with anti-angiogenic activity
in vitro.

CNKSR1 serves as a scaffold to activate an EGFR phosphatase via
exclusive interaction with
RhoB-GTP.

A noncanonical endocytic pathway is involved in the internalization
of 3 µm polystyrene beads into
HeLa cells.

Macropinoscope: Real-time simultaneous tracking of pH and
cathepsin B activity in individual
 macropinosomes.

２．学会発表（評価対象年度のみ）
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名
薬学教育研究
センター

職名 専任講師

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2023年-現在

2022年-現在

2022年-現在

2023年-現在

２ 作成した教科書、教材、参考書 特になし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 特になし

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへの参加 2020年10月

2021年11月

2022年2月

2022年3月

2022年7月

2023年7月

放射線取扱主任者（選任） 2022年4月〜現在

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌 (巻・号
数）等の名称

共著 2023年 7月
International Journal of
Molecular Sciences
vol.24 No.15

共著 2021年 6月
International Journal of
Molecular Sciences
vol.22 No.13

共著 2021年 3月
Frontiers in Immunology
vol.12

New Pathways for the Skin's Stress Response: The Cholinergic
Neuropeptide SLURP-1 Can Activate Mast Cells and Alter Cytokine
Production in Mice（査読付）

利益相反(COI）

人の全身の臓器の解剖学・生理学をほぼすべて網羅す
る科目で、2年1学期（担当有田教授）まで続く。1年本科
目では、人の身体の基本的構成から始め、神経系、循環
器系の構造と機能に関して理解することを目的とした講
義を行なった。本講義では、学生が興味を持ち、自主的
な学習を行なうきっかけを与えるような内容とするため、教
科書ベースでは無い講義資料を作成、講義を行ってい
る。

1年次必修『機能生理学I』

2年次必修『物理化学3』

原子の構造、放射壊変、放射線の種類と性質、物質との
相互作用、代表的な放射性核種の物理的性質、核反
応、放射平衡、測定原理と利用についてイラストを用いて
わかりやすく説明した。また、講義毎に小テストを実施す
ることで理解を深めている。

2023年度から、新薬に関する薬理の講義を担当してい
る。2023年度より薬剤師国家試験問題検討委員会薬理
部会の本学の担当教員を務めており、過去10年の薬理
の問題を把握し、本学の講義で扱われているか確認を
行っている。2016年度以降の新薬に関しては、本学で使
用している教科書で取り扱われていないものが多く、厚労
省や学会等で仕入れた情報を元に、教科書ベースでは
無い講義資料を作成、講義を行っている。

2022年度より本学の放射線取扱主任者として、RI施設の
管理運営を行なっている。

2024年度からの新カリキュラムについて

3年次必修『環境科学』
放射線の生体への影響についてイラストを用いてわかり
やすく説明した。また、講義毎に小テストを実施することで
理解を深めている。

4年次選択『総合薬学演習1』
6年次必須『薬学演習』

令和時代の薬剤師の役割

GTS-21 Enhances Regulatory T Cell Development from T Cell
Receptor-Activated Human CD4+ T Cells Exhibiting Varied Levels
of CHRNA7 and CHRFAM7A Expression（査読付）

Regulation of immune functions by non-neuronal acetylcholine (Ach)
via muscarinic and nicotinic ach receptors（査読付）

教育実践上の主な業績

教育および研究活動の業績一覧

氏名 森脇 康博

１．著書・論文等の名称

概 要

倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としての
ブリ 評実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目

指す「三薬連携」の強化について

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 医療薬学・社会連携センター
医療薬学部門 職名

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

    早期体験学習（薬学科） 2020年4月

    実務実習事前学習（実習） 2020年12月

２ 作成した教科書、教材、参考書

なし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2021年11月

４ その他教育活動上特記すべき事項

2023年7月

2023年3月

2022年9月

2022年7月

2021年11月

2020年10月 「令和時代の薬剤師の役割」に参加

2020年6月 「授業実施に関わる著作権法等の考え方」に参加

2019年6月 「障害者への合理的配慮について」に参加

  3学部合同教育FDへ参加 2021年1月

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名
称

共著 2023年11月 Pharmacotherapy

単著 2023年1月 医療薬学 vol.49 No.1

共著 2023年1月 Investigational New Drugs vol.41 No.1

共著 2022年6月
Journal of Clinical Laboratory Analysis vol.36
No.8

教育および研究活動の業績一覧

氏名 横山 雄太

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

Pharmacokinetics/pharmacodynamics analysis and
establishment of optimal dosing regimens using unbound
cefmetazole concentration for patients infected with
Extended-Spectrum β-lactamase producing Enterobacterales
(ESBL-E)

新型コロナウイルス感染症の拡大により、早期体験学習（薬学科）の調
剤体験は感染対策を講じて実施し、薬局および病院見学については作
成した動画の配信を実施した。

Pharmacokinetics/pharmacodynamicsに基づいた抗菌薬の感
染症予防および治療における個別最適化に関する研究

Simultaneous quantification of dasatinib, nilotinib, bosutinib,
and ponatinib using high-performance liquid chromatography–
Photodiode array detection

Population Pharmacokinetics, Pharmacogenomics, and
Adverse Events of Osimertinib and its Two Active
Metabolites, AZ5104 and AZ7550, in Japanese Patients with
Advanced Non-small-cell Lung Cancer: A Prospective
Observational Study

「次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有」

「利益相反(COI）」

「倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評
価について」

「オンライン教育の実践 ・「医学部におけるオンライン教育」・「看護医
療学部でのオンライン教育の経験」・「薬学部におけるオンライン教育 -
オンライングループワーク実践例- 」

「2024年度からの新カリキュラムについて」

「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会」

新型コロナウイルス感染症の拡大により、実務実習事前学習（実習）の
調剤実習は感染対策により実習時間は短縮になったが、事前に調剤手
技の動画視聴する事で学習効果を高めた。

国際医療福祉大学大学院 がんプロ一般市民公開講座にて「薬学部に
おけるがん医療人育成に向けた臨床教育」で講演

薬学部FDへ参加
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共著 2022年4月
Journal of Chromatography B: Analytical
Technologies in the Biomedical and Life
Sciences vol.1199

発表年・月 学会名

2023年12月 第44回日本臨床薬理学会学術総会

2023年9月
21st International Congress of Therapeutic
Drug Monitoring & Clinical Toxicology

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2016年5月～現在に至る 日本化学療法学会 評議員

2022年7月～現在に至る

2023年4月～現在に至る 日本薬学会 医療薬科学部会 若手世話人

2023年12月～現在に至る 日本臨床薬理学会 評議員

International Association of Therapeutic Drug Monitoring and Clinical Toxicology (IATDMCT) Young Scientist

２．学会発表（評価対象年度のみ）

基質特異性拡張型β-ラクタマーゼ産生腸内細菌目細菌感染患者に対する遊離
形セフメタゾール濃度を用いたPPK/PD解析と最適投与法の構築

Investigating the effect of tacrolimus exposure on the acute rejection reaction
after pediatric liver transplantation using population pharmacokinetic analysis

Development and validation of a new liquid chromatography-
tandem mass spectrometry assay for the simultaneous
quantification of afatinib, dacomitinib, osimertinib, and the
active metabolites of osimertinib in human serum
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

慶應義塾大学 薬学部 衛生化学講座 助教

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

3年次薬学科必修、薬科学科選択授業「環境科学」 2023年10月20

2023年10月5日
〜 21日

２ 作成した教科書、教材、参考書 なし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

2020年11月

2023年9月

2023年11月

2024年3月

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名
称

共著 2023年6月 Elife vol.12

共著 2023年9月 Leukemia 37(9):1952.

共著 2022年7月 Cells vol.11 No.14

共著 2022年5月 Nature communications vol.13 No.1

共著 2021年4月 Leukemia vol.35 No.4

発表年・月 学会名

2024年3月 第144回日本薬学会年会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本血液学会会員

日本生化学会会員

日本薬学会会員

薬学部FDへ参加
薬学部FD『薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会』へ
の参加（予定）

イラストや図表を多用し、講義内容が理解しやすい講義資料やスライ
ドを作成した。また、確認問題を用意しアウトプットの機会を設けるこ
とで、知識の定着及び理解の促進を行なった。

2年次必修「衛生化学実習」

イラストや図表を多用し、実習内容が理解しやすい講義資料やスライ
ドを作成した。スムーズに実験が進むように、各班のローテーションを
作成した。感染症流行に伴う欠席者が多数いたので、できる限り補
習などを行なった。また、日ごとの確認問題、レポート、試験を行うこ
とで、知識の定着及び理解の促進を行なった。

アドバイザー会を実施し、アドバイジーである学生と交流、意見交換を行
なった。なお、当アドバイザー会がきっかけで、ある学生が当講座に興味
を持って研究室見学に来た。

薬学研究科教員による懇談会『大学院講義におけるレポート課題』

認定資格

薬学研究科教員による懇談会

学生指導に関わる認定資格「コーチングスキルアドバイザー」（一般社団
法人トラストコーチング）を取得

Epigenetic traits inscribed in chromatin
accessibility in aged hematopoietic stem cells.（査
読付）

PRC2 insufficiency causes p53-dependent
dyserythropoiesis in myelodysplastic syndrome.（査読
付）(筆頭著者,責任著者)

2015年 7月〜 継続中

2010年 12月〜 継続中

2022年 3月〜 継続中

2019年5月〜 2021年4月

2022年5月

ポスター発表審査員Postbac Poster Day 2019, 2020, 2021 at National Institutes of Health(NIH)

研究成果発表会採点委員 49th IMSUT (The Institute of Medical Science, the University of Tokyo) Founding
Commemorative Symposium Flash Talks

教育および研究活動の業績一覧

青山和正

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

EZH2機能喪失型骨髄異形成症候群 (MDS) に対する創薬標的分子の探索

アドバイザー会

Epigenetic Memories in Hematopoietic Stem and
 Progenitor Cells（査読付）(筆頭著者,責任著者)

Polycomb repressive complex 1.1 coordinates
homeostatic and emergency myelopoiesis（査読付）

UTX inactivation in germinal center B cells promotes
the development of multiple myeloma with
extramedullary disease.（査読付）
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 臨床薬学講座 職名 助教

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

2017年度～現在

2013年度～現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

2013年度～現在

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへ参加 2019年6月24日

2020年6月22日

2020年10月26日

2021年11月29日

2022年2月1日

2022年7月25日

2022年9月27日

2023年7月31日

2024年3月18日

OSCE実施に貢献 2013年度～現在

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名称

共著 2023年12月 Biol Pharm Bull. 46(12): 1745-1752

共著 2023年11月 J Pharmacol Sci.153(3): 153-160

共著 2023年10月 Xenobiotica. 53(5): 357-365

共著 2023年10月 Biopharm Drug Dispos. 44(5): 372-379

共著 2022年12月 Drug Metab Pharmacokinet. 47: 100470

発表年・月 学会名

2024年3月 日本薬学会第144年会

2024年3月 日本薬学会第144年会

2024年3月 日本薬学会第144年会

2024年3月 日本薬学会第144年会

2023年9月
第17回次世代を担う若手のための医療薬科学シンポジウ
ム

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2013年4月～現在 5大学合同SP養成講習会スタッフ

2012年3月～現在 日本薬学会会員

2013年5月～現在 日本医薬品情報学会会員

2013年6月～現在 日本医療薬学会会員

2021年9月～現在 日本薬物動態学会会員

教育および研究活動の業績一覧

氏名 今岡 鮎子

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

OATP1B1各種遺伝的変異型の単分子輸送特性の比較

OATP1B1輸送活性に対する糖鎖修飾の影響

10種の柑橘果汁の各種フラバノン配糖体含量とOATP1A2/2B1阻害特性に基づく薬物相互
作用リスクの評価

OATP2B1遺伝的バリアントの輸送特性に対する温度の影響

OATP1A2およびOATP2B1による4',5'-dibromofluorescein輸送特性の比較

OSCE課題のうち一つを責任領域として担当し、現在まで大きなトラブルなく円滑に
実施できている。

薬学部FD「授業実施に関わる著作権法等の考え方」に参加

薬学部FD「令和時代の薬剤師の役割」に参加

薬学部FD「倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評
価について」に参加

薬学部FD「実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連
携」の強化について」に参加

The effects of Jabara juice on the intestinal permeation of fexofenadine.

Determination of single-molecule transport activity of OATP2B1 by
measuring the number of transporter molecules using electrophysiological
approach.

The influence of temperature on the metabolic activity of CYP2C9,
CYP2C19, and CYP3A4 genetic variants in vitro.

Irinotecan-induced gastrointestinal damage alters the expression of
peptide transporter 1 and absorption of cephalexin in rats.

Comparison of the transport kinetics of fexofenadine and its pH
dependency among OATP1A2 genetic variants.

実務実習事前学習(実習) 実習書 服薬指導①、②、入院①～④について実習書を作成した。

薬学部FD「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会」に参加

薬学部FD「障害者への合理的配慮について」に参加

「実務実習事前学習2」では、経口製剤に関する服薬指導について、製剤ごとの特
徴や基本的な使い方をはじめ、特徴的な薬剤に関する注意点を、実際のヒヤリ
ハット事例とともに解説することで興味を持ってもらえるよう工夫した。

実務実習事前学習２

実務実習事前学習(実習)
「実務実習事前学習(実習)」では、薬局来局者および入院患者に対する患者応
対、服薬指導に関する領域を主に担当した。本実習の特徴は、模擬患者役を一般
市民の方々に依頼している点である。COVID-19流行下において対面実習が困難
な状況下でも、オンライン面談を併用することで、患者に寄り添う態度をはじめとす
るコミュニケーション能力の養成ができるよう工夫した。

薬学部FD「利益相反(COI)」に参加

薬学部FD「次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有」に参加

薬学部FD「2024年度からの新カリキュラムについて」に参加
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 病態生理学講座 職名 助教

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

3年次必修科目「薬物治療学1」

２ 作成した教科書、教材、参考書 なし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへ参加 2019年6月24日

2020年6月22日

2020年10月26日

2021年11月29日

2022年2月1日

2022年3月14日

2022年7月25日

2022年9月27日

2023年3月22日

2023年7月31日

2024年3月18日

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等
の名称

共著 2023年5月 Cancer Med .  vol.12 No.8

共著 2022年5月 Rinsho Ketsueki vol.63 No.10

共著 2020年12月 Vaccines Vaccines vol.8 No.4

共著 2020年12月
Scientific Reports Scientific Reports vol.10
No.1

共著 2019年1月
Biochemical and Biophysical Research
Communications

発表年・月 学会名

2023年5月 第48回日本骨髄腫学会学術集会

2023年5月 第48回日本骨髄腫学会学術集会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2023年5月～現在 一般社団法人 慶應義塾大学薬学部KP会 理事

2012年〜 日本免疫学会会員   

2013年〜 日本癌学会会員   

2020年〜 日本薬学会会員

薬物治療学1のうち臨床検査学について毎回講義資料の最後に小問を
提示することで理解向上に努めた。また質問などについては詳細な資
料を作成し提示するように努めた。

利益相反(COI）

次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

Antibody drug separation using thermoresponsive anionic
polymer brush modified beads with optimised electrostatic
and hydrophobic interactions

A phenylphthalimide derivative, TC11, induces apoptosis by
degrading MCL1 in multiple myeloma cells

2024年度からの新カリキュラムについて

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

障害者への合理的配慮について

授業実施に関わる著作権法等の考え方

令和時代の薬剤師の役割

倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評価について

実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連携」の強化について

第5回薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会

教育および研究活動の業績一覧

氏名 市川 大樹

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

エピジェネティック因子CDYL2は多発性骨髄腫におけるレナリドミド感受性を減弱
する

多発性骨髄腫に対して免疫原性細胞死を誘導する天然物由来化合物の安全性と
有効性の検討

GTN057, a komaroviquinone derivative, induced myeloma
cells' death in vivo and inhibited c-MET tyrosine kinase

PAX5-positive plasma cell leukemia presenting as
lymphocytosis

Characteristics of a novel target antigen against myeloma
cells for immunotherapy
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 天然医薬資源学 職名 助教

１ 教育内容・方法の工夫

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2018年4月〜現在

2016年度〜現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

試料分析講座 糖質分析（丸善出版，分担） 2019年6月

毎年3月

継続中

2020年9月〜現在

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

2019年6月24日 「障害者への合理的配慮について」への参加

2020年10月26日 「令和時代の薬剤師の役割」への参加

2021年11月29日

学部FDへの参加 2022年2月1日

2022年3月14日

2022年7月25日 「利益相反（COI）」への参加

2023年7月31日 「2024年度からの新カリキュラムについて」への参加

2024年3月18日

三学部合同教育への参加 継続中

実習委員会委員 継続中

CBT 実施委員会委員 継続中

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名
称

共著 2022年3月 Journal of Natural Medicines. Vol.76 No.2

担当実習を含む薬学部全体の実習科目が円滑に実施されるよう貢献し
ている

「薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会」への参加

三学部合同教育（中期あるいは後期）にファシリテータとして参加してい
る

「有機化学３」，「医薬分子設計化学」，「天然薬物学」，「漢方概
論」

「有機化学３」ではNMRやX線結晶構造解析原理から構造決定に至るま
での一連を講義しており、同時期に実施されている「医薬品実習」のスペ
クトル解析演習と連動した形で学習効率を高めている（2023年度授業評
価4.5）。「医薬分子設計化学」および「漢方概論」では、講義中に問題演
習を積極的に取り入れて理解度の確認を行っている。さらに「天然薬物
学」では講義毎に化学構造決定に必要なスペクトル問題を出題し、オン
ライン提出や実際に学生に解答例を板書してもらうなど、双方向性の高
い講義演習を取り入れている。COVID-19感染拡大時には、オンデマン
ド方式の動画講義やZoomを用いた双方向のライヴ講義を行い、学生が
自宅から対面式講義と同等の講義が受講できるように配慮した。

「生薬学実習」

マルチメディア機器を活用して、実習前講義や操作法の詳細、さらに注
意点等を実習者全員に細かく分かりやすいように説明している。これによ
り、学生における実習操作の理解度が飛躍的に向上したとともに、誤っ
た操作や怪我などの頻度が激減し、取り組みの効果が明確に表れてい
る。COVID-19感染拡大時には、2分割で実習を行い、オンライン講義や
映像によるデモ実験を実施し、通常時と同様の実習内容になるよう努め
た。

講義動画の作成（天然薬物学，生薬学実習）
「天然薬物学」および「生薬学実習」のオンデマンド方式の講義動画を作
成した。

「倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評
価について」への参加

「実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連
携」の強化について」への参加

「第5回薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会」への参加

「6.4 NMRによる糖鎖–タンパク質相互作用の解析」（P.246–252）を分担
執筆した

有機化学系実習（有機化学、医薬品化学、生薬学）実習書の
作成

担当する「生薬学実習」の実習書を 2017 年度より作成している

オリジナルの講義資料および講義スライド
（有機化学３，医薬分子設計化学，天然薬物学，漢方概論，生
薬学実習）

全担当講義について、教科書あるいは参考書としていくつかの書籍を指
定しているが、実際には自身が作成したオリジナルの講義資料および講
義スライドを使用しながら講義を行っており、それらは配付資料あるいは
オンライン上で閲覧できるようにしている。

CBT が円滑に実施されるように環境設定や運営に貢献している

教育および研究活動の業績一覧

氏名 植草 義徳

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

Oxidation of methylophiopogonanone A on the surface of TLC
plate
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共著 2022年1月 Journal of Natural Medicines. Vol.76 No.1

共著 2020年12月 Journal of Natural Products. Vol.84 No.1

共著 2020年11月
Journal of Agricultural and Food Chemistry.
Vol.68 No.48

共著 2020年6月 Chemical Physics Letters. Vol.749 No.16

発表年・月 学会名

2023年9月 日本生薬学会第69年会

2023年9月 第67回日本薬学会関東支部大会

2023年12月 第19回日本カテキン学会年次学術大会

2024年3月 日本薬学会第144年会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2013年10月〜現在 日本食品衛生学会会員

2015年4月〜現在 日本食品化学学会会員

2016年9月〜現在 日本薬学会会員

2016年9月〜現在 日本生薬学会会員

2023年12月〜現在 日本カテキン学会会員 第19回特別講演連動シンポジウムにて講演

ポリフェノール類はどのようにリン脂質膜と相互作用するのか

Moorea producens PAL が産生する honuaiakeamide 類の構造決定と生合成経路の
解析

Citrus fruit-derived flavone glycoside narirutin is a novel
potent inhibitor of organic anion-transporting polypeptides

Solid-state 
17

O NMR analysis of synthetically 
17

O-enriched D-
glucosamine

２．学会発表（評価対象年度のみ）

多様性拡大抽出物を利用した創薬指向型インドールアルカロイド型化合物群の創出

Anti-trypanosomal screening of Salvadoran flora

Natural products with potential to treat RNA virus pathogenes
including SARS-CoV-2

キク科植物 Ageratum corymbosum  を用いた抗トリパノソーマ活性天然物の探索
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 分子腫瘍薬学講座 職名 助教

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2年次必修「化学療法学1」、微生物学実習 2023年度

２ 作成した教科書、教材、参考書 なし なし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへ参加 2023年7月31日

2024年3月18日

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名
称

共著 2019年12月 Biochemical pharmacology vol.170

共著 2019年12月 Pharmacological Reports vol.71 No.6

共著 2021年3月 Molecular Oncology vol.15 No.1

共著 2022年7月 Molecular Cell vol.82 No.14

共著 2023年12月 DNA Repair vol.132

発表年・月 学会名

2023年11月 日本放射線影響学会

2023年12月 日本分子生物学会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

教育および研究活動の業績一覧

氏名 内原 脩貴

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

化学療法学１（２年）を担当した。細菌・真菌感染症について講義を行っ
た。講義では学生が参加できるように、講義内で確認テストを行った。ま
た微生物学実習では、事前講習と実技において、無菌操作、細菌検
査、抗菌薬感受性試験の手技を教育した。

2024年度からの新カリキュラムについて

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

Methotrexate significantly induces apoptosis by inhibiting
STAT3 activation in NPM-ALK-positive ALCL cells

N-Acetyl cysteine prevents activities of STAT3 inhibitors,
Stattic and BP-1-102 independently of its antioxidant
properties

EBP2, a novel NPM‐ALK‐interacting protein in the
nucleolus, contributes to the proliferation of ALCL cells by
regulating tumor suppressor p53

DNA damage promotes HLA class I presentation by
stimulating a pioneer round of translation-associated antigen
production

２．学会発表（評価対象年度のみ）

53BP1 and RAP80 orchestrate the higher-order chromatin structure at a
radiation-induced DNA double-strand break site

53BP1およびRAP80を介したDNA二本鎖切断部位の高次クロマチン構造制御

Regulation of DNA damage-induced HLA class I presentation

日本薬学会会員、日本放射線影響学会会員、日本分子生物学会会員、日本生化学会会員、日本癌学会会員
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 医薬品情報学講座 職名 助教

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2018年度〜現在

2019年度〜現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

2021年9月

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2022年7月

2021年1月

副作用報告に関連した教育の実態調査についての発表 2021年6月

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへの参加 2019年6月24日（月） 障害者への合理的配慮について

2020年6月22日（月） 授業実施に関わる著作権法等の考え方

2020年10月26日（月） 令和時代の薬剤師の役割

2021年11月29日（月）

2022年2月1日（月）

2022年3月14日（月） 第5回薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会

2022年7月25日（月）

2022年9月27日（火） 次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

2023年3月22日（水） 薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

2023年7月31日（月） 2024年度からの新カリキュラムについて

2024年3月18日（月） 薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

3学部合同教育FDへの参加 2021年1月26日（火） オンライン教育の実践

2024年1月29日（月） 医療系三学部特別実習から新たな学びの場を考えよう！

3学部合同教育でのファシリテーター 2019年9月 中期教育（湘南藤沢キャンパス）

2020年9月 中期教育（オンライン）

2022年9月 中期教育（湘南藤沢キャンパス）

2023年4月 初期教育（日吉キャンパス）

OSCE実施委員会 2019年度〜現在 OSCE実施委員会 委員

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2023年11月
Patient Preference and Adherence. 17:3093-
3106. doi: 10.2147/PPA.S424460.

共著 2023年11月
Biological and Pharmaceutical Bulletin.
2023;46(11):1630-1634. doi:
10.1248/bpb.b23-00396.

教育および研究活動の業績一覧

氏名 木﨑速人

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

薬学部におけるオンライン教育
-オンライングループワーク実践例- 話題提供（3学部合同教育FD）

Influence of Voiced and Semi-voiced Sounds on the Subjective
Similarity of Different Drug Names: A Cognitive Psychological
Experiment.

薬学部を有する大学・薬科大学を対象とした副作用報告に関連した教
育の実態調査（第23回日本医薬品情報学会学術大会）

オンラインを用いた医薬品情報実習の実践と評価（第24回医薬品情報
学会学術大会）

倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評
価について

実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連
携」の強化について

利益相反(COI）

Influence of Participation in a Medical-Themed Science Café
on Patient Activation

オンラインで実施した医薬品情報実習の実践に関する発表

新型コロナウイルス感染症の影響を受け，2020年12月〜1月の医薬品
情報実習をすべてオンラインで実施した．180分の実習であるが，こまめ
に休憩を挟んだり，zoomのブレイクアウトルームを利用したりなど，オン
ラインでもグループワークが円滑に進められるように工夫した．実際，学
生からは対面での実習と遜色ない評価を得た（第24回医薬品情報学会
学術大会にて発表）．2021年からは，オンラインを併用する医薬品情報
実習をデザインし，学生から高い評価を得ている．

「実務実習事前学習（実習）」：
オンラインを活用した医薬品情報実習の実践

「EBMの実践」：
グループワークを組み込んだ講義・演習の実践

セルフメディケーション/一般用医薬品・漢方薬・保健機能
食品（中山書店，分担）

実務実習事前学習（実習）で学んだEBMの実践/医薬品の比較評価に
関する内容の発展として，グループワークを中心とした講義・演習を展
開している．2020年のコロナ禍においてはフルオンラインのグループ
ワークを中心とした実習をデザインし，継続的な講義・演習が供給できる
ように工夫した．2023年度の授業評価では，回答者数は限定的であるも
のの非常に高い評価を得た

第3章 各薬効群のOTC薬 ２.外用鎮痛消炎薬/１０.化膿性皮膚疾患
薬，口唇ヘルペス用薬/１１．水虫・たむし用薬，膣カンジダ用薬/１２．
外用鎮痒消炎薬
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 医療薬学部門 職名 助教

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

「実務実習事前学習（実習）」、「実務実習」 2020年〜2023年

２ 作成した教科書、教材、参考書 なし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項 2019年6月24日 障害者への合理的配慮について

2021年11月29日

薬学部FDへ参加 2022年2月1日

2022年3月14日 薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会

2022年7月25日 利益相反(COI）

2022年9月27日 次期改訂薬学モデル・コア・カリキュラムの概要とその準備状況

2023年3月22日 薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

2023年7月31日 2024年度からの新カリキュラムについて

2024年3月18日 薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

2023年3月22日 薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

2023年7月31日 2024年度からの新カリキュラムについて

2024年3月18日 薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

三学部合同教育FDへ参加 2020年1月28日 三学部合同教育で扱うべきプロフェッショナリズム教育

2021年1月26日 オンライン教育の実践

2023年1月30日 これからの医療系三学部合同教育を考えよう！

2022年1月12日 多職種連携教育カリキュラムの開発

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名
称

共著 2019年4月 医療薬学 （第45巻第4号）

共著 2020年6月 YAKUGAKU ZASSHI vol.140 No.6

共著 2020年12月 医療薬学（第47巻第6号）

共著 2021年11月 Frontiers in Oncology vol.11

共著 2023年4月 医療薬学（第49巻第4号）

発表年・月 学会名

2023年11月 第33回日本医療薬学会年会

2023年8月 第8回日本薬学教育学会大会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2003年～ 日本薬学会会員

2005年～ 日本医療薬学会会員（2023年～指導薬剤師）

2005年～ 日本臨床薬理学会会員（2013年～認定薬剤師）

2017年～ 日本薬学教育学会

2022年～ 日本女性医学学会

改訂薬学教育モデル・コアカリキュラムに準拠した実務実習に向けた
ルーブリック形式の概略評価を用いたパフォーマンス評価の先行導
入：学生視点に基づくアウトカム評価と教育効果向上のための提案

実務実習生の薬学専門科目に対する自己効力感は実務実習での成
功体験に影響を与える

代表的8疾患と薬局実習が病院実習の到達度に与える影響

実務実習の現状と本学ならびに
関東地区調整機構が目指す「三薬連携」の強化について

倫理・コミュニケーション系学習目標と
自己評価としてのルーブリック評価について

教育および研究活動の業績一覧

氏名 地引 綾

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

実務実習終了時における実習生の到達度評価を向上させる要因の検討

フィードバックと省察ワークシートによる介入が病院実務実習生のプロフェッショナリズム評
価と省察能力に与えた影響

実務実習終了時における到達度評価を向上させる要因は何か？

9 Prognostic Value of Baseline Medications Plus Neutrophil-to-
Lymphocyte Ratio in the Effectiveness of Nivolumab and
Pembrolizumab in Patients With Advanced Non-Small-Cell Lung
Cancer: A Retrospective Study（査読付）

新型コロナウイルス感染症の拡大により、実務実習事前学習（実習）の調剤実
習を対面で行うことが困難な状況になったが、学生の調剤技術習得のため、1
回あたりの人数を減らし、時間も短縮した上で、事前配信動画などを利用する
など効果的に技術習得ができる工夫を行ったため、その後の実務実習にも影
響はほとんどなかったと考えている。事前配信動画は実習後の復習に役立てて
いる学生も多いため、現在でも継続している。
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 統合臨床薬理学 職名 助教

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2023年度〜

２ 作成した教科書、教材、参考書 なし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへの参加 2023年7月31日

2024年3月18日

OSCE実施委員としてOSCEの円滑な実施に貢献 継続中

医療系三学部合同教育(中期)ファシリテーター 2023年9月16日

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・
号数）等の名称

共著 2023年4月
Biological and Pharmaceutical
Bulletin vol.46 No.8

共著 2022年10月
Pharmaceutical Research vol.39
No.10

共著 2022年3月
Biological and Pharmaceutical
Bulletin vol.45 No.3

共著 2021年10月 PLoS ONE vol.16 No.10

共著 2019年5月
Journal of Pharmaceutical Health
Care and Sciences vol. 5 No.9

発表年・月 学会名

2024年3月 日本薬学会第144回年会

2023年9月
第17回次世代を担う若手のため
の医療薬科学シンポジウム

２．学会発表（評価対象年度のみ）

血中インフリキシマブおよびインターロイキン６濃度の測定は関節リウマチ患者の
インフリキシマブ治療の継続予測に有用である

バイオシミラーと先行品を用いた抗エタネルセプト抗体測定法の比較

Serum Concentrations of Infliximab and IL-6 for Predicting 
One-Year Discontinuation of Infliximab Treatment Owing to 
Secondary Non-response in Patients with Rheumatoid 
Arthritis.

N-terminus of Etanercept is Proteolytically Processed by 
Dipeptidyl Peptidase-4.

Infliximab Treatment Persistence among Japanese Patients 
with Chronic Inflammatory Diseases: A Retrospective Japanese 
Claims Data Study.

Potential application of measuring serum infliximab levels in 
rheumatoid arthritis management: A retrospective study 
based on KURAMA cohort data.

Plasma infliximab monitoring contributes to optimize 
Takayasu arteritis treatment: a case report

教育および研究活動の業績一覧

氏名 増井 翔

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

コンピュータを用いた薬物投与設計（TDM）実習を実施し
た。仮想症例を設定し、臨床的に妥当な（実現可能な）形
で提案できるよう指導した。

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

拡大委員としてOSCE実施準備や当日運営に従事した。

SGDにおけるファシリテーターを務め、議論の円滑な進行
に貢献した。

実務実習事前学習（実習）を担当 服薬指導等のコミュニケーション実習を実施した。仮想症
例を設定し、患者からの情報聴取や服薬指導の演習を
行なった。模擬患者に参加いただき、実際の臨床現場や
共用試験（OSCE）を意識した学習の機会を提供した。

2024年度からの新カリキュラムについて
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 生命機能物理学講座 職名 教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

1年次必修「分析化学」 2019年度～現在

2年次必修「物理分析学」 2016年度～現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

1年次必修「分析化学」、2年次必修「物理分析学」 2016年度～現在 図表を多用した講義資料、一部のオンライン講義の講義動画

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

2019年6月24日 障害者への合理的配慮について

2020年6月22日 授業実施に関わる著作権法等の考え方

2020年10月26日 令和時代の薬剤師の役割

2021年11月29日

2022年2月1日

2022年7月25日

2022年9月27日 次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

2023年7月31日 2024年度からの新カリキュラムについて

2024年3月18日 薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名
称

Peptide Toxins Targeting KV Channels 共著 2021年6月
Handbook of Experimental Pharmacology, vol.
267

共著 2019年4月 Chemical and Pharmaceutical Bulletin vol.67 No.4

共著 2021年1月 BMC Molecular and Cell Biology vol.22 No.3

共著 2022年3月
The Journal of biological chemistry vol.298
No.5

共著 2023年5月 Chemical Communications vol.59 No.44

発表年・月 学会名

2023年7月 第23回日本蛋白質科学会年会

2023年10月 CBI学会2023年大会

2023年11月 第62回NMR討論会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2015年4月～現在 日本分光学会代議員

2017年2月～2023年1月 日本薬学会代議員

2021年7月～2023年6月 薬学奨励財団選考委員（2022年7月～2023年6月は選考委員長）

利益相反(COI）

Paip2A inhibits translation by competitively binding to the RNA
recognition motifs of PABPC1 and promoting its dissociation from the
poly(A) tail.

Applying deep learning to iterative screening of medium-sized
molecules for protein-protein interaction-targeted drug discovery

量子化学の基礎を、高校で物理を履修してこなかった学生にも理解で
きるよう、必要となる数学、物理の背景、理論を解説するようにした。繰り
返し学習できるように動画でのオンデマンド講義を一部導入した。学生
には概ね好評である。

分子間相互作用についての原理を解説することにより、これまで丸暗記
していたことの背景、理論の理解を深めた。薬物と標的分子との相互作
用についての理解から、創薬について興味を持てるよう工夫した。

倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評
価について

薬学部FDへ参加

実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連
携」の強化について

教育および研究活動の業績一覧

氏名 大澤 匡範

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

NMRを活用したSARS-CoV-2スパイクタンパク質とhACE2の相互作用を標的とする
SARS-CoV-2侵入阻害化合物の分子設計

Discovery of the middle-sized compounds inhibiting the SARS-CoV-2 viral entry, using
in silico approach and NMR analysis

 Nanodiscs for structural biology in a membranous environment

Mechanism of hERG inhibition by gating-modifier toxin, APETx1,
deduced by functional characterization

hACE2に結合してSARS-CoV-2の侵入を阻害する化合物の創製
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 講座名 有機薬化学講座 職名 教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

「有機化学1」、「有機化学2」

「有機化学演習1A」、「有機化学演習1B」 2019年-2023年

「有機化学実習」 2019年-2023年

「早期体験学習（薬科学科）」 2019年-2022年

２ 作成した教科書、教材、参考書

2019年-2023年

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

2021年3月19日

2021年12月1日

４ その他教育活動上特記すべき事項 2019年6月24日

2020年6月22日

薬学部FDへ参加 2020年10月26日

2021年11月29日

2022年2月1日

2022年3月14日

2022年7月25日

2023年3月22日

2019年-2023年

有機化学1,2：後述の問題集を活用し、高学年時、後続科目の基
盤となる有機化学の学識を習得させた。分子模型（モルタロウ慶
應薬学セット）を導入し、有機立体化学の理解を促進した。さらに
授業支援システムの後継であるK-LMSを導入冒頭から積極的に
利用し、講義コンテンツを電子媒体として受講者が利用できるよ
うにした。
COVID-19が拡大した2020年春学期は、講義の順番を大幅に変
更、K-LMSを活用し解説板書画像(PDF)、解説音声（MP3）や分
子模型動画など、全てオンデマンド配信とし課題提出も専用サイ
ト宛アップロードに変更した。同年秋学期からは中間試験・学期
末試験とも「ウェブレポート課題」としてセキュリティに留意しつつ
K-LMSを用いる「遠隔試験」に変更、感染拡大を防ぎつつ学生
の意欲を高め、学習到達度の評価も確実に行った。

第5回薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会

有機化学問題解説集（薬剤師国家試験、総合薬学演習、大学
院入学試験、有機化学講義の過去問などを解説編集したもの）、
有機化学受講者向け第一分冊～第三分冊、上位学年用、大学
院受験生用など用途別に印刷製本して配布した。

「高校生から大学生までを惹きつける生物有機化学と実験」2020
年度日本化学会化学教育賞受賞講演、第101春季年会（オンラ
イン）。授賞対象業績となった「有機化学1」の分子模型を用いた
立体化学学習、「早期体験学習（実験）」の、放線菌培養菌体を
用いた、エテンザミドの生物化学合成学習、について紹介した。

早期体験学習（実験）：薬科学科の1年生を対象とし、有機合成
化学・生物有機化学・微生物学・医薬化学・OTCの意義と利用上
の注意、などを総合的に学べ、将来の薬学研究者の素地になる
講義・実験内容にて実施した。

「有機化学の試験もオンライン、の功罪」と題し、慶應義塾大学薬
学部において、COVID-19が拡大した2020年春・秋学期におけ
る講義・実習に関わる取り組みについて紹介した；化学と教育
（巻頭言、化学教育徒然草）、2021, 69 , 505.

有機化学実習：当時のコアカリに掲載されていた「技能」を重視
し、基礎技能習得に特化して実験種目を大幅に見直し、補助図
解プリントを作成、自作の実験器具なども導入した。成績評価
（実習試験）を実習内容の理解に重点をおいて変更した。さらに
安全・環境教育を強化した。
COVID-19が拡大した2020年春学期も、受講者の熱意・意欲を
重視し「実習を止めるな」を掲げ、本来であれば4月に2分割で実
施してきた有機化学実習を、6月スタートで4分割とし感染防止対
策を厳密にして大学実習室内現地で行った。K-LMSを活用し一
部は遠隔視聴や遠隔課題に変更して、感染拡大することなく乗り
切った。

授業実施に関わる著作権法等の考え方

令和時代の薬剤師の役割

倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブ
リック評価について

実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三
薬連携」の強化について

教育および研究活動の業績一覧

氏名 須貝 威

教育実践上の主な業績 概 要

利益相反(COI）

障害者への合理的配慮について

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

有機化学演習1Aおよび1B：講義科目時間の制限により充分な知
識が得られない分を補強し、また有機化学全体の学識が定着す
るよう、後述の問題集を用いて演習した。
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 薬理学講座 職名 准教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

必修「薬理学1」「薬理学2」「薬理学3」 2019年度-現在

２ 作成した教科書、教材、参考書 なし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDに参加 2019年6月24日

2020年6月22日

2021年3月14日

2022年7月25日

2022年9月27日

2023年7月31日

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌（巻・号数）等の名称

共著 2021年2月 Eur.J. Pharamacol. 898, 173986.

発表年・月 学会名

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2019年4月～現在 日本分子生物学会会員

教育および研究活動の業績一覧

氏名 奥田隆志

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

なし

Competitive inhibition of the high-affinity choline transporter by
tetrahydropyrimidine anthelmintics.

2024年度からの新カリキュラムについて

必修「薬理学1」「薬理学2」「薬理学3」の講義において、学生からの
フィードバックなどを参考にしてより理解度が上がるように逐次内容を改
善した。また、適宜講義資料を改訂した。毎学期の授業評価は概ね良
好であった。

障害者への合理的配慮について

授業実施に関わる著作権法等の考え方

薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会

利益相反（COI）

次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 生化学講座 職名 准教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2019年〜現在

2019年〜現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

なし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへの参加 2019年6月24日

2020年10月26日 令和時代の薬剤師の役割

2020年6月22日

2022年2月1日

2022年7月25日

2023年7月31日

2024年3月18日

三学部合同教育（初期、中期、後期）ファシリテーター 2020～2023年度

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌
（巻・号数）等の名称

共著 2019年4月
The Journal of experimental medicine vol.216
No.4

共著 2019年6月 Frontiers in Immunology vol.10

共著 2021年1月 Nature communications vol.11 No.1

共著 2021年11月 Frontiers in immunology vol.12

共著 2022年4月 Scientific reports vol.12 No.1

発表年・月 学会名

2023年6月 第27回腸内細菌学会学術集会

2023年9月 第21回あわじ感染と免疫国際フォーラム

腸管M細胞の抗原取り込みにおけるPlekhs1の機能解析 2023年9月 第111回日本解剖学会関東支部学術集会

Regulation of gut mucosal immunity and infection by M cells 2023年9月
The Gastrointestinal Epithelium Conference:
Interface with the outside world

腸管M細胞の抗原取り込みにおけるPlekhs1の機能解析 2023年11月 第96会日本生化学会大会

教育および研究活動の業績一覧

氏名 木村俊介

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

Characterization of M cells in the lower respiratory tract in pathological conditions

2019〜現在

イラスト、図表を多用し、講義内容の要点が理解しやすい講義資料やス
ライドを作成した。また、毎回の講義後に、復習問題を講義システム上
に公開し各講義毎の学生の理解度を確認した。さらに、講義後に学生
から質問が出た内容に関しては、次回の講義で解説をし、学生全体の
理解を深めるよに努めた。授業評価も良好であった。

障害者への合理的配慮について

短鎖脂肪酸によるストレス誘導性下痢発症機構の解明

授業実施に関わる著作権法等の考え方

実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連
携」の強化について

利益相反(COI）

2024年度からの新カリキュラムについて

薬薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

三学部合同教育にファシリテーターとして参加し、学生が主体となって
円滑に課題を進めるように助言を行った

Inhibition of RANKL and Sema4D improves residual ridge
resorption in mice.

Characterization of M Cells in Tear Duct-Associated
Lymphoid Tissue of Mice: A Potential Role in
Immunosurveillance on the Ocular Surface.

Osteoprotegerin-dependent M cell self-regulation balances
gut infection and immunity.

Airway M cells arise in the lower airway due to RANKL
signaling and reside in the bronchiolar epithelium associated
with iBALT in murine models of respiratory disease（

Sox8 is essential for M cell maturation to accelerate IgA
response at the early stage after weaning in mice.

「卒業研究」

「生化学1」

「生化学1実習」

薬学科4年次、薬科学科3年次の卒業研究を指導している。研究テーマ
毎に学生との学術論文の読み合わせを行い、研究背景となる最新の情
報収集に努めている。担当している学生には二週間に１回の研究進捗
と研究計画を短い文章でまとめるように指導しSlack上で発表、個別のコ
メントをつけフィードバックをしている。

タンパク質の電気泳動の実習を担当。実験手順の説明動画を作製し実
習中に流すことで、学生が常に手順を動画で確認できるように工夫をし
た。データの解釈については別途まとめた資料を作製し、公開すること
で実習後の復習が行えるように工夫した。
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 有機薬化学講座 職名 准教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫 2019年-2023年

   自由科目「有機化学演習２」 2019年-2023年

   必修科目「有機化学４」「有機化学実習」 2019年-2023年

２ 作成した教科書、教材、参考書 なし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへの参加 2019年6月24日

2020年6月22日

2020年10月26日

2021年11月29日

2022年2月1日

2022年3月14日

2022年7月25日

2022年9月27日

2023年3月22日

2023年7月31日

2024年3月18日

三学部合同教育への参加 2019年4月27日

2020年9月19日

2021年9月18日

2022年9月17日

倫理系授業ファシリテーター 2019年6月11日

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名称

共著 2023年8月 Communications Chemistry  2023, 6, 169

共著 2023年5月
Chemistry A European Journal 2023, 29,
e202301466

共著 2023年1月 Communications Chemistry  2023, 59, 748-751

共著 2022年11月
Chemistry A European Journal 2022, 28,
e202203376

共著 2022年4月
Bulletin of the Chemical Society of  Japan 2022, 95,
663-672

発表年・月 学会名

グリコシルホウ酸塩を用いたアリールC-グリコシド合成法の開発 2023年9月 第67回日本薬学会関東支部大会

Stereospecific synthesis of aryl C-glycosides 2023年11月 The 16th Keio LCC-Yonsei CBMH Joint Symposium

アシルホウ素化合物の新規触媒的合成と蛍光分子への展開 2023年11月 第85回有機合成化学協会関東支部シンポジウム

収束的な逆二段階法による三環性ジテルペン類の合成 2023年9月 第65回天然有機化合物討論会

収束的な逆二段階法による三環性ジテルペン類の合成 2023年7月 第122回有機合成シンポジウム

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2017年4月～現在 日本薬学会会員

有機化学演習２：知識が定着するように有機化学1,2の復習となる問題演習
を行った。解説の板書を書いて理解できるよう工夫した。

有機化学４：板書を書いて理解できるよう努めた。知識が定着するように演習
問題を配布した。

有機化学実習：実験の予習のため、実験手順を示すフローチャートを書か
せ、添削した。

障害者への合理的配慮について

授業実施に関わる著作権法等の考え方

令和時代の薬剤師の役割

倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評価について

実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連携」の強化について

第5回薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会

三学部合同教育（後期）

2024年度からの新カリキュラムについて

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

三学部合同教育（中期）

三学部合同教育（中期）

三学部合同教育（中期）

生命倫理

教育および研究活動の業績一覧

氏名 東林 修平

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

利益相反(COI）

次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

Unified short syntheses of oxygenated tricyclic aromatic
diterpenes by radical cyclization with a photoredox catalyst

Inversion of diaza[5]helicenes through an N-N bond breaking
pathway

Intramolecular cyclization of m-homoprenylphenols through
oxidative nucleophilic aromatic substitution

Cu-catalyzed stereoselective borylation and Pd-catalyzed
stereospecific cross-coupling to give aryl C-glycosides

1,2-Rearrangement from o-quinols to multisubstituted
catechols via retro Diels-Alder reaction of o-quinol dimers

163



（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 創薬分析化学講座 職名 専任講師

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

２ 作成した教科書、教材、参考書

2022年10月

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

2022年7月25日
2022年9月27日
2023年7月31日

2022年5月21日

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等の名
称

共著 2023年 Academic Press (Elsevier)

共著 2022年10月
Journal of the American Chemical Society, vol.
144, No 43

共著 2022年3月 RSC Chemical Biology vol.3 No.7

共著 2021年10月 Biomolecules vol.11

共著 2022年4月 日本分子イメージング学会機関誌 vol.15 No.2

発表年・月 学会名

2023年7月
第35回バイオメディカル分析科学シンポジウム
（札幌）

2023年9月 第17回バイオ関連化学シンポジウム（野田）

2023年10月
12th Annual Conference of the International
Chemical Biology Society (Ann Arbor, MI)

2023年11月 第14回スクリーニング学研究会（大宮）

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2023年10月～現在 第18回バイオ関連化学シンポジウム実行委員

教育および研究活動の業績一覧

氏名 佐々木 栄太

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

HTSによるthiosulfate sulfurtransferase（TST）選択的阻害剤の探索

分析化学の講義（分担）では、毎回の講義で小テストと感想・質問をオ
ンライン提出させ、必要な補足事柄を次回講義の冒頭で解説した。ま
た、講義では動画や穴埋めプリントを織り交ぜ、単調にならない工夫を
した。担当した実習においては、冒頭でビデオを用いた導入を行うこと
でスムーズに実習作業に入れるよう工夫をした。また、安全面には十分
な注意を払った。

Recent advances in detection, isolation, and imaging
techniques for sulfane sulfur-containing biomolecules

Creation of Novel Proteinaceous Shell Structures through Molecular Evolution of
Bacterial Microcompartment (BMC) Shell Proteins

2022年度～
現在１年次必修「分析化学」

３年次必修「薬剤学実習（物理薬剤・製剤）」

１年次必修「実験法概論」（第4回分担分）の講義動画
イオン交換クロマトグラフィーの実習に関する講義動画を作製した。分
析化学で履修した講義内容と実際の実習内容が自然につながるように
心がけた。

非ウイルス性タンパク質シェル工学の現在と将来展望

DDSへの応用を目指した人工タンパク質シェルの開発

標的タンパク質の内包と放出を可能とする人工タンパク質シェルの開発

利益相反(COI）
次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有
利益相反(COI）

ファシリテーターとしてグループワークが円滑に進行させた。

 “Chemical Approaches to Discover Selective Inhibitors of
Sulfurtransferases and Transsulfuration Enzymes.” In
Sulfurtransferases Essential Enzymes for Life

General design strategy to precisely control the emission of
fluorophores via a twisted intramolecular charge transfer
(TICT) process

Molecular design of near-infrared (NIR) fluorescent probes
targeting exopeptidase and application for detection of
dipeptidyl peptidase 4 (DPP-4) activity

薬学部FDへの参加

医療系三学部合同教育（初期）ファシリテーター
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 有機薬化学講座 職名 専任講師

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

２ 作成した教科書、教材、参考書 なし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項 2023年7月 2024年度からの新カリキュラムについて

2023年3月

2022年9月 次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等
の名称

共著 2023年10月
Chemical Communications
vol.59

共著 2022年1月 Chemistry A European Journal, vol.28

共著 2020年12月
Asian Journal of Organic Chemistry,
vol.10

共著 2020年9月 Chemical Science, vol.11

タンパク質のN末端アミノ酸の化学修飾法 共著 2023年8月 『細胞』ニューサイエンス社

発表年・月 学会名

2023年9月 第67回 日本薬学会 関東支部大会

2024年3月 日本化学会 第104春季年会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

日本化学会会員、日本薬学会会員

教育および研究活動の業績一覧

氏名 花屋 賢悟

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

      有機化学2

Copper-mediated peptide arylation selective for the N-
terminus

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

有機化学2の講義は動画配信で対応した。講義ごとに質問を集
め、次回講義までに質問に対する回答の動画を作成、配信した。

2021年12月–2022
年1月

２．学会発表（評価対象年度のみ）

酸化的カップリング反応によるトリプトファン含有ペプチドの化学修飾

アルドール反応を用いたN末端アミノ酸の化学修飾

Selective modification of tryptophan in polypeptides via C-N
coupling with azoles using in situ-generated iodine-based
oxidants in aqueous media

Single-Step N-Terminal Modification of Proteins via a Bio-
Inspired Copper(II)-Mediated Aldol Reaction

Nickel(II)‐Mediated C–S Cross–Coupling Between Thiols and
ortho-Substituted Arylboronic Acid

      薬学部FDへ参加
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 生命機能物理学講座 職名 専任講師

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2015年度～現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

薬学基礎実習 実習書 2019年10月
2020年10月
2021年10月
2022年10月
2023年10月

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

2019年6月24日
2020年6月22日
2020年10月26日

2021年11月29日

2022年2月1日

2022年7月25日
2022年9月27日
2023年7月31日
2024年3月18日

2019年5月25日

2022年9月17日

2023年9月16日

2016年～現在

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌（巻・号数）等の名称

Peptide Toxins Targeting KV Channels 共著 2021年6月
Handbook of Experimental Pharmacology, vol.
267

共著 2019年4月 Chemical and Pharmaceutical Bulletin vol.67 No.4

共著 2021年1月 BMC Molecular and Cell Biology vol.22 No.3

共著 2022年3月
The Journal of biological chemistry vol.298
No.5

共著 2023年5月 Chemical Communications vol.59 No.44

発表年・月 学会名

2023年7月 第23回日本蛋白質科学会年会

2023年10月 CBI学会2023年大会

2023年11月 第62回NMR討論会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

２．学会発表（評価対象年度のみ）

NMRを活用したSARS-CoV-2スパイクタンパク質とhACE2の相互作用を標的とするSARS-
CoV-2侵入阻害化合物の分子設計

hACE2に結合してSARS-CoV-2の侵入を阻害する化合物の創製

Discovery of the middle-sized compounds inhibiting the SARS-CoV-2 viral entry, using in
silico approach and NMR analysis

日本核磁気共鳴学会会員

日本蛋白質科学会会員

教育および研究活動の業績一覧

氏名 横川 真梨子

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

令和時代の薬剤師の役割

倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評
価について

実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬連
携」の強化について

障害者への合理的配慮について
授業実施に関わる著作権法等の考え方

利益相反(COI）
次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有
2024年度からの新カリキュラムについて
薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

三学部合同教育（初期）

三学部合同教育（中期）

第19回次世代を担う若手のためのフィジカル・ファーマフォーラム（PPF2022）実行委員

2021年4月～現在

2022/9/12-13

三学部合同教育（中期）

これまでのCBTの円滑な実施に貢献している。

三学部合同教育にファシリテーターとして参加

CBT実施委員会委員としてCBTの実施に貢献

Nanodiscs for structural biology in a membranous environment

Mechanism of hERG inhibition by gating-modifier toxin, APETx1, 
deduced by functional characterization

Paip2A inhibits translation by competitively binding to the RNA recognition motifs 
of PABPC1 and promoting its dissociation from the poly(A) tail.

Applying deep learning to iterative screening of medium-sized 
molecules for protein-protein interaction-targeted drug discovery

日本薬学会会員

2011年7月～現在

2016年1月～現在

「吸光光度法による定量」、「反応速度の測定」の項目を執筆した。

卒業研究
講座学生の論理的な文章の作成能力向上のため、毎月の研究進捗を
1ページ以内にまとめた月報作成の指導を行っている。

薬学部FDへ参加
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名
生命機能物理学講
座

職名 助教

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

2022年度～現在

２ 作成した教科書、教材、参考書

実習書作成 2022年度～現在

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項

薬学部FDへの参加 2022年7月25日
2022年9月27日
2023年3月22日
2023年7月31日
2024年3月18日

三学部合同教育プログラムへの参加 2023年9月16日 三学部合同教育（中期）

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌 （巻・号数）等の
名称

共著 2020年6月 The EMBO journal vol.39 No.12

共著 同年 11月 FASEB journal vol.34 No.11

共著 2021年2月
Nature Structural and Molecular Biology
vol.28 No.2

共著 2022年3月
Proceedings of the National Academy of
Sciences of the United States of America
vol.119 No.11

共著 同年 6月 Nature vol.606 No.7916

発表年・月 学会名

2023年12月 第46回日本分子生物学会年会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

Homeostatic and pathogenic roles of GM3 ganglioside
molecular species in TLR4 signaling in obesity.

1年次必修「分析化学」、2年次必修「物理化学3」、
1年次必修「薬学基礎実習」

「分析化学」では酸・塩基平衡、「物理化学3」では溶液の束一的性
質と化学電池について講義を行った。必修科目であることから化学
や物理を苦手とする学生もいることを考慮し、基礎的な内容から説明
することを心がけている。「薬学基礎実習」では、事前講習と実技に
おいて、pHメーターを用いた中和滴定の手技を教育した。

利益相反(COI）
次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有
薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会
2024年度からの新カリキュラムについて
薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

「薬学基礎実習（分析化学系）」実習書の「電位差滴定による定量」を
作成した。また、事前学習用の動画を作成した。

教育および研究活動の業績一覧

氏名 石田 英子

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

The effect of anesthetics on toll like receptor 9.

Cryo-EM structures of Toll-like receptors in complex with
UNC93B1

Structural basis for the oligomerization-mediated regulation
of NLRP3 inflammasome activation

Structure of the bile acid transporter and HBV receptor
NTCP

２．学会発表（評価対象年度のみ）

核酸認識TLRの活性化および輸送機構の構造基盤

日本結晶学会会員、日本薬学会会員
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 薬理学講座 職名 助教

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

２ 作成した教科書、教材、参考書

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等

４ その他教育活動上特記すべき事項

2021年11月29日（月）

2022年7月25日（月）

2022年9月27日（火）

2023年7月31日（月）

2022年度-現在

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌（巻・号数）等の名称

共著 2023年11月
Frontiers in Cellular Neuroscience vol.17-
2023

共著 2023年11月
Frontiers in Cellular Neuroscience vol.17-
2023

発表年・月 学会名

2023年8月 第46回日本神経科学学会(仙台)

2023年8月 第46回日本神経科学学会(仙台)

2023年12月 第97回日本薬理学会年会(神戸)

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2022年〜現在 日本薬理学会会員

2022年〜現在 日本神経科学学会会員

なし

なし

２．学会発表（評価対象年度のみ）

PD-1 immune checkpoint blockade accelerates disease progression in a mouse model of
amyotrophic lateral sclerosis

Expression and function analysis of immune checkpoint molecule LAG-3 in microglia

LAG-3 expression in microglia regulated by IFN-γ/STAT1
pathway and metalloproteases

Depletion of perivascular macrophages delays ALS disease
progression by ameliorating blood-spinal cord barrier
impairment in SOD1-G93A mice

Expression analysis of immune checkpoint molecules in microglia

教育および研究活動の業績一覧

氏名 森﨑 祐太

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリック評
価について

2024年度からの新カリキュラムについて

利益相反(COI）

医療系三学部合同教育（中期）参加 ファシリテーターとして参加

2-3年次必修「薬理学1,2,3」,
3年次必修「薬理学実習」

2021年度-現在

薬理学に関する講義および薬理学実習を担当している。2022年度から
は薬理学実習の内容を改定し、TAによるデモンストレーションのみで実
施していた動物実験項目をPCシミュレーターに変更することで、昨今の
動物倫理に対する対応をしつつ学生の満足度を上げるよう努めた。

次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

薬学部FDへ参加
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名 慶應義塾大学 講座名 基礎教育講座 職名 准教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫

２ 作成した教科書、教材、参考書 なし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項 2019/6/24 障害者への合理的配慮について

薬学部FDへ参加 2020/6/22

2020/10/26 令和時代の薬剤師の役割

2021/11/29

2022/2/1

2022/3/14

2022/7/25

2022/9/27

2023/3/22

2023/7/31 2024年度からの新カリキュラムについて

2024/3/18

三学部合同教育FDへ参加 2022/1/12

医療系三学部合同教育初期 ワーキンググループメンバー 継続中

医療系三学部合同教育中期 ファシリテータ 2023/9/16

CBT実施委員会委員、OSCE実施委員会委員

「医療における倫理の実習」ファシリテータ 継続中

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌    （巻・号数）等
の名称

共著 2021年
一般社団法人 日本薬学教育学会 薬学教
育 vol.5

共著 2023年7月 じほう 調剤と情報 vol.29 No.10

共著 2023年7月 じほう 調剤と情報 vol.29 No.10

発表年・月 学会名

2020年3月 日本薬学会第140年会

2020年9月 第5回日本薬学教育学会大会

教育および研究活動の業績一覧

氏名 井上賀絵

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

２．学会発表（評価対象年度のみ）

薬学部における倫理観・コミュニケーション能力醸成の到達度を測るための学年横断
的ルーブリック評価表の作成とその評価

授業実施に関わる著作権法等の考え方

実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三薬
連携」の強化について

第5回薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会

薬学生の対人コミュニケーション能力に関する自己評価の解析-３年間の継続調査結
果-

初期教育のテーマに即したプログラムの準備・当日の運営に携わ
る。

新型コロナウイルス禍における遠隔授業への対応と対面授業実施
に向けた取り組み:―アンケート結果を交えたふり返り

「基礎数学」「数学」「多変量解析のための線形代数」「医薬統計学」
において、授業時の説明や基本問題の演習に時間をとるため、応
用問題の解説はK-LMSから講義動画を公開した。配布プリントは単
なる講義スライドの列挙ではなく、授業中に重要な文言や式を自分
で書き込むことによって完成するノートのような体裁にし、学生が授
業に集中しやすくなるよう配慮している。毎回の授業の最後には内
容確認のための小テストを実施して提出させている。「基礎数学」と
「数学」では、提出されたテストの内容を確認し、必要ならばコメント
を加えて次回の授業で返却することから、個人的に質問をしたい学
生は小テストに分からないことを書いてくることが多く、教員と学生が
コミュニケーションをとる良い機会にもなっている。（2023年度基礎
数学、多変量解析のための線形代数評価：4.4）

倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブリッ
ク評価について

それぞれの試験が円滑に実施されるよう貢献

異なる3群間に対する要因（介入）後のデータをすべて比較すること
で要因（介入）の効果を検定したい（Tukey-Kramer 検定）

異なる3群間に対する要因（介入）後のデータに対して、コントロール
群を対照として、他のすべての群と比較することで要因（介入）の効
果を検定したい（Dunnett検定）

利益相反(COI）

次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

多職種連携教育カリキュラムの開発

１年次選択科目「基礎数学」１年次必修科目「数学」
２年次選択科目「多変量解析のための線形代数」
３年次必修科目「医薬統計学」
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2020年9月 第7回日本薬学教育学会大会

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

2016年8月～現在 一般社団法人 日本教育心理学会

2021年6月～現在 一般社団法人 日本薬学教育学会

2019年5月～2020年3月 一般社団法人 情報処理学会

 倫理・コミュニケーションに係るルーブリック評価表を用いた薬学生の自己評価 －学年
横断的な解析－
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（基礎資料９）専任教員の教育および研究活動の業績

大学名  慶應義塾大学 講座名 基礎教育講座 職名  准教授

Ⅰ 教育活動

年 月 日

１ 教育内容・方法の工夫 2019/4/1～

「薬学研究のためのコミュニケーションスキル」 2024/3/31

２ 作成した教科書、教材、参考書 なし

３ 教育方法・教育実践に関する発表、講演等 なし

４ その他教育活動上特記すべき事項 2019年6月24日 障害者への合理的配慮について

   FDへの参加 2020年10月26日 令和時代の薬剤師の役割

2020年6月22日 授業実施に関わる著作権法等の考え方

2021年11月29日

2022年2月1日

2022年3月14日 第5回薬学部教員と学生相談室カウンセラーとの懇談会

2022年7月25日 利益相反(COI）

2022年9月27日 次期コアカリキュラム改訂に関する情報共有

2023年3月22日 薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

2024年3月18日 薬学部教員と芝共立学生相談室カウンセラーとの懇談会

ファシリテータとして参加 2019年5月21日

2019年6月11日 「生命倫理」 2限

2019年6月18日 「生命倫理」 2限 

2019年9月10日 「医療・薬剤師倫理」 4 限 

2019年10月15日 「医療・薬剤師倫理」 4 限 

2020年12月19日 医療系三学部合同教育（初期）

2022年5月21日 医療系三学部合同教育（初期）

2023年5月20日 医療系三学部合同教育（初期）

Ⅱ 研究活動

単著・
共著の別

発行または発表の
年月（西暦）

発行所、発表雑誌（巻・号数）等の名
称

共著 2023年10月 厚生の指標（第70巻第12号）

共著 2021年2月 Research on Aging Vol43(2)

単著 2020年3月 Review of Religious Research Vol 62(1)

共著 2019年4月 老年社会科学（第41巻第1号）

発表年・月 学会名

Ⅲ 学会および社会における主な活動（直近５年間に携わったもの数件）

所属学会： American Sociological Association、日本社会学会、日本家族社会学会、日本社会福祉学会

教育および研究活動の業績一覧

教育実践上の主な業績 概 要

１．著書・論文等の名称

実務実習の現状と本学ならびに関東地区調整機構が目指す「三
薬連携」の強化について

倫理・コミュニケーション系学習目標と自己評価としてのルーブ
リック評価について

「薬学研究のためのコミュニケーションスキル」では、グループワー
ク等の参加型の学習スタイルを用いるなど、学生が自主的かつ主
体的に学べる環境づくりを目指した。

「情報・コミュニケーション論」 3限

氏名  植村良太郎

家族介護・就業と健康の関連－中高年女性のパネルデータ
分析－

Parental Caregiving and Employment among Midlife Women in
Japan

Visiting Religious Places for Prayer in Japan: How Does
Religious Identity Affect Religious Behavior?

中高年女性における介護と就業の相互の関係 - 二時点パネ
ルデータ分析による検討 -

２．学会発表（評価対象年度のみ）

なし
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グループ学習室 16

パソコン,モニターテレビ
各2,
スクリーン,VHS・DVDプレイ
ヤー,BDプレイヤー,ヘッド
ホンアンフﾟ 各1

PCエリア 5 パソコン 5台

グループ学習室 106 ホワイトボード

PCエリア 61 パソコン 61台

計 1,445 188

（基礎資料12）学生閲覧室等の規模

図書室（館）の名称
学生閲覧室
座席数（Ａ）

学生収容

定員数（Ｂ）
1）

収容定員に対する
座席数の割合(％)
Ａ／Ｂ＊100

その他の
自習室の座席数

その他の

自習室の整備状況 
2） 備 考 

3）その他の
自習室の名称

8.8
学部：1,140名
大学院：109名

- - -日吉メディアセンター 1,335

薬学メディアセンター
（芝共立薬学図書館）

110 1,249
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